
  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

八潮市いのち支える自殺対策計画 

～一人ひとりが「いのち」を大切にするまちを目指して～ 
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２ 計画の位置付け 
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八潮市総合計画

自殺対策計画
●自殺対策基本法
●自殺総合対策大綱
－誰も自殺に追い込まれることのない社会の実現を目指して－

●埼玉県自殺対策計画
－気づいてください 体とこころの 限界サイン－

など [関連計画]

●八潮市地域福祉計画
●八潮市健康づくり行動計画
●八潮市男女共同参画プラン
●八潮市高齢者保健福祉計画・
介護保険事業計画

●八潮市障がい者行動計画・
八潮市障がい福祉計画

●八潮市子ども・子育て支援
事業計画

●八潮市教育大綱
●八潮市教育計画はばたき

など

連携

整合
関連法令と国・県の計画等
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３ 計画の期間 

│⁸2019 31 ⅛╠ 2023 35 ╕≢─ 5 ╩

≤⇔╕∆⁹ 

⌂⅔⁸ ⌐⁸ ╛ ─ ה ╛ ─ ⌐ ∆╢ ⌐ ⅝⌂

⅜№∫√ ⌐│⁸ ⌐ ∂√ ⇔╩ ℮↓≤≤⇔╕∆⁹ 

 

年度 
2017 

H29 

2018 

H30 

2019 

H31 

2020  

(H32) 

2021  

(H33) 

2022  

(H34) 

2023  

(H35) 

2024  

(H36) 

2025  

(H37) 

2026  

(H38) 

2027  

(H39) 

市 
第5次八潮市総合計画  

   

県  埼玉県自殺対策計画  

国  自殺総合対策大綱 ̞ᵵφ 5 Ϭ τᾋ ΰ 

 

 

４ 計画策定の体制 

│⁸ ─ ⌐╟╡ ─ ╩ ™ ⇔╕⇔√⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

─ ╩ ┼ ↕∑╢√╘⁸ⱤⱩꜞ♇◒◖ⱷfi♩╩ ™╕⇔√⁹ 

 

本部長：副市長
本部員：部長級職員

部会長：健康福祉部副部長
部会員：関係課長

（任期2年）

Å医師会を代表する者（3人）
Å民生委員・児童委員（1人）
Å社会福祉協議会を代表する者（1人）

Å健康、保健、福祉等に関する団体を
代表する者（5人）

Å知識経験を有する者（1人）
合計11人

意見・提案ṕ Ṗ

審議会開催・情報提供
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１ 自殺に関する統計等 

⌐ ∆╢ ⌂ ⌐│⁸ ─₈ ₉≤⁸ ─₈

₉⅜№╡╕∆⁹ 

╕√⁸ ≢│₈ ⌐⅔↑╢ ─ ₉≤⇔≡⁸ ⅛╠

╩ ↑√ ⌐♃כ♦─ ≠⅝ ⇔⁸ ⇔≡™╕∆⁹ 

↕╠⌐⁸ ☿fi♃₈╠⅛כ ⱪ꜡ⱨ□▬ꜟ₉≤⇔≡⁸

⌐ ≠⅝⁸ ↔≤─ ─ ╩ ⇔√ ─ ⅜№╡╕⇔√⁹ 

│⁸ ─ ╩ ⌐ ⇔≡™╕∆⁹ 

 

 ₈ ₉≤₈ ₉─ ™ 

項 目 警察庁「自殺統計」 厚生労働省「人口動態統計」 

調査対象 総人口（日本における外国人も含む） 日本における日本人 

調査時点 
発見地を基に、自殺死体発見時点（正

確には認知）で計上 
住居地を基に死亡時点で計上 

事務手続き 

(訂正報告) 

捜査等により、自殺であると判明した時点

で自殺統計原票を作成し、自殺に計上 

自殺、他殺あるいは事故死のいずれか不

明のときは自殺以外で処理し、死亡診断

書等について、作成者から自殺の旨訂正

報告がない場合、自殺に非計上 

 

 

自殺死亡率とは、自殺者数を当該自治体の人口で割った値を10万倍し、10万人あたりの自殺者数

として標準化した数値です。 

これにより、国や県、人口規模の異なる自治体間での比較が可能となります。 

また、自治体の人口は、「住民基本台帳に基づく人口・人口動態及び世帯数」における各年 1月 1日

時点の人口（平成25年までは3月31日時点の人口）を使用しています。 
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２ 自殺に関する状況 

（１）自殺者数・自殺死亡率の状況 

─ ─ │⁸ 24 ⅛╠ 26 ⌐⅛↑≡ ⌐№

╡╕⇔√⅜⁸ 28 │ ⇔⁸ 29 ⌐ ┘ ⇔≡™╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24 ⅛╠ 29 ╕≢─ ─ ╩ ≢╖╢≤⁸ ⅜75 ⁸

⅜ 25 ≢⁸ ╛ ≤ ∆╢≤⁸╛╛ ⅜ ↄ⌂∫≡™╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

75.0 

67.5 

68.9 

25.0 

32.5 

31.1 

0 20 40 60 80 100

八潮市

（n=84 ）

埼玉県

（n=8,162 ）

全国

（n=146,484 ）

男性 女性

（%）

【八潮市の自殺者数の推移】 

【自殺者の性別構成比（平成 24～29 年）】 

資料：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」 

資料：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」 
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™╕∆⁹ 

≢│⁸ 25 │ ⁸ ╩ ∫≡™╕∆⅜⁸ 26 ⅛╠

29 ≢│ ∫≡™╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.8 

14.8 

4.9 4.9 

9.7 

4.8 

14.5 14.0 

12.4 11.9 

10.2 10.0 

13.2 

12.9 12.2 11.1 

10.3 

9.9 

0

5

10

15

20

H24 H25 H26 H27 H28 H29

八潮市 埼玉県 全国

【八潮市・埼玉県・全国の自殺死亡率の推移（男女計）】 

【八潮市・埼玉県・全国の自殺死亡率の推移（男女別）】 

資料：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」 

資料：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」 
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（２）ライフステージ1別自殺者の状況 

─ 24 ⅛╠ 28 ╕≢ 5 ─ꜝ▬ⱨ☻♥כ☺ ─

╩╖╢≤⁸ │₈ 15 24 ₉≢│₈ ─ ₉≤ ╪≢ 1

⁸₈ 25 44 ₉≢│ 2 ⁸₈ 45 64 ₉≢│ 4 ≤

⌂∫≡⅔╡⁸ ≢│ 8 ≤⌂∫≡™╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※数値は、小数点以下第２位で四捨五入しているため、ライフステージごとの合計が100％にならない場合があります。 

 

  

                                        
1 ライフステージ：出生や入学、卒業、就職、退職などのイベントによって区分される、人の生涯におけ

る各段階のこと。 

6.7%

9.1%

54.5% 50.0%

12.3%

2.4%2.3%

2.6%

36.4%

2.6%

12.6%17.1% 15.2%

33.2% 34.2%33.3% 23.7% 42.9%

7.9% 6.2%

10.4%9.2% 7.3%

2.7%

8.2% 8.0%

3.5%5.3% 2.6% 2.9%

3.9% 1.7%

24.7%

2.2%

6.7% 25.0% 20.1% 23.9%

1.5% 1.5%

ṕ 24 Ṍ28 Ṗ 

資料：埼玉県「人口動態統計」 
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（%）（%）
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24 ⅛╠ 29 ╕≢─ ─ ╩╖╢≤⁸ │ 40

⅛╠ 70 ─ ⅜ ה ≤ ⇔≡ ↄ⌂∫≡™╕∆⁹ ⁸

30 ≤ 80 │ ה ≤ ⇔≡ ⌂ↄ⌂∫≡™╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

│⁸30 ─ ≤ 70 ─ ⅜⁸∕╣∙╣ ╛ ≤

⇔≡ ↄ⌂∫≡™╕∆⁹ ⁸40 ⅛╠ 60 │ ╛ ≤ ⇔

≡ ⌂ↄ⌂∫≡™╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.8 

2.3 

2.3 

14.3

9.1

9.1

14.3

12.7

11.9

4.8

15.5

14.7

9.5

13.2

14.5

14.3

18.2

17.0

28.5

17.4

16.7

9.5

11.6

13.8

0 20 40 60 80 100

八潮市

（n=21 ）

埼玉県

（n=2,649 ）

全国

（n=45,444 ）

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上

（%）（%）（%）

男性自殺者の年代別構成比（平成 24 年～29 年） 

女性自殺者の年代別構成比（平成 24 年～29 年） 

資料：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」 

資料：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」 
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1.6 
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23.1 
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31.7 

0.0 
3.8 

28.7 

25.5 

31.8 

35.3 

28.6 

33.7 
38.2 

3.2 

27.7 
27.6 

33.1 

38.9 

33.0 
34.6 

42.4 
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24 ⅛╠ 28 ╕≢─ ╩ ⌐╖╢≤⁸ ─ ≢

│ 50 ≤ 60 ─ ⅜ ↄ⁸ ╛ ╩ ∫≡⅔╡⁸∕─ ─

│ ╛ ╩ ∫≡™╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≢│⁸20 ┘ 70 ─ ⅜ ╛ ╩ ∫≡⅔

╡⁸30 ⅛╠ 60 ╕≢≢│⁸ ╛ ─ ╩ ∫≡™╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性の年代別自殺死亡率（平成 24 年～28 年） 

女性の年代別自殺死亡率（平成 24 年～28 年） 

資料：自殺総合対策推進センター「地域自殺実態プロファイル」 

資料：自殺総合対策推進センター「地域自殺実態プロファイル」 
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64.3 

58.7 

81.0 
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男女計

（n=84 ）
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（n=21 ）

なし あり

（%）
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（３）同居人の有無別の状況 

24 ⅛╠ 29 ╕≢─ ─ ─ ╩╖╢≤⁸

│ ₈⌂⇔₉─ ⅜ 35.7 ≤⁸ ─ 29.1 ╛ ─ 30.2 ≤

∆╢≤ ↄ⌂∫≡™╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↕╠⌐ ─ ╩ ≢╖╢≤⁸ ⌐ ⌐⅔™≡ ₈⌂⇔₉─

⅜ 41.3 ≤ ↄ⁸ 19.0 ╟╡╙ ⅜ ↄ⌂∫≡™╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35.7 

29.1 

30.2 

64.3 

70.7 

68.8 

0.2 

1.0 

0 20 40 60 80 100

八潮市

（n=84 ）

埼玉県

（n=8,162 ）

全国

（n=146,484 ）

なし あり 不詳

（%）

資料：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」 

同居人の有無別自殺者数の構成比（平成 24 年～29 年） 

八潮市の性別・同居人の有無別自殺者数の構成比（平成 24 年～29 年） 

資料：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」 
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（４）職業別の状況 

24 ⅛╠ 29 ╕≢─ ─ ─ ╩╖╢≤⁸

⅜ ™ │⁸ ⁸ ≤ ⁸₈ ה ╘ ₉⁸₈ ה

₉≤⌂∫≡™╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34.5 

28.6 

6.0 

6.0 

4.8 

3.6 

16.7 

0.0 

27.7 

28.4 

5.4 

6.2 

4.0 

4.1 

23.4 

0.9 

28.1 

24.8 

7.4 

6.5 

3.5 

4.2 

23.9 

1.6 

0 10 20 30 40 50

被雇用・勤め人

年金・雇用保険等生活者（無職）

自営業・家族従事者

主婦

学生・生徒等

失業者

その他（無職）

不詳

(%)

八潮市(n=84) 埼玉県(n=8,162) 全国(n=146,484)

職業別自殺者数の割合（平成 24 年～29 年） 

資料：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」 
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（５）原因・動機別の状況 

24 ⅛╠ 29 ╕≢─ ─ ה ─ ╩╖╢≤⁸

≢ ╙ ™─│⁸ ⁸ ≤ ⌐₈ ₉ 66.7 ⁸ ™≢₈

ה ₉ 19.0 ≤⌂∫≡™╕∆⁹ 

↓─ │ ⌐ ╢ ה ⅜ ≢ ╠⅛⌐ ≢⅝√╙─╩

⇔≡™╕∆⁹ 

⇔⅛⇔⁸ ─ ה │ ≢│⌂ↄ⁸ ─ ↄ│ ⅛≈    

⌂ ┘ ╩ ⇔≡⅔╡⁸ ₁⌂ ⅜ ∆╢ ≢ ⅝≡™╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

β ─ ⌐ ∆╢ ₈ ה ₉─ ─ ⁹ ─ ╩ ↑╢

⌐╟╡ ╠⅛⌐ ≢⅝╢ ה ╩ 3≈╕≢ ≤⇔≡™╢√╘⁸ ─

│ 100 ╩ ⅎ╕∆⁹ 

  

66.7 

19.0 

7.1 

2.4 

1.2 

0.0 

3.6 

2.4 

65.7 

14.5 

8.0 

5.3 

2.5 

1.5 

4.1 

3.7 

50.3 

16.9 

14.8 

8.9 

3.5 

1.5 

5.4 

25.4 

0 20 40 60 80

健康問題

経済・生活問題

家庭問題

勤務問題

男女問題

学校問題

その他

不詳

（％）

八潮市(n=84) 埼玉県(n=8,162) 全国(n=146,484)

資料：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」 

原因・動機別自殺者数の割合※（平成 24 年～29 年） 
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2.5 
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6.7 

7.3 

10.7 
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9.7 

2.4 

4.3 

2.3 

14.3 

14.1 

12.0 0.1 

八潮市(n=84)

埼玉県

(n=8,162)

全国

(n=146,484)

0 20 40 60 80 100

首つり 服毒 練炭等 飛降り 飛込み その他 不詳

（％）

37.5 

71.4 66.7 
75.0 

64.7 69.2 

7.1 
8.3 

18.8 

8.3 
5.9 

7.7 

18.8 

7.1 16.7 
8.3 

15.4 
7.1 

5.9 

25.0 
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（６）自殺の手段 

24 ⅛╠ 29 ╕≢─ ─ ─ ╩╖╢≤⁸₈ ≈╡₉

⅜ ╙ ↄ⌂∫≡™╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24 ⅛╠ 29 ─ ─ │⁸ ⁸ ≤ ─

≤⌂∫≡™╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八潮市の自殺手段の推移 

自殺手段の構成比（平成 24 年～29 年） 

資料：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」 

資料：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」 
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（７）自殺未遂歴の状況 

24 ⅛╠ 29 ╕≢─ ─ ─ ╩╖╢≤⁸

≢│ ₈№╡₉⅜ 20.2 ≤⌂∫≡⅔╡⁸ 5 ⌐ 1 ─ ⌐

⅜№╡╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20.2 

23.0 

19.7 

71.5 

65.2 

60.6 

8.3 

11.8 

19.7 

0 20 40 60 80 100

八潮市

(n=84)

埼玉県

(n=8,162)

全国

(n=146,484)

あり なし 不詳

（%）

資料：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」 

自殺未遂歴の有無の構成比（平成 24 年～29 年） 
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3 「健康に関するアンケート」調査結果について（抜粋） 

30 8 ⌐⁸ ─ 20 ⅛╠ 70 ─ 3000 ╩ ⌐⁸₈ 2

≠ↄ╡ ₉─ ╩ ℮√╘⁸ ⌐ ∆╢▪fi◔כ♩

╩ ⇔╕⇔√⁹ 

↓↓≢│⁸ ⅛╠₈ ה ─ ⌐≈™≡₉╩ ⇔⁸ ⇔

≡™╕∆⁹ 

 

 

問 あなたは、直近1ヶ月の間に不満や悩み、ストレスを感じましたか。（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 ﬞ ─ ╛ ╖⁸☻♩꜠☻⌐≈™≡⁸₈ ⌐ ∂√₉⅜ 15.0 ⁸

₈ ∂√₉⅜ 42.7 ≤⌂∫≡⅔╡⁸2≈╩ ╦∑√ₐ ∂√ₑ│ 57.7 ≤ 5

╩ ⅎ≡™╕∆⁹ ⁸₈№╕╡ ∂≡™⌂™₉⅜ 35.2 ⁸₈ ↄ ∂≡™⌂™₉

⅜ 3.3 ≤⌂∫≡⅔╡⁸2≈╩ ╦∑√ₐ ∂≡™⌂™ₑ│ 38.5 ≤⌂∫≡™╕

∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

  

15.0

42.7

35.2

3.3

3.8

0 10 20 30 40 50 60

非常に感じた

感じた

あまり感じていない

全く感じていない

無回答

（％）

『感じた』

57.7 ％

『感じていない』

38.5 ％

（n=1,170） 
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問 不満や悩み、ストレスを感じたことは何ですか。（○はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1ﬞ ≢₈ ⌐ ∂√₉№╢™│₈ ∂√₉ ╛ ╖⁸☻♩꜠☻─

│⁸₈ ─↓≤₉⅜ 55.3 ≤ 5 ╩ ⅎ≡ ╙ ↄ⁸ ™≢₈ ─↓≤₉

⅜ 43.1 ⁸₈ ה ה ₉⅜ 27.6 ⁸₈ ─ ה ₉⅜ 26.7 ⁸₈

≤─ ₉⅜ 21.6 ⁸₈ ה™⅜⅝ ₉⅜ 20.1 ≤ 2 ╩ ⅎ≡ ™≡™╕

∆⁹ 

  

55.3

43.1

27.6

26.7

21.6

20.1

11.6

11.1

8.6

7.6

7.6

7.6

6.8

5.8

4.1

1.8

3.7

0.3

0 10 20 30 40 50 60

仕事のこと

家族のこと

収入・家計・借金

自分の健康・病気

他人との関係

生きがい・将来

生活環境

家事

住まい

育児

こどものしつけ

介護

通勤・通学

話し相手がいない

教育

出産

その他

無回答

（％）
（n=675） 
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問 あなたは、身近な人のうつ病のサインに気づいたとき、相談窓口へ相談するように勧めますか

（○はひとつ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⌂ ─℮≈ ─◘▬fi⌐ ≠™√≤⅝⁸ ┼ ∆╢╟℮ ╘╢

⅛⌐≈™≡⁸₈ ╘╢₉│ 38.5 ⁸₈ ╘⌂™₉│ 4.3 ⁸₈╦⅛╠⌂™₉⅜ 54.0

≤⌂∫≡™╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ṍ Ṍ   

勧める

38.5%

勧めない4.3%

わからない

54.0%

無回答 3.2%（n=1,170） 

⌐№╢ ─℮∟ 2 ⅜ 2 ⁸╒≤╪≥ ™≡™≡⁸ 

∕─√╘⌐≈╠™ ∟⌐⌂∫√╡⁸ ─ ⌐ ⅜ √╡⇔≡™╢ 

⌐│℮≈ ─ ⅜№╡╕∆─≢⁸ ☿fi♃כ⌂≥⌐ ⇔≡ 

ↄ∞↕™⁹↓─╒⅛⌐⁸ ╣⌂ↄ⌂∫√╡ ⅜⌂ↄ⌂∫√╡∆╢↓≤╙ 

№╢─≢⁸∕℮⇔√ ⅜ ↄ ⌐│℮≈ ─ ╙ ⅎ≡╖≡ↄ∞↕™⁹ 

ể ּצ  ךּ
Ễ ֿכ ︡ כֿ ḭצּ ︡ שּ  
ễ ּק ךּ כֿ ḭצּ ףּ לּשּ ︢  
Ệ ּצ נּ  ךּ
ệ ֹו שּ לּ ︣צּ︢  

 ⌐⅔↑╢℮≈  ₈℮≈ ⱴ♬ꜙ▪ꜟ₉╟╡  



第 2 章 八潮市の自殺の状況と課題 

23 

第
１
章 

第
２
章 

第
３
章 

第
４
章 

第
５
章 

資
料
編 

4 八潮市の自殺の状況と課題 

⌐ ∆╢ ⅛╠⁸ ─ ─ ≤ │⁸ ─≤⅔╡≢∆⁹ 

 

項目 状況と課題 

自殺者数の推移 

 

平成 24年から平成 29年まで、本市の自殺者は年 15人前後で推移していま

す。自殺者を減らすため、自殺対策計画の確実な推進が必要です。 

性別 

 

本市の自殺者は、国や県と比較して「男性」の割合が多く、自殺対策にあたって

は、男性に対する取組が求められます。 

年代別 

 

 

 

自殺者全体に占める割合が多いのは、男性では50歳代と60歳代で合わせると

半数近くになり、この年代の自殺死亡率も国や県と比較して、高くなっています。

一方、女性では70 歳代の占める割合が多くなっています。男女ともに高齢者を

対象とした自殺対策ṕ Ṗが求められます。 

同居人の有無別 

 

本市の自殺者については、「同居人なし」の割合が国や県と比較して多く、特に独

居男性に向けた自殺対策が求められます。 

職業別 

 

「被雇用・勤め人」の割合が、本市は国や県と比較して多くなっています。 

労働者に向けた自殺対策ṕ Ṗが求められます。 

原因・動機別 国や県と同様、本市でも「健康問題」が自殺の原因として最も多くなっています。 

また、原因の第２位である「経済・生活問題」を原因とする自殺の割合が、国や

県と比較しやや多くなっており、生活苦を抱えた人への支援ṕ

Ṗが求められます。 

その他 健康に関するアンケート調査の設問「あなたは、身近な人のうつ病のサインに気づ

いたとき、相談窓口へ相談するように勧めますか」の回答結果では、「わからない」

が半数を超えています。自殺対策の必要性や、本市や県等で行われている相談

窓口の周知が求められます。 

 

 

 

 

 

 

 



第 2 章 八潮市の自殺の状況と課題 

24 

第
１
章 

第
２
章 

第
３
章 

第
４
章 

第
５
章 
資
料
編 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ḩ  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

26 
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１ 計画の基本理念 

─ ≢│⁸ ─ ⅜ ⅝╢↓≤─ ⌂ ≢

№╢↓≤╩ ╘≡ ⇔⁸₈™─∟ ⅎ╢ ₉≤™℮ ╩ ⌐ ∟

⇔≡⁸₈ ╙ ⌐ ™ ╕╣╢↓≤─⌂™ ─ ₉╩ ∆≤⇔≡™╕∆⁹ 

⌐⅔™≡╙₈ └≤╡⅜₈™─∟₉╩ ⌐⇔⁸ ™⌐ ⅎ ™⁸

⇔≡ ╠∑╢╛⇔⅔─ ₉╩ ≤⇔⁸ ─╙≤⁸ ה

≤─ ╩ ╡⌂⅜╠⁸ ╩ ⇔≡™⅝╕∆⁹ 

 

 

ỎỘỎ ─  ỎỘỎ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⁸ ʝ˲ Ẏў  
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２ 計画の基本方針 

─ ⅜ →╢ ─ ╩ ╕ⅎ⁸ ≢│

─ ⌐ ∫≡ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 

ể 生きることの包括的な支援 

│⁸ ↄ⅜ ™ ╕╣√ ─ ≢№╡⁸ ←↓≤⅜≢⅝╢ ⌂

≢№╢≤─ ─ ⁸ ╩₈ ⅝╢↓≤─ ⌂ ₉≤⇔≡⁸

─ ─ꜞ☻◒╩ ↕∑╢≤≤╙⌐⁸ └≤╡─ ╩ ╢≤™

℮ ≢ ∆╢╙─≤⇔╕∆⁹ 

╕√⁸ №╢™│ ⌐⅔™≡╙⁸ ╛ ≢⅝╢ ⁸

─₈ ⅝╢↓≤─ 2 ⌐ ∆╢ ₉╟╡⁸

╛ ⁸ ─₈ ⅝╢↓≤─ 3 ─ꜞ☻◒ ₉

⅜ ∫√≤⅝⌐⁸ ꜞ☻◒⅜ ╕╢≤↕╣≡™╕∆⁹ 

∕─√╘⁸ │⁸₈ ⅝╢↓≤─ ₉╩ ╠∆ ⌐ ⅎ≡⁸

₈ ⅝╢↓≤─ ₉╩ ╛∆ ╩ ™⁸ ─ ╩ ∂≡⁸ ꜞ

☻◒╩ ↕∑╢ ≢⁸ ⅝╢↓≤─ ≤⇔≡ ⇔╕∆⁹ 

 

 

  

                                        
2 
生きることの促進要因：将来への夢や希望、良き人間関係、社会や地域への信頼感など。 

3 
生きることの阻害要因：孤立、失業、多重債務、いじめ、虐待など。 
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Ễ 関連分野の有機的な連携の強化 

│⁸ ─₈ ─ ⌐ ╢ⱪ꜡☿☻ 4₉⅜ ∆╟℮⌐⁸

⁸ ה ⁸ ─ ─╒⅛⁸ ╛ ⁸↕╠⌐

│ ─ ╛ ─ ⁸ ⌂≥⅜ ⌐ ⇔≡™╕∆⁹∕─√

╘⁸ ⌐ ™ ╕╣╟℮≤⇔≡™╢ ⅜ ⇔≡ ⅝╠╣╢╟℮⌐⁸

⌂ ∞↑≢│⌂ↄ⁸ ה ⌂ ╩ ╗ ⌂ ╩ ⇔╕

∆⁹ 

 

  

                                        
4 自殺の危機経路（自殺に至るプロセス）：NPO 法人自殺対策支援センター「ライフリンク」が行った自

殺の実態調査から見えてきた自殺に至るまでの要因と要因間の関係を表した図。○の大きさは要因の発

生頻度を表し、大きいほどその要因が抱えられていた頻度が高いことを示し、矢印の太さは、要因と要

因の連鎖の因果関係の強さを表し、太いほど因果関係が強いことを示しています。 

図：NPO法人自殺対策支援センター「自殺実態白書2013」 

【自殺の危機経路（自殺に至るプロセス）】 



第 3 章 計画の基本的な考え方 

30 

第
１
章 

第
２
章 

第
３
章 

第
４
章 

第
５
章 
資
料
編 

ễ 対応の段階に応じたレベルごとの対策の効果的な連動 

⌐ ╡ ╗√╘─ ╩ ℮₈ ꜠ⱬꜟ₉⁸ ╩ ⌐

ⅎ╢ ⌐ ⇔≡ ⌂ ╩ ℮√╘─ ⌐╟╢ ⌂≥

─₈ ─꜠ⱬꜟ₉⁸ ⁸ ⁸ ─ ╖─ ╛ ⌐ ╦╢

₈ ─꜠ⱬꜟ₉⁸∕╣∙╣─ ⌐ ∂√꜠ⱬꜟ↔≤─ ╩

⌐⁸⅛≈ ⌐ ↕∑⁸ ─ ꜞ☻◒─ ⌐≈⌂⅜╡ ╢

╩ ⇔╕∆⁹ 

╕√⁸ ⌂ ≤⇔≡│⁸ ─ ⅜ ™ ⌐⅔↑╢ ─

₈ ₉≤⁸ ⌐ ↓╡≈≈№╢ ─ ⌐ ∆╢₈ ₉⁸

╛ ⅜ ∂≡⇔╕∫√ ⌐⅔↑╢₈ ₉─⁸∕╣∙╣─

⌐ ∂≡ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

図：NPO法人自殺対策支援センター「三階層自殺対策連動モデル」 
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Ệ 実践と啓発を両輪とした推進 

⌐ ™ ╕╣╢≤™℮ │₈ ⌐≢╙ ↓╡℮╢ ₉≢∆⅜⁸

⌐ ∫√ ─ ╛ ⅜ ↕╣⌐ↄ™ ⅜№╡⁸∕℮⇔√ ╛ ┼

─ ╩ ╘╢↓≤╙ ╘≡⁸ ⌐ ∫√ ⌐│ ⅛⌐ ╩ ╘╢↓≤

⅜ ≢№╢≤™℮↓≤⅜⁸ ─ ≤⌂╢╟℮⌐ ⌐

╩ ™╕∆⁹ 

≡─ ⅜⁸ ⌐™╢⅛╙⇔╣⌂™ ╩ ⅎ≡™╢ ─◘▬fi⌐ ↄ

≠⅝⁸ ─ ⌐≈⌂⅞⁸∕─ ╩ ↑⌂⅜╠ ∫≡™↑╢

╟℮⁸ ⁸ ─ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 

ệ 取組主体ごとの役割の明確化と連携・協働の推進 

₈ ╙ ⌐ ™ ╕╣╢↓≤─⌂™ ₉╩ ∆╢√╘⌐│⁸ ╩│∂

╘⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ─ ⅜ ה ⇔⁸ ≤⌂

∫≡ ╩ ⇔≡™ↄ ⅜№╡╕∆⁹ 

∕─√╘⁸∕╣∙╣⅜ √∆═⅝ ╩ ⁸ ⇔√ ≢⁸ ─

ה ─ ╖╩ ⇔╕∆⁹ 
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３ 計画の数値目標 

⌐⅔↑╢ ─ │⁸ ─ ─ ╕≢

↕∑╢↓≤╩ ⇔⁸ ₈ ₉⌐ ≠ↄ 5╩⁸

≢№╢ 2015 27 ─ 18.5 ≤ ═≡⁸10 ─ 2025 37 ⌐

│ 30 ↕∑⁸13.0 ⌐∆╢↓≤╩ ≤⇔≡™╕∆⁹ 

╕√⁸ │ 2019 31 ─ ╩ 2015 27 ─ 18.0

≤ ═≡ 13.3 ↕∑⁸15.6 ⌐∆╢↓≤╩ ≤⇔≡™╕∆⁹ 

≢│⁸ ≤ ─ ╩ ╕ⅎ⁸ ₈ ₉⌐ ≠ↄ

╩⁸ ⅜ ≤⇔√ 2015 27 ─ 15.5 ≤ ═≡⁸7 ─ 2022

34 ⌐│ 21 ↕∑⁸12.2 ⌐∆╢↓≤╩ ≤⇔╕∆⁹ 

 

年 
2015年 

平成27年 
 2022年 

(平成34年) 

自殺死亡率 15.5  12.2 

 

■参考：国・埼玉県・八潮市の目標値一覧 

年 
2015 

Ｈ27 

2019 

Ｈ31 

2022 

(Ｈ34) 

2025 

(Ｈ37) 

国 18.5   13.0 

埼玉県 18.0 15.6   

八潮市 15.5  12.2  

 

β ה ה ─ │⁸ ₈ ₉╩ ⌐   

                                        
5 自殺死亡率：人口 10 万人あたりの自殺者数のことです。（4 ページ参照） 
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４ 計画の体系 

─ │⁸ ─ ≤ ⌐ ≠ↄ≤≤╙⌐⁸ ⅜ ╘╢

₈ Ɽ♇◔⁸≡™⅔⌐₉6☺כ ≡─ ⅜ ⇔≡ ╡ ╗

═⅝≤↕╣≡™╢⁸5≈─₈ ₉≤⁸ ⌐⅔↑╢ ─ ┘ ╩

╕ⅎ≡╕≤╘√⁸3≈─₈ ₉≢ ↕╣≡™╕∆⁹ 

╕√⁸ 4 ⌐⁸ ≤ ⌐ ≠ↄ ─₈ ⌂ ₉╩

⇔≡™╕∆⁹ 

 

Ẽ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        
6 地域自殺対策政策パッケージ：地域特性を考慮したきめ細やかな対策を盛り込んだ地域の自殺対策計画

の策定に資するための手順書のことです。平成 28 年4 月に発足した自殺総合対策推進センターが、平

成 29 年7 月に閣議決定された新たな「自殺総合対策大綱」に基づき提供しています。 



第 3 章 計画の基本的な考え方 

34 

第
１
章 

第
２
章 

第
３
章 

第
４
章 

第
５
章 
資
料
編 

５ 施策の構成 

【基本施策】（目的別施策） 

│⁸ ⌐ ≠™≡⁸ ≡─ ⅜ ╩

∆╢⌐№√╡ ⅛∆↓≤─≢⅝⌂™ ⌂ ≤⌂╡╕∆⁹ 

 

（１）地域におけるネットワークの強化 

╩ ─ ≤ ⅎ⁸ ה ≤─ ╛Ⱡ♇♩꞉כ

◒─ ╩ ╡╕∆⁹ 

■事業の方向性■ 

① 行政と関係機関等とのネットワークの強化 

② 地域における多様な主体との連携 

 

（２）自殺対策を支える人材の育成 

⌂ ─ ─◘▬fi⌐ ≠⅝⁸ ╩7כⱤכ◐♩כ◕╢→⌂≈⌐

⇔╕∆⁹ 

■事業の方向性■ 

① 市職員を対象とする研修の実施 

② 一般市民を対象とする研修の実施 

③ 学校教育に関わる人材の育成 

 

 

 

  

                                        
7 ゲートキーパー：自殺のサインに気づき、適切な相談機関へつなげる「いのちの門番」のこと。 
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（３）市民への啓発と周知 

─ ╡ ╖╩ ↄ ⌐ ∆╢√╘⁸ ⅜ ╘╢

3 ╛ 9 10 16 ╩ ⌐⁸ ╩

⇔╕∆⁹ 

■事業の方向性■ 

① 相談窓口の周知と知識の普及 

② 市民向け講演会・イベント等の開催 

③ メディアを活用した啓発活動の推進 

 

（４）生きることの促進要因への支援 

│₈ ⅝╢↓≤─ ה ה ╛ ה╣

™∂╘╛ ₉╩ ╠⇔⁸₈ ⅝╢↓≤─ ה ≢

⅝╢ ה ₉╩ ╛∆ ╡ ╖≢∆⁹ 

⅝╢↓≤─ ╩ ╛∆ ⅛╠⁸ ≠ↄ╡⁸ ┼─

⁸ ↕╣√ ┼─ ⌐ ∆╢ ╩ ™╕∆⁹ 

■事業の方向性■ 

① 自殺リスクを抱える可能性のある方への支援 

② 妊娠・子育て中の方への支援 

③ 若年層への支援 

④ 自殺未遂者への支援 

⑤ うつ病等が疑われる病状の早期発見 

⑥ 遺された人への支援 

⑦ 自殺対策に資する居場所づくりの推進 

⑧ 支援者支援の推進 
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（５）いのちの大切さを伝える教育 

≢│⁸ ╛ ≤─ ⌐╟╡⁸ ⅜ ─ ↕╩ ≢⅝

╢ ╩ ⇔╕∆⁹ 

■事業の方向性■ 

① いのちの大切さを伝える教育 
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【重点施策】（対象別施策） 

│⁸ ≡─ ⅜ ╡ ╗═⅝≤↕╣╢ ╩ ⇔≈≈⁸

⌐⅔™≡ ⌐ ∆╢ ⌂ ⌐ ∆╢ ≤⌂╡╕∆⁹ 

⌐⅔↑╢ ⌐ ∆╢ ⌂ │⁸ 2 ─₈ ─ ─

≤ ₉╩ ╕ⅎ⁸₈ ₉⁸₈ ₉⁸₈ ה ╘ ₉≤⇔╕⇔√⁹

↓─↓≤⅛╠⁸ ≢│₈ ₉⁸₈ ₉⁸₈ ה ₉⌐ ╦╢

┼─ ╩ ⌐ ╘≡™⅝╕∆⁹ 

 

（１）高齢者への対策 

─ ╩ ⅎ⌂⅜╠╙⁸ ╠ ⌐ ↄ↓≤⅜ ≤╙⌐ ⌂

╩⁸ ⌐⅔™≡ ⌐ ⇔⁸ ⌐ ⇔≡™ↄ√╘⁸

≤ ⇔⁸ ⌐⌂∫≡╙ ≤≈⌂⅜╡─╙≡╢ ╩ ⇔╕∆⁹ 

■事業の方向性■ 

① 高齢者への「生きるための支援」の充実と啓発 

② 高齢者に対する相談支援 

③ 高齢者の健康づくり及び居場所づくりの促進 

 

（２）生活困窮者等への対策 

─ ╩ ⅎ⁸ ─ ⌐№╢ ⁸ ꜞ☻◒╩ ⅎ≡™╢

↓≤⅜ ⌂ↄ⌂™√╘⁸ ⅜ ⌂ ╩ ℮≤≤╙⌐⁸ ≤

⌐ ⇔ ╩ ™╕∆⁹ 

■事業の方向性■ 

① 生活困窮者等に対する相談支援 

② 生活困窮者等に対する環境支援 
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（３）勤務・経営への対策 

⌐ ╦╢ ⌐ ⇔≡│⁸ ╛ ≢─ ∞↑≢│⌂

ↄ⁸ ╛ ─ ⅜ ≢№╢↓≤⅛╠⁸ ⁸ ─

⌐ ≢⅝╢╟℮⁸ ≢─ ⁸ ╩ ה ⇔╕∆⁹ 

■事業の方向性■ 

① 勤務・経営問題に関する相談体制の強化 

② 市内事業所や労働者・家族に対する福祉の向上 

③ 市内事業所や労働者・家族に対する心身の健康づくりの普及啓発 

④ 労働問題の正しい知識の普及や意識啓発 
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１ 基本施策（目的別施策） 

（１）地域におけるネットワークの強化 

① 行政と関係機関等とのネットワークの強化 

≤ ≤─ ╩ ⇔⁸ ⌐⅔↑╢ ╩ ⅛≈

⌐ ⇔╕∆⁹ 

 事業・取組 取組内容 担当部署 

1 
(仮称)自殺対策

連絡協議会 

八潮市いのち支える自殺対策計画に基づき、計画の進

捗等を行う「(仮称)自殺対策連絡協議会」の運営を行

う。 

健康増進課 

2 
幼保認定こども園

小連絡協議会 

情報交換の場において、命に関する内容等を組み込み、

保護者への啓発のあり方等を協議する。 
指導課 

3 

小中一貫教育推

進部会における「こ

ころ部会」の運営 

各校から集まる代表教職員における部会において、自殺

防止や命の大切さを学ぶ授業について検討を行う。 

小中一貫教育

推進室 

4 
要保護児童対策

事業 

児童虐待の予防、早期発見及び早期対応のため、市や

学校をはじめ地域の関係機関が連携して情報の交換や

支援内容の協議を行う。 

子育て支援課 

  

② 地域における多様な主体との連携 

ה ⁸ ה ⁸ ⌐⅔↑╢ ⌂ ≤ ≤

─ ╩ ⇔⁸ ⌐⅔↑╢ ╩ ⅛≈ ⌐ ⇔╕∆⁹ 

 事業・取組 取組内容 担当部署 

1 
地域における多様

な主体との連携 

町会・自治会や民生委員・児童委員等と行政との連携

を強化し、自殺対策に関する情報の共有に努めます。 
関係各課 
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（２）自殺対策を支える人材の育成 

① 市職員を対象とする研修の実施 

─ ╩ כⱤכ◐♩כ◕⁸≡⇔≥ ╩ ⇔⁸ ╛

┼─≈⌂⅞ ⁸ ⌂ ╩ ≤∆╢ ─ ⌐ ╘╕∆⁹ 

 事業・取組 取組内容 担当部署 

1 
ゲートキーパー養

成講座 

自殺の危険を示すサインに気づき、適切な対応を可能と

するため、市職員を対象にしたゲートキーパー養成講座

を開催する。 

健康増進課 

2 
人材育成推進事

業 

市の幹部職員を対象として実施しているハラスメント防止

研修の項目の一つとして、自殺対策の追加を検討する。 
総務人事課 

3 
各相談員のスキル

アップ 

市の相談業務を行う相談員にゲートキーパー研修を受

講させ、スキルアップを図る。 
関係各課 

 

② 一般市民を対象とする研修の実施 

╩ כⱤכ◐♩כ◕≡⇔≥ ╩ ⇔⁸ ⌐ ∆╢

─ ™ ─ ⌐ ╘╕∆⁹ 

 事業・取組 取組内容 担当部署 

1 
ゲートキーパー養

成講座 

自殺の危険を示すサインに気づき、適切な対応を可能と

するため、市民を対象にしたゲートキーパー養成講座を

開催する。 

健康増進課 

2 

地域福祉サポータ

ー養成講座等へ

の支援 

社会福祉協議会が行う、地域福祉サポーター養成講座

（人材育成）等の講座の実施に向けた支援を行い、地

域での担い手を育成する。 

社会福祉課 
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③ 学校教育に関わる人材の育成 

╩ ⅎ√ ⌐ ⌂ ╩ ℮√╘⁸ ─ ╩ ⇔╕

∆⁹ 

 事業・取組 取組内容 担当部署 

1 
教職員の人材育

成 

生徒指導や教育相談、道徳などに長けた教員を各校に

配置し、児童生徒への適切な支援が行える教員の育成

を推進する。 

学務課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⁸│≥כⱤכ◐♩כ◕ ╪≢™╢ ⌐ ≠⅝⁸ ╩⅛↑⁸ ╩ ™≡⁸

⌂ ⌐≈⌂→⁸ ╢ ─↓≤≢∆⁹ 

─כⱤכ◐♩כ◕ │ ─ ≈⅜№╡╕∆⁹ 

ḱקּ ךּ וֹפּ ḭ וֹפּ  

        ︡ḭ וֹ  

︣ רּ       לּ ︣ 

ךּ        צּ ḭ︢ שּ  
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（３）市民への啓発と周知 

① 相談窓口の周知と知識の普及 

─ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ₁⌂ ╩ ∂⁸↓↓╤─ ╛

⌐ ∆╢ ⇔™ ─ ⌐ ╘╕∆⁹ 

 事業・取組 取組内容 担当部署 

1 
相談窓口シートの

作成・活用 

相談者の様々な悩みに対し、他分野の関係機関が連

携できるよう相談窓口の一覧（相談窓口シート）を作

成し、庁内窓口において活用する。 

健康増進課 

関係各課 

2 
相談先一覧の作

成 

障がいのある人やその家族のための市内相談先一覧の

パンフレットを作成し、周知を図る。 
障がい福祉課 

3 
青少年育成体制

づくり事業 

青少年の健全育成に関する啓発用リーフレット等の配布

を通じ、地域住民への情報の周知を図る 
社会教育課 

4 人権啓発事業 
人権標語ポスター等による啓発活動を展開し、市民の

人権意識の向上を図る。 

社会教育課 

人権・男女共

同参画課 

 

② 市民向け講演会・イベント等の開催 

⌐ ∆╢ ─ ╩ →╢√╘⁸ ─ ╛ ╩ ℮↓

≤≢⁸ ╛ ⌐ ∆╢ ╩⌂ↄ⇔≡™ↄ≤≤╙⌐⁸ ─ ╩

∆◘▬fi╛ ⌐≈™≡ ─ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 事業・取組 取組内容 担当部署 

1 こころの健康講座 

子育て中の保護者のこころの健康に焦点を当てた講座

や一般市民を対象とした、こころの健康に関する講座を

行う。 

健康増進課 

2 特集図書展示 
図書館の特集図書展示において、自殺予防をテーマとし

た展示を検討する。 
社会教育課 

3 人権講座 
市民一人ひとりの人権意識の高揚を図るため講座を開

催する。 
社会教育課 
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4 
各種イベントでの

周知・啓発 

各種イベントにおいて、自殺対策に関連する啓発活動を

行う。 
関係各課 

 

③ メディアを活用した啓発活動の推進 

⌐ ∆╢ ╩ →╢√╘⌐⁸ ╛ⱱכⱶⱭ⁸840☺כ ⱷכ

ꜟ ╩ ⇔√ ╩ ™╕∆⁹ 

╕√⁸ ⌐ ∆╢ ⇔™ ╛ ─ ╩ ╡╕∆⁹ 

 事業・取組 取組内容 担当部署 

1 
メディアを活用した

啓発活動 

自殺予防週間等や各種啓発活動について、広報紙や

ホームページ、840メールを利用し周知する。 
健康増進課 
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（４）生きることの促進要因への支援 

① 自殺リスクを抱える可能性のある方への支援 

≤ ─ ™ ₁⌂ ⌐⅔™≡ ╩ ℮≤≤╙⌐⁸ ⌐

∂≡ ⌂ ╛ ╩ ⇔⁸ ⅝╢ ⌐≈⌂→╕∆⁹ 

 事業・取組 取組内容 担当部署 

1 こころの健康相談 
心の悩みを持つ者等に対し、精神科医による個別相談

を実施する。 
健康増進課 

2 
精神保健相談・

訪問指導 

精神保健指導が必要と認められる者及びその家族等に

対して、保健師が電話や面談、訪問し、必要な助言を

行う。 

健康増進課 

3 DV相談 
DV被害（配偶者からの暴力）について、電話や面談

による相談を実施する。 

人権・男女共

同参画課 

4 女性相談 女性が抱える様々な悩みについて、相談を実施する。 
人権・男女共

同参画課 

5 人権相談 
プライバシーの侵害など基本的人権について、相談を実

施する。 

人権・男女共

同参画課 

6 
地域活動支援セ

ンターの活用 

地域活動支援センターの相談支援事業を実施するととも

に、必要に応じて他の相談機関等につなげる。 
障がい福祉課 

7 
障がい者福祉施

設の運営 

利用者及びその家族の状況把握に努め、必要に応じて

他の相談機関等につなげる。 
障がい福祉課 

8 
障がい者就労支

援 

対象者の状況把握に努め、必要に応じて他の相談機関

等につなげる。 
障がい福祉課 

9 
障がい福祉サービ

ス給付事業 

障がい者サービスの申請手続きに際し、対象者及びその

家族の状況把握に努め、必要に応じて他の相談機関等

につなげる。 

障がい福祉課 

10 消費生活相談 

悪質商法や契約トラブル、多重債務問題を解決するた

め、市民からの相談を受け、助言やあっせんを行うととも

に、必要に応じて他の相談機関等につなげる。 

商工観光課 

11 内職相談 
内職の求人、求職のあっせん、および相談を受けるととも

に、必要に応じて他の相談機関等につなげる。 
商工観光課 
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12 納税相談 

納税相談に訪れた市民に対し、必要な相談窓口を案内

する。生活面で深刻な問題を抱え、困難な状況にある

方を支援につなげる。 

納税課 

13 法律相談 
法律上の諸問題についての相談を受けるとともに、必要

に応じて他の相談機関等につなげる。 
秘書広報課 

14 くらしの相談 

日常生活の問題や国・県・市の行政サービスについての

相談を受けるとともに、必要に応じて他の相談機関等に

つなげる。 

秘書広報課 

15 
災害見舞金の支

給 

災害によって被害を受けた者に対し、見舞金を支給し、

生活を支援する。 
社会福祉課 

 

 

② 妊娠・子育て中の方への支援 

₁⌂ ╖╩ ⅎ╛∆™ ⁸ ≡ ─ ┼ ╩ ℮≤≤╙⌐⁸

⌐ ∂≡ ⌂ ╛ ╩ ∆╢↓≤≢⁸ ⅝╢ ⌐≈⌂→╕

∆⁹ 

 事業・取組 取組内容 担当部署 

1 
にじいろ子育て相

談室 

妊娠期から子育て期まで切れ目なく支援する仕組み「子

育て世代包括支援センター」の一環である、にじいろ子

育て相談室において、専任の専門職が妊娠・出産・子育

てに関する様々な相談に応じ、アドバイスを行う。 

健康増進課 

2 出産前の支援 
パパ・ママ学級やプレママサロン等を開催し、妊娠中の不

安や悩みを軽減する。 
健康増進課 

3 

乳幼児期における

健診・相談・訪問

指導 

乳幼児の健診や相談、訪問指導を通じて、乳幼児の心

身の発達を促すとともに、保護者の育児不安の軽減、虐

待の予防や早期発見に努める。 

健康増進課 

4 すこやか相談 
健診や相談等において、発育発達の経過観察が必要と

思われる乳幼児やその保護者に対し、相談を実施する。 
健康増進課 

5 ママのこころの相談 

乳幼児の健診や相談等において、育児不安や子どもの

発達に不安を持つ母親（保護者）に対し、臨床心理

士による相談を実施し必要な助言を行う。 

健康増進課 
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6 
ホームスタート事

業 

孤立した状況にある家庭や子育てに不安や悩みを抱え

た家庭に、心の安定や自信を取り戻して、地域へ踏み出

すきっかけづくりを支援するため、研修を受けたボランティア

が訪問し、相談、傾聴、育児・家事支援を一緒に行う。 

子育て支援課 

7 
地域子育て支援

拠点事業 

概ね３歳未満の児童とその保護者の交流の場の提供と

交流の促進、子育てに関する相談・子育て情報の提

供、子育て支援に関する講習会等を行う。 

子育て支援課 

8 利用者支援事業 

幼稚園・保育所等の教育・保育施設や子育てひろばな

どの地域の子育て支援事業を円滑に利用できるよう、利

用者の個別ニーズを把握して、それに基づいて情報の集

約・提供、相談や支援の紹介を行うとともに、関係機関

との連絡調整を行う。 

子育て支援課 

9 児童館運営事業 

児童の健康を増進し、情操を豊かにすることを目的とし

て、主に乳幼児から小学校低学年の児童を対象に、健

全な遊びの指導や相談を行う。 

子育て支援課 

10 
こども医療費支給

事業 

中学校修了までの子どもに係る医療費を支給する際、

必要に応じて他の相談機関等につなげる。 
子育て支援課 

11 
児童手当支給事

業 

中学校修了までの子どもを養育している者に児童手当を

支給する際、必要に応じて他の相談機関等につなげる。 
子育て支援課 

12 

ひとり親家庭等医

療費支給、児童

扶養手当支給 

父母が婚姻を解消した等による、ひとり親家庭等に対し、

経済的な支援を行うため、医療費や手当を支給する

際、必要に応じて他の相談機関等につなげる。 

子育て支援課 

13 
自立支援給付金

支給 

父母が婚姻を解消した等による、ひとり親家庭等に対し、

生活の安定を図るため、自立･就業のための支援を行う

際、必要に応じて他の相談機関等につなげる。 

子育て支援課 

14 
家庭児童相談室

運営事業 

家庭における適正な児童養育や児童福祉の向上を図る

ため、家庭児童相談員が、電話や面接等により、１８

歳未満の子どもを養育している保護者を対象に、しつけ

や養育問題（性格、情緒、生活習慣、非行問題、幼

稚園や学校の問題、言葉の遅れ）や家族間の問題等

について相談を受け、助言や専門機関の紹介等を行う。 

子育て支援課 
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15 
心身障がい児訓

練事業 

心身の発達にさまざまなつまずきを持つ児童と家族に対

し、日常生活に必要な基本動作の訓練、指導を行う。

（嘱託医、心理判定員、言語聴覚士、理学療法士、

作業療法士） 

保育課 

16 学童保育事業 

学童保育を通じ、指導員が保護者や家庭環境の状況

把握に努めるとともに、保護者から子育ての悩みを聞く機

会等を捉え、必要に応じて他の相談機関等につなげる。 

保育課 

17 
障がい児通所給

付事業 

障がい児サービスの申請手続きに際し、対象者及びその

家族の状況把握に努め、必要に応じて他の相談機関等

につなげる。 

障がい福祉課 

18 教育相談 

教育相談所において、児童・生徒の言動やいじめ・不登

校に関することなど教育についての相談を受けるとともに、

必要に応じて他の相談機関等につなげる。 

指導課 

 

③ 若年層への支援 

⅜ ⅎ╢ ⌐ ⇔⁸ ─ ╛ ─ ╩ ⇔╕

∆⁹ 

 事業・取組 取組内容 担当部署 

1 若者就労支援 

働くことに悩みを抱えている15～39歳の若者に対し、就

労支援を行う「地域若者サポートステーション」を周知す

る。 

商工観光課 

2 
こころの健康相談 

【再掲】 

心の悩みを持つ者等に対し、精神科医による個別相談

を実施する。 
健康増進課 

3 

相談窓口シートの

作成・活用 

【再掲】 

相談者の様々な悩みに対し、他分野の関係機関が連

携できるよう相談窓口の一覧（相談窓口シート）を作

成し、庁内窓口で活用する。 

健康増進課 

関係各課 
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④ 自殺未遂者への支援 

₈ ⌐⅔↑╢ ─ ₉⌐╟╢≤⁸ ─ 2 ⌐

⅜№╢≤ ↕╣≡™╢↓≤⅛╠⁸ ─ ╩ ←√╘⁸

─ ₁⌂ ⌐ ≢⅝╢╟℮⁸ ≤─ ⌐ ╘╕∆⁹ 

 事業・取組 取組内容 担当部署 

1 
こころの健康相談 

【再掲】 

心の悩みを持つ者等に対し、精神科医による個別相談

を実施する。 
健康増進課 

2 

相談窓口シートの

作成・活用 

【再掲】 

相談者の様々な悩みに対し、他分野の関係機関が連

携できるよう相談窓口の一覧（相談窓口シート）を作

成し、庁内窓口で活用する。 

健康増進課 

関係各課 

 

⑤ うつ病等が疑われる病状の早期発見 

≢ ⇔≡™╢ ─ ≢℮≈ ⅜ ╦╣╢ ─ ⌐

╘╕∆⁹ 

 事業・取組 取組内容 担当部署 

1 
産後うつ病の早期

発見 

産後うつ病の早期発見を目的とし、保健師・助産師が

産婦訪問時に EPDS（エジンバラ産後うつ病質問紙

票）8を実施する。 

健康増進課 

2 
自分を知るコーナ

ーの活用 

保健センターロビーにある「自分を知るコーナー」において、

ストレスチェックの機器やうつ病チェック等の資料を常設

し、自分の心の状態に気づくための情報提供を行う。 

健康増進課 

 

 

 

 

 

 

                                        
8 EPDS（エジンバラ産後うつ病質問紙）とは、世界の多くの国で使用されている質問形式であり、今の

うつ状態を判断するチェックテストです。合計得点が 9 点以上の時は、うつ状態のシグナルが出ている

と考えられます。 
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⑥ 遺された人への支援 

└≤╡─ │ ─ ⌐╙ ⌂ ╩ ⅎ╢↓≤⅛╠⁸ ↕╣√ ┼

─ ⌐ ╘╕∆⁹ 

 事業・取組 取組内容 担当部署 

1 
こころの健康相談 

【再掲】 

心の悩みを持つ者等に対し、精神科医による個別相談

を実施する。 
健康増進課 

2 

相談窓口シートの

作成・活用 

【再掲】 

相談者の様々な悩みに対し、他分野の関係機関が連

携できるよう相談窓口の一覧（相談窓口シート）を作

成し、庁内窓口で活用する。 

健康増進課 

関係各課 

 

⑦ 自殺対策に資する居場所づくりの推進 

⅝≠╠↕╛ ─ꜞ☻◒╩ ⅎ√ ⅜⁸ ⌐ ─ ╩ ≈

↑╠╣╢╟℮⁸ ⌐ ∫√ ─ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 事業・取組 取組内容 担当部署 

1 

地域子育て支援

拠点事業 

【再掲】 

概ね３歳未満の児童とその保護者の交流の場の提供と

交流の促進、子育てに関する相談・子育て情報の提

供、子育て支援に関する講習会等を行う。 

子育て支援課 

2 
地域活動支援セ

ンターの活用 
障がいのある人に、相談・交流・いこいの場を提供する。 障がい福祉課 

3 
老人福祉センター

事業 

高齢者の健康の増進、教養の向上及びレクリエーション

などの機会を提供する。 

また、老人福祉センターで健康相談を実施し、必要に応

じて他の相談機関につなげる。 

長寿介護課 

4 
高齢者ふれあいの

家支援事業 

市内において空家等を活用し、地域で高齢者が気軽に

集い、世代間交流等ができる憩いの場の開設・運営を

支援する。 

長寿介護課 
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⑧ 支援者支援の推進 

╖╩ ⅎ╢ ∞↑≢⌂ↄ⁸ ⅜ ⇔⌂™╟℮ ╩ ⇔

╕∆⁹ 

 事業・取組 取組内容 担当部署 

1 家族講座の実施 

精神に障がいのある人の家族や支援者等に、精神疾患

の正しい理解や対応方法についての理解を深めるととも

に、家族同士の情報の共有を図ることで安心した生活が

送れるよう講座を実施する。 

障がい福祉課 

2 

教職員の人材育

成 

【再掲】 

生徒指導や教育相談、道徳などに長けた教員を各校に

配置し、児童生徒への適切な支援が行える教員の育成

を推進する。 

学務課 

3 
教職員の健康づく

り支援 

教職員を対象にストレスチェックの簡易検査を行い、高ス

トレス判定者のうちの希望者に対し、医師による面談を

行う。 

学務課 

4 
市職員の健康づく

り支援 

住民からの相談に応じる職員の心身面の健康の維持増

進を図る。 
総務人事課 
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（５）いのちの大切さを伝える教育 

① いのちの大切さを伝える教育 

⅜₈⅛↑⅜ⅎ─⌂™ ₉≤⇔≡⁸ ╩ ╘⁸≤╙⌐

⇔№™⌂⅜╠ ⅝≡™ↄ↓≤⌐≈™≡ ⅎ⁸ ╛☻♩꜠☻⌐ ⇔√

⌐⁸ ≢⅝╢ ⌐ ↑─ ╩№→╠╣╢↓≤╩ ⇔╕∆⁹ 

 事業・取組 取組内容 担当部署 

1 いのちの授業 
「いのちの大切さ」に関する授業を小学生及び中学生を

対象に実施する。 
社会教育課 

2 
不登校特別対策

委員会の開催 

不登校状態にある児童生徒に対して、いじめによる自殺

が発生しないように、学校に行くことだけが正しいわけでは

ないことや、一番大事なのが命であることなどを面談などで

継続的に伝える必要性について、年３回の会議の中で

取りあげる。 

指導課 
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２ 重点施策（対象別施策） 

（１）高齢者への対策 

① 高齢者への「生きるための支援」の充実と啓発 

⅜ ⇔≡ ╩ ╗√╘⁸ ╛∕─ ⌐ ∆╢ ⌐

╘╕∆⁹ 

 事業・取組 取組内容 担当部署 

1 
高齢者在宅福祉

サービス事業 

在宅の要援護高齢者及びその家族等に対して各種サー

ビスを総合的に提供し、これらの者の自立促進及び生活

の質の確保並びにその家族の身体的・精神的及び経済

的な負担の軽減を図る。 

長寿介護課 

2 
介護保険運営事

業 

介護保険制度の適正な利用の中で、相談等を通し、要

介護者等やその家族が、安心して日常生活を営むため

の支援を行う。 

また、地域ケア会議では、高齢者が在宅生活を続けてい

く上での課題を整理、検証し、自立した尊厳ある生活を

営むことができるよう支援を行う。 

長寿介護課 

3 まごころ収集 

自らごみ集積所へごみを持ち出すことが困難で、かつ、身

近な人の協力を得ることが困難な世帯に対し週１回訪

問し、ごみを収集する。また、ごみが出ていない場合は、

安否確認を行い、応答がないときは、緊急連絡先に連

絡する。 

環境リサイクル

課 
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② 高齢者に対する相談支援 

₁⌂ ╩ ⌐ ⅎ╛∆™ ⌐ ⇔⁸ ⌐ ∂╢ ─ ה

╩ ╢≤≤╙⌐⁸ ⌐ ∂╢ ⅜ ⌐ ∂≡ ⌐≈⌂←↓≤

⅜≢⅝╢╟℮⁸ ─כⱤכ◐♩כ◕╢↑⅔⌐ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 事業・取組 取組内容 担当部署 

1 
地域包括ケアシス

テムの推進 

地域包括支援センターにおいて、高齢者への総合的な

相談に応じる。 

また、相談に対応する、地域包括支援センター職員がゲ

ートキーパー研修を受講について検討する。 

長寿介護課 

2 

オレンジカフェ（認

知症カフェ）の開

催 

認知症支援推進員の配置と認知症に関する悩みについ

て相談できるオレンジカフェを開催する。 
長寿介護課 

 

③ 高齢者の健康づくり及び居場所づくりの促進 

─ ≤⇔≡ ╙ ™ ⅜ ⌐ ╣╛∆ↄ⌂╢ ⌐ ⇔⁸

≠ↄ╡╛ ╩ ←√╘─ ≠ↄ╡╩ ∆╢ ─ ⌐ ╘╕

∆⁹ 

 事業・取組 取組内容 担当部署 

1 八潮いこい体操 

町会・自治会公民館等で、地域の仲間と楽しく運動する

ことで、転倒予防や閉じこもり防止につなげ、健康に関す

る自己管理意識を高めるために開催する。 

健康増進課 

長寿介護課 

2 介護予防教室 
仲間と楽しく健康づくりを行い、介護予防の充実を目指

すため体操教室等を開催する。 
長寿介護課 

3 

老人福祉センター

事業 

【再掲】 

高齢者の健康の増進、教養の向上及びレクリエーション

などの機会を提供する。 

また、老人福祉センターで健康相談を実施し、必要に応

じて他の相談機関につなげる。 

長寿介護課 

4 

高齢者ふれあいの

家支援事業 

【再掲】 

市内において空家等を活用し、地域で高齢者が気軽に

集い、世代間交流等ができる憩いの場の開設・運営を

支援する。 

長寿介護課 
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（２）生活困窮者等への対策 

① 生活困窮者等に対する相談支援 

⌐ ╢ ─ ─ ⌐№╢ ─ ⁸╕√

⌐ ╢ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 事業・取組 取組内容 担当部署 

1 

生活困窮者自立

相談支援事業、

就労準備支援事

業、家計相談支

援事業(家計改

善支援事業) 

生活困窮者の相談に応じ、自立に向けた助言や住居確

保給付金の支給、就労支援、家計管理の支援などを実

施する。 

社会福祉課 

2 
生活保護に係る

相談等 

生活保護に係る相談や申請の受付、保護開始後の生

活の援助を行う。 
社会福祉課 

 

② 生活困窮者等に対する環境支援 

₁⌂ ╩ ⅎ⁸ ─ ⌐№╢ ⌐ ⇔⁸ ╛ ─ ╩

⇔⁸ ⇔╛∆™ ─ ⌐ ╘╕∆⁹ 

 事業・取組 取組内容 担当部署 

1 就職支援セミナー 
ハローワーク草加と連携し、就職支援セミナー及び就職

面接会を開催する。 
商工観光課 

2 
入学準備金・教

育資金貸付事業 

経済的な理由により入学金、授業料その他の修学に要

する費用の資金が調達困難な奨学生または保護者と児

童・生徒の保護者に対しての貸付を行い、等しく教育を

受ける機会を与え、有用な人材を育成する。 

教育総務課 

3 

要保護・準要保

護児童生徒学用

品費等援助費 

経済的な理由により就学困難な小・中学生の保護者に

対して、学用品費等の必要な費用を援助する。 
教育総務課 
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（３）勤務・経営への対策 

① 勤務・経営問題に関する相談体制の強化 

─ ╛ ┼─ ─ ╩ ∂≡⁸ ╛ ─

⌐ ╘⁸ ⌐ ∂≡ ⌂ ╛ ⌐≈⌂⅞╕∆⁹ 

 事業・取組 取組内容 担当部署 

1 
中小企業向け制

度融資事業 

市内中小企業の経営の安定を資金面から支援するた

め、「小口資金融資」、「商工業近代化資金融資」、「不

況対策融資」の融資あっせんを行い、利用者の状況把

握に努め、必要に応じて他の相談機関につなげる。 

商工観光課 

2 
工場移転資金利

子補助金 

市内の継続的な操業を支援するため、市内土地区画整

理事業区域、都市計画道路区域または住居系用途地

域にある工場を有する中小企業者が、適合用途地域へ

移転のために借り受けた対象の資金にかかる利子の一部

の補助を行い、相談者の状況把握に努め、必要に応じ

て他の相談機関につなげる。 

商工観光課 

3 
新規創業資金融

資利子補給金 

市内での新規創業者を支援するため、市内で新たに事

業を起すために借り受けた対象の資金に対する利子の補

助を行い、相談者の状況把握に努め、必要に応じて他

の相談機関につなげる。 

商工観光課 

4 
労働団体事業補

助金 

労働者の地位の向上を図るために組織された労働団体

が行う事業に対し、補助金を交付し、相談者の状況把

握に努め、必要に応じて他の相談機関につなげる。 

商工観光課 
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② 市内事業所や労働者・家族に対する福祉の向上 

╛ ⌐ ⇔ ╩ ℮↓≤≢⁸ ╛ ה ─

─ ⁸ ─ ╩ ⇔╕∆⁹ 

 事業・取組 取組内容 担当部署 

1 
労働団体事業補

助金 

労働団体が行う保健活動事業の安定を図り、もって労

働者の福祉の向上を目的とし、保健活動事業に対し、

補助金を交付する。 

商工観光課 

2 
中小企業退職金

共済掛金補助金 

市内中小企業に働く従業員の福祉の増進と雇用の安

定を図るため、新しく退職金共済に加入した事業者に対

し、補助金を交付する。 

商工観光課 

 

③ 市内事業所や労働者・家族に対する心身の健康づくりの普及啓発 

╛ ─ ─ ─ ╛ ─ ≠ↄ╡⌐≈™

≡ ╩ ╡╕∆⁹ 

 事業・取組 取組内容 担当部署 

1 
ワークライフバランス

の推進 

市内事業所に対して、ワークライフバランスについて周知

し、ワークライフバランスの推進を図る。 

人権・男女共

同参画課 

2 
各種健診の受診

勧奨 

勤労者の健康づくりの一環として特定健診やがん検診等

の受診勧奨を行います。 

健康増進課 

国保年金課 

 

④ 労働問題の正しい知識の普及や意識啓発 

─ ⌐ ⇔√ ─ ⌐≈⌂⅜╢⁸ ─ ⇔™ ─

⌐ ╘╕∆⁹ 

 事業・取組 取組内容 担当部署 

1 労働セミナー 
労働問題に関する正しい知識の普及や意識啓発を図

る。 
商工観光課 

 

 



 

59 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

60 

 

 

 

 

 



第５章 計画の推進 

 

61 

第
１
章 

第
２
章 

第
３
章 

第
４
章 

第
５
章 

資
料
編 

１ 計画の周知 

╩ ⇔≡™ↄ√╘⌐⁸ └≤╡⅜ ┼─ ╩

⇔⁸ ╩ ⅎ╢╟℮⁸ ⱱכⱶⱭכ☺⌂≥ ⌂ ╩ ⇔⁸ ─

┼─ ╩ ™╕∆⁹ 

 

２ 計画の推進体制 

╩ ∆╢√╘⁸( ) ╩ ⇔≡⁸ ⌐⅔↑╢

⌂ ╩ ⇔╕∆⁹ 

╕√⁸ ╛ ≤─ ╛ ╩ ⇔⁸ ─ ⌐ ╘

╕∆⁹ 

 

３ 計画の進捗管理 

◘▬◒ꜟ9╩ ∂≡⁸ ─ ╛ ─ ╩ ⇔⁸ ─

╛ ה ─ ╩ ╕ⅎ≈≈⁸ ─ ╩ ╘╢√╘⁸ ⌐ ∂≡

─ ⌐ ╘╕∆⁹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        
9 PDCA サイクル：①業務の計画（plan）を立て、②計画に基づいて業務を実行（do）し、③実行した

業務を評価（check）し、④改善（act）が必要な部分はないか検討し、次の計画策定に役立てるこ

と。 
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１ 計画策定の経過 

実施時期 内容 

平成30年 6月 25日 
第1回八潮市ふれあい福祉のまちづくり推進本部 

・（仮称）八潮市自殺対策計画について 

 6月 29日 
第1回八潮市自殺対策計画検討専門部会 

・（仮称）八潮市自殺対策計画について 

 7月  4日 
第1回健康と福祉のまちづくり推進協議会 

・（仮称）八潮市自殺対策計画の概要について 

 8月 22日 

第2回八潮市自殺対策計画検討専門部会 

・（仮称）八潮市自殺対策計画 骨子(案)について 

・対象事業の調査方法について 

 10月 26日 
第3回八潮市自殺対策計画検討専門部会 

・八潮市いのち支える自殺対策計画(案)について 

 11月  7日 
第2回健康と福祉のまちづくり推進協議会 

・八潮市いのち支える自殺対策計画（素案）について 

 11月 15日 
第2回八潮市ふれあい福祉のまちづくり推進本部 

・八潮市いのち支える自殺対策計画（素案）について 

 11月 30日 議会説明 

平成31年 

12月 10日 

   ～ 

1月 14日 

パブリックコメントの実施 

 1月 29日 

第4回八潮市自殺対策計画検討専門部会 

・八潮市いのち支える自殺対策計画（案）に対するパブリックコ

メントにおける意見・回答について 

 2月 13日 

第3回健康と福祉のまちづくり推進協議会 

・八潮市いのち支える自殺対策計画（案）に対するパブリックコ

メントにおける意見・回答について 

 2月 21日 

第173回八潮市経営戦略会議 

・「八潮市いのち支える自殺対策計画(案)」のパブリックコメント

の結果について 

 3月  4日 
第567回八潮市庁議 

・八潮市いのち支える自殺対策計画(案)について 
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２ 八潮市健康と福祉のまちづくり推進協議会 

昭和５７年４月１日 

規則第１８号 

八潮市健康と福祉のまちづくり推進協議会規則 

 

 ↓─ │⁸

─ ⌐ ≠⅝⁸ ≤ ─╕∟≠ↄ╡ ₈ ₉

≤™℮⁹ ⌐≈™≡ ⌂ ╩ ╘╢╙─≤∆╢⁹ 

 

 │⁸ ╩╙∫≡ ∆╢⁹ 

 

 ─ │⁸ ⌐ →╢ ─℮∟⅛╠⁸ ⅜ ∆╢⁹ 

 ╩ ∆╢  

 │  

 ╩ ∆╢  

 ⁸ ⁸ ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢  

 ╩ ∆╢  

 ∕─ ⅜ ≤ ╘╢  

─  

 ─ │⁸ ≤∆╢⁹√∞⇔⁸ ─ │⁸ ─

≤∆╢⁹ 

┘  

 ⌐⁸ ┘ ╩ ↄ⁹ 

 ┘ │⁸ ─ ⌐╟╢⁹ 

 │⁸ ╩ ⇔⁸ ╩ ∆╢⁹ 

 │⁸ ╩ ⇔⁸ ⌐ ⅜№╢≤⅝│⁸∕─ ╩ ∆╢⁹ 

 

 ─ │⁸ ⅜ ⇔⁸ │⁸∕─ ≤⌂╢⁹ 

 │⁸ ─ ⅜ ⇔⌂↑╣┌ ↄ↓≤⅜≢⅝⌂™⁹ 

 │⁸ ─ ≢ ⇔⁸ ─≤⅝│⁸ ─ ∆╢≤↓╤

⌐╟╢⁹ 

─  

 │⁸ ⅜№╢≤⅝│⁸ ─ ╩ ╘≡⁸ ╩ ↄ↓≤

⅜≢⅝╢⁹ 
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 ─ │⁸ ☻ⱳכ♠ ⌐⅔™≡ ∆╢⁹ 

 

 ↓─ ⌐ ╘╢╙──╒⅛⁸ ─ ⌐ ⇔ ⌂ │⁸

⅜ ⌐ ∫≡ ╘╢⁹ 
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八潮市健康と福祉のまちづくり推進協議会委員名簿   ◎会長 ○副会長 

所  属 氏  名 

草加八潮医師会 

江口 武夫 

◎古家 真一 

八潮市歯科医師会 沼尾 尚也 

八潮市民生委員・児童委員協議会 金杉 光子 

八潮市社会福祉協議会 宇田川 光輝 

八潮市町会自治会連合会 ○大久保 龍雄 

八潮市薬剤師会 村木 雅美 

八潮市スポーツ推進委員協議会 細谷 清貴 

八潮市食生活改善推進会 北嶋 初江 

八潮市母子愛育会 五十嵐 昌子 

知識経験者 

（埼玉県草加保健所） 
佐藤 夕子 

（順不同・敬称略） 
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３ 八潮市ふれあい福祉のまちづくり推進本部 

八潮市ふれあい福祉のまちづくり推進本部設置要綱 

  

 ≤ ⁸ ≤ ─┤╣№™╩ ⌐⇔⁸ ⌐ ╠∑╢ ─

╕∟≠ↄ╡╩ ∆╢√╘⁸ ┤╣№™ ─╕∟≠ↄ╡

₈ ₉≤™℮⁹ ╩ ∆╢⁹ 

  

 │⁸ ─ ╩ ℮⁹ 

  ─╕∟≠ↄ╡≤⇔≡⁸ ∆═⅝ ⌐ ╢ ─ ⌐

∆╢↓≤⁹ 

  ─╕∟≠ↄ╡─ ⌂ ⌐ ∆╢↓≤⁹ 

  

 │⁸ ⁸ ┘ ╩╙∫≡ ∆╢⁹ 

 │⁸ ╩╙∫≡ ≡⁸ │⁸ ┘ ≡

╩╙∫≡ ≡╢⁹ 

 │⁸ ─ ⁸ ⁸ ⁸ ┘

⌐№╢ ╩╙∫≡ ≡╢⁹ 

┘ ⌐ ∆╢  

 │ ⌐ ∂≡ ⌐ ∆╢╙─≤∆╢⁹ 

 │⁸ ╩ ╢√╘ ⅜№╢≤ ╘╢≤⅝│⁸ ┘

─ ⌐ ╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

 ┤╣№™  

 ─╕∟≠ↄ╡⌐ ∆╢ ─ ╩ ╡⁸┤╣№™ ∕

─ ─ ╩ ℮√╘⁸┤╣№™ ╩ ↄ⁹ 

 ┤╣№™  

 ─ ╩ ℮√╘⁸┤╣№™ ╩ ↄ⁹ 

  ⌐⅔↑╢ ─ ⌐ ∆╢↓≤⁹ 

  ⌐⅔↑╢ ≤─ ⌐ ∆╢↓≤⁹ 

  ─╕∟≠ↄ╡⌐ ⇔⁸ ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

  

 │⁸ ⅜№╢≤ ╘╢≤⅝│⁸ ╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝

╢⁹ 

  

 ─ │⁸ ⅜ ⇔⁸ ∆╢⁹ 



資料編 

 

70 

第
１
章 

第
２
章 

第
３
章 

第
４
章 

第
５
章 
資
料
編 

 ─ │⁸ ╩ ⇔⁸ ⌐ №╢≤⅝⁸ │ ↑

√≤⅝│⁸∕─ ╩ ∆╢⁹ 

  

 ─ │⁸ ─ ∆╢ ─№╢≤⅝│

⌐⅔™≡⁸ ≡ ─ ∆╢ ─№╢≤⅝│ ≡

≡ ⌐⅔™≡ ∆╢⁹ 

 ∕─  

 ↓─ ⌐ ╘╢╙──╒⅛⁸ ⌐ ⇔ ⌂ │⁸

⅜ ⌐ ╘╢⁹ 
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八潮市ふれあい福祉のまちづくり推進本部構成員名簿 

№ 区  分 職  名 氏  名 

1 本 部 長 副市長 宇田川 浩司 

2 副本部長 健康福祉部長 鈴木 圭介 

3 副本部長 子育て福祉部長 遠藤 忠義 

4 本 部 員 企画財政部長 前田 秀明 

5 本 部 員 企画財政部理事 柳澤 徹 

6 本 部 員 総務部長 會田 喜一郎 

7 本 部 員 生活安全部長 武内 清和 

8 本 部 員 市民活力推進部長 戸澤 章人 

9 本 部 員 建設部長 荒川 俊 

10  本 部 員 都市デザイン部長 中村 史朗 

11  本 部 員 会計管理者 佐々木 千秋 

12  本 部 員 水道部長 大山 敏 

13  本 部 員 議会事務局長 峯岸 恒元 

14  本 部 員 監査委員事務局長 古庄 真理子 

15  本 部 員 教育総務部長 香山 庸子 

16  本 部 員 学校教育部長 井上 正人 
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４ 八潮市自殺対策計画検討専門部会 

八潮市自殺対策計画検討専門部会設置要領 

  

 ┤╣№™ ─╕∟≠ↄ╡ ─ ⌐

≠⅝⁸ ₈ ₉≤™℮⁹ ╩

∆╢⁹ 

  

 │⁸ ⌐ ∆╢ ⌐≈™≡ ┘ ╩ ™⁸↓╣

╩ ┤╣№™ ─ ⌐ ∆╢⁹ 

  

 │⁸ ⁸ ┘ ╩╙∫≡ ∆╢⁹ 

 │ ╩╙∫≡ ≡⁸ │⁸ ⅜ ∆╢

╩╙∫≡ ≡╢⁹ 

 │⁸ ─ ╩ ⇔⁸ ╩ ∆╢⁹ 

 │⁸ ╩ ⇔⁸ ⌐ ⅜№╢≤⅝ │ ↑√≤⅝│⁸

∕─ ╩ ∆╢⁹ 

 │⁸ ⌐ →╢ ─ ╩╙∫≡ ≡╢⁹ 

  

 ─ │⁸ ⅜ ⇔⁸ │∕─ ≤⌂╢⁹ 

 │⁸∕─ ╩ ∆╢√╘ ⅜№╢≤ ╘╢≤⅝│⁸

⌐ ⇔⁸ ─ ⁸ ─ ⁸ ∕─ ⌂ ╩ ╘╢↓≤⅜≢⅝

╢⁹ 

 

 ─ │⁸ ≤⇔≡ ↕╣√ ⅛╠ ↕╣√ ─ ∆

╢ ─ ─ ╕≢≤∆╢⁹√∞⇔⁸ ⌐╟╢ ─ │⁸

─ ≤∆╢⁹ 

  

 ─ │⁸ ⌐⅔™≡ ∆╢⁹ 
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八潮市自殺対策計画検討専門部会構成員名簿 

役  名 職  名 氏  名 

部会長 健康福祉部副部長 津村 哲郎 

副部会長 健康増進課長 大出 久美子 

部会員 政策担当主幹 保坂 航平 

人権・男女共同参画課長 倉林 昌也 

総務人事課長 佐藤 康弘 

総務部副部長兼納税課長 荒浪 淳 

社会福祉課長 鈴木 浩 

長寿介護課長 神原 淳一 

子育て支援課長 千葉 靖志 

障がい福祉課長 萩野 範之 

商工観光課長 山内 修 

指導課長兼小中一貫教育推進室長 猪原 誠一 
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５ 自殺対策基本法 

 （平成18年法律第85号） 

 最終改正：平成28年法律11号 

ԁ   

ˢ ˣ 

ԁ  άχ ψʺự ʺᵈΥ⁯τΣΜοꜛ╙τϢϥ♂

יּ Υ‰Μ π ӱΰοΜϥ ệτΚϤʺ Ϝꜛ╙

τ Μ₅ϘϦϥάρχσΜּזᵓχםᾝϬ ◙ΰοʺάϦ

τ ΰοΜΨάρΥ σᴿ ρσμοΜϥάρτ

Ḧϙʺꜛ╙ ├τḩΰʺṁ Ϭ ϛʺẉό⁯ʺ

῝Ặ χ Ϭ ϣΤτβϥρρϜτʺꜛ╙ ├χ

ṁ ρσϥⱧϬ‮ ϛϥάρ τϢϤʺꜛ╙ ├Ϭ ›

τ ΰοʺꜛ╙χ ♁Ϭ ϤʺΚϩδοꜛ╙ּיχ

χ◦כχ Ϭם ϤʺϜμο⁯ Υὲῴπ ΦΥΜ

Ϭⱱμο ϣβάρχπΦϥּזᵓχםᾝτṄ βϥά

ρϬ ρβϥʻ 

ˢṁ ˣ 

 ꜛ╙ ├ψʺ Φϥάρχ ᶧ σ◦כρΰοʺ

οχ ΥΤΪΥΠχσΜᾤ ρΰο ήϦϥρρ

Ϝτʺ Φϥ Ϭṁ ρΰο ΦΥΜϞṆ Ϭⱱμο

ϣβάρΥπΦϥϢΞʺζχ Ϋρσϥ ԍχᵔ τ

Ɫβϥθϛχ◦כρζϦϬ◦ΠΤν βϥθϛχḕ

ẽχ Υם ῲΨΤν τ ϣϦϥάρϬ☿ρ

ΰοʺם☼ήϦσΪϦωσϣσΜʻ 

2 ꜛ╙ ├ψʺꜛ╙Υᾤ σ ρΰοχϙ ΠϣϦ

ϥϓΦϜχπψσΨʺζχ ὂτ ˑσּזᵓ σ ԍΥ

ΚϥάρϬ ϘΠʺּזᵓ σ︡ ρΰοם☼ήϦσΪϦ

ωσϣσΜʻ 

3 ꜛ╙ ├ψʺꜛ╙Υ Τν › σᾖԍẉό ὂϬ

βϥϜχπΚϥάρϬ ϘΠʺ τ ὲ Ḣ Τ

ϣχϙσϣγʺꜛ╙χם τ ΰοם☼ήϦϥϢΞτΰ

σΪϦωσϣσΜʻ 

4 ꜛ╙ ├ψʺꜛ ╙χⱧ ʺꜛ ╙ χḾṐϒχ ᴂ

ẉόꜛ╙Υ ΰθῇ ψꜛ╙Υ τ ϩμθῇχ

Ⱨῇ ᴂχᶆ ᵬτᴂαθ῟ᴮ σ☼├ρΰοם☼ή

ϦσΪϦωσϣσΜʻ 

5 ꜛ╙ ├ψʺ ὲʺӺ ʺ ♅ʺễӾʺ ζχ χḩ

☼├ρχ Ṑ σ ὀΥ ϣϦʺ › τם☼ήϦσ

ΪϦωσϣσΜʻ 

ˢ⁯ẉό ῝Ặ χ ˣ 

╣  ⁯ψʺ χṁ ˢⱳˮοΜΣτ‮ ṁ ˯

ρΜΞʻx τχμρϤʺꜛ ╙ ├Ϭ › τ├ ΰ ẉ̋ό

βϥ☼ם Ϭ βϥʻ 

2 ῝Ặ ψ ṁ̋ τχμρϤʺꜛ ╙ ├τνΜ

οʺ⁯ρẸ ΰννʺ ᵺ ӽχ ệτᴂαθ☼├Ϭ├

ΰʺẉόם☼βϥ Ϭ βϥʻ 

3 ⁯ψʺ ῝Ặ τ ΰʺ χ‮ Υ τᴮθή

ϦϥϢΞτ σ ᾠζχ χכ Ϭ“ΞϜχρβϥ  ̒

ˢⱧỘ︠χ ˣ 

◌  ⱧỘ︠ψʺ⁯ẉό ῝Ặ Υם☼βϥꜛ╙

├τẸ βϥρρϜτʺζχᾼ βϥ χיּ χὲῴ

χ ⱱϬ ϥθϛ σ Ϭ„γϥϢΞ ϛϥϜχ

ρβϥʻ 

ˢ⁯ χ ˣ 

᾿  ⁯ ψʺ Φϥάρχ ᶧ σ◦כρΰοχꜛ╙

├χ τḩβϥ ᵔρḩ Ϭ ϛϥϢΞ ϛϥ

Ϝχρβϥʻ 

ˢ⁯ χ ᵔχ ˣ 

 ⁯ẉό ῝Ặ ψʺễӾᶨ ʺῲ ᶨ Ϭ

αοʺꜛ╙ ├τḩβϥ⁯ χ ᵔϬ ϛϥϢΞ

σ Ϭ„γϥϜχρβϥʻ 

ˢꜛ╙ ḧẉόꜛ╙ ├ếᴟὮḧˣ 

fi  ⁯ χḧτῲΨꜛ╙ ├χ τḩβϥ ᵔ

ρḩ Ϭ ϛϥρρϜτʺꜛ╙ ├χ › σ τⱢ

βϥθϛʺꜛ╙ ḧẉόꜛ╙ ├ếᴟὮḧϬ Ϊϥ  ̒

2 ꜛ╙ ḧψỵὮ ΤϣỵὮ Ϙπρΰʺꜛ

╙ ├ếᴟὮḧψ╣Ὦρβϥʻ 

3 ⁯ẉό ῝Ặ ψʺꜛ ╙ ḧτΣΜοψ ἴ̋

ᶨ ϬῲΨ ᵫβϥϜχρΰʺζϦτώήϩΰΜⱧỘϬ

βϥϢΞ☼ם ϛϥϜχρβϥʻ 

4 ⁯ẉό ῝Ặ ψʺꜛ╙ ├ếᴟὮḧτΣΜοψʺ

ꜛ╙ ├Ϭ τ ᵫβϥϜχρΰʺḩἰṐḩẉόḩ

ἰ ρ ῀τ ὀẸ Ϭ ϤσΥϣʺ ⱧỘζχ

ζϦτώήϩΰΜⱧỘϬם☼βϥϢΞ ϛϥϜχρβ

ϥʻ 
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ˢḩἰּיχ ὀẸ ˣ 

 ⁯ʺ ῝Ặ ʺӺ ṐḩʺⱧỘ︠ʺᶘ ˢᶘ

 ễӾ ˢ ‹ˣ ԁ τṛ

βϥᶘ ϬΜΜʺ ẉόה ᶘ χכ◦ Ϭ

Ψʻ fi ԁόẉ‮ ╣οΜΣτ‮ αʻxʺꜛ╙

├τἰϥᶨ Ϭ“Ξ ḧχ ζχ χḩἰּיψʺꜛ╙

├χ › Τν῟ᴮ σ χθϛʺ ῀τ ὀϬ

ϤσΥϣẸ βϥϜχρβϥʻ 

ˢ ẉό ᶨχ ᴜϒχ ˣ 

ỵ  ꜛ╙ ├χם☼τ θμοψʺꜛ╙ּיẉόꜛ╙

יּ ότζϦϣχּיχ χ ẉό ᶨχ ᴜ

τ ΰʺΜϞΰΨϜάϦϣϬ τ ᵲβϥάρ

χσΜϢΞτΰσΪϦωσϣσΜʻ 

ˢ χ ˣ 

 ψʺάχ χ Ϭ βϥθϛʺ σ

ψ∞ χ ζχ χ Ϭ„ασΪϦω

σϣσΜʻ 

ˢ ⱳ ⁮ˣ 

ԁ  ψʺ ʺ⁯ᵓτʺᵈΥ⁯τΣΪϥꜛ╙χ

ᵵệẉό„αθꜛ╙ ├τḩβϥ ⁮ Ϭ ΰσΪ

ϦωσϣσΜʻ 

 

 ꜛ╙ › ├ –ẉό ᾉꜛ╙ ├

ὓᵊ  

ˢꜛ╙ › ├ –ˣ 

 ψʺ Υ βϓΦꜛ╙ ├χ◙ ρΰ

οʺṁ Τν › σꜛ╙ ├χ –ˢⱳ ẉό

╣ ‮ ԁ‹τΣΜοˮꜛ╙ › ├ –˯ρΜ

Ξʻx Ϭ ϛσΪϦωσϣσΜʻ 

ˢ ᾉꜛ╙ ├ὓᵊ ˣ 

╣  ᾉψʺꜛ╙ › ├ –ẉό ӽχם

Ϭ᷈ӛΰοʺ ᵺ ᾉχỸӽ τΣΪϥꜛ╙ ├τ

νΜοχὓᵊˢⱳⱳόẉ‮ τΣΜοˮ ᾉꜛ╙

├ὓᵊ˯ρΜΞʻx Ϭ ϛϥϜχρβϥʻ 

2 ◕ ψʺꜛ╙ › ├ –ẉό ᾉꜛ╙ ├ὓ

ᵊ ότ ӽχם Ϭ᷈ӛΰοʺ ᵺ◕ χỸӽ τ

ΣΪϥꜛ╙ ├τνΜοχὓᵊˢⱳ τΣΜοˮ◕

ꜛ╙ ├ὓᵊ˯ρΜΞʻx Ϭ ϛϥϜχρβϥʻ 

ˢ ᾉẉό◕ τ βϥῖ Ỳχῖ ˣ 

◌  ⁯ψʺ ᾉꜛ╙ ├ὓᵊ ψ◕ ꜛ╙

├ὓᵊτṁξΜο ᵺ ӽχ ệτᴂαθꜛ╙ ├χ

θϛτ σⱧỘʺζχ › Τν῟ᴮ σ︡ Ϭם

☼βϥ ᾉ ψ◕ τ ΰʺ ᵺⱧỘ χם☼τ

βϥὊ τ οϥθϛʺ ήϦϥꜛ╙ ├χ ζ

χ χⱧῡʺοΰӛ᷈Ϭ‮ π ϛϥράϧτ

ϢϤʺ ▄χ Ӥ π ῖ̋ ỲϬῖ βϥάρΥπΦϥ  ̒

 

╣  ṁ ☼├ 

ˢ ₰ᾆẕ χ ẉό χ ˣ 

᾿  ⁯ẉό ῝Ặ ψʺꜛ╙ ├χ › Τν

῟ᴮ σם☼τⱢβϥθϛʺꜛ╙χם ʺꜛ╙χ ♁ʺ

χיּ╙ꜛ χ◦כχ∕Ϥ ʺ ӽχ ệτᴂαθꜛ

╙ ├χ∕Ϥ ʺꜛ╙ ├χם☼χ ệ ψ χὲῴ

χ ⱱ τνΜοχ ₰ᾆẕẉόᾁ ότζχ

ᴮχᶨ Ϭ βϥρρϜτʺꜛ╙ ├τνΜοʺ

σ︡ τḩβϥ ζχ χ χ ʺ ẉό

ằϬ“ΞϜχρβϥʻ 

2 ⁯ẉό ῝Ặ ψʺ ῟χ├☼χ‮ Τνדᶪ

σם☼τⱢβϥθϛχ χ Ϭ“ΞϜχρβϥʻ 

ˢ ∙χᶎ ˣ 

 ⁯ẉό ῝Ặ ψʺ ᶘʺ ᶘ ʺḩἰ

ρχ ὀẸ Ϭ ϤσΥϣʺꜛ╙ ├τἰϥ ∙

χᶎ ʺ ẉόⱢלχΰ τ σ☼├Ϭ„γϥϜχ

ρβϥʻ 

ˢ χὲῴχ ⱱτἰϥễӾẉόἴ χ ˣ 

fi  ⁯ẉό ῝Ặ ψʺ ӽʺᶘ ʺ ӽ τ

ΣΪϥ⁯ χ χὲῴχ ⱱτἰϥễӾẉόἴ χ

ότ χ ʺⱧỘ︠ʺᶘ χễ Ԍ τ

βϥ⁯ χ χὲῴχ ⱱτḩβϥᾆ χṐᵓχᶎ

σ☼├Ϭ„γϥϜχρβϥʻ 

2 ⁯ẉό ῝Ặ ψʺ π├☼χ‮ ᶘẉό‰

ᶘ τἰϥϜχϬ„γϥτ θμοψʺ ᶘẉό‰

ᶘ τΣΪϥễӾχ τ ΰσΪϦωσϣσ

Μʻ 

3 ᶘ ψʺ ᵺᶘ τ∕ βϥⱪ ʺ χ ῐּיʺ

ӽ ζχ χḩἰּיρχ ὀϬ Ϥννʺ ᵺᶘ τ
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∕ βϥⱪ ʺ τ ΰʺᶆ ΥΤΪΥΠχσΜᾤ

ρΰοẶτ ΰ›ΜσΥϣ ΦοΜΨάρτνΜ

οχӪ꜡χ τⱢβϥễӾ ψἴ ʺ₉ σⱧ ʺ

ếΜ Ϭ Ϊθ › τΣΪϥ χ▫ Ϭ

τ Ϊϥ χθϛχễӾ ψἴ ζχ ᵺᶘ τ

∕ βϥⱪ ʺ χ χὲῴχ ⱱτἰϥễӾ ψ

ἴ Ϭ“ΞϢΞ ϛϥϜχρβϥʻ 

ˢӺ ằ χ ˣ 

 ⁯ẉό ῝Ặ ψʺ χὲῴχ ⱱτ◦

Ϭ αοΜϥάρτϢϤꜛ╙χΣζϦΥΚϥּיτ ΰ

σӺ Υ ṍΤν τ ằήϦϥϢΞʺ Ḇכ

Ϭ βϥּיΥ ὲτḩΰοᶘ꜡ὊᾓϬ βϥӺ◖

ˢӟᴞάχ τΣΜοˮ ᴬӺ ρ˯ΜΞʻx χ Ϭ

ΪϞβΜḕẽχ ʺ Τνל σ Ӻ Υ ằή

Ϧϥ χ ʺ χ ᵲ ψכ τνΜοχ χ

ṍχ ᵬτΣΪϥ ᵺ Ϭ“ΞӺ◖ρ ᴬӺρ

χ σ ὀχᶎ ʺẎẍӺ Ϭ“ΞӺ◖ρ ᴬӺρ

χ σ ὀχᶎ ʺ ᴬӺρζχ ӽτΣΜοꜛ╙

├τἰϥᶨ Ϭ“Ξζχ χ ʺ ὲ ♅ τḩβ

ϥ ᴪʺ ḧχ χḩἰּיρχדᶪσ ὀχᶎ

σ☼├Ϭ„γϥϜχρβϥʻ 

ˢꜛ╙ ᵕ χθϛχ χ ˣ 

ỵ  ⁯ẉό ῝Ặ ψʺꜛ╙ϬβϥḾᾑ Υ‰

ΜּיϬ ṍτ ᾋΰʺ ζχ χꜛ╙χ Ϭᵕ β

ϥθϛχ σ Ϭ“Ξ χ ẉό τם

σ☼├Ϭ„γϥϜχρβϥʻ 

ˢꜛ╙ יּ χ◦כˣ 

 ⁯ẉό ῝Ặ ψʺꜛ╙ ╙ꜛΥ™όיּ

Ϭ ϥάρχσΜϢΞʺꜛ╙ יּ ϒχ σ◦כϬ

“Ξθϛτ σ☼├Ϭ„γϥϜχρβϥʻ 

ˢꜛ╙ּיχ χ◦כˣ 

ԁ  ⁯ẉό ῝Ặ ψʺꜛ╙ ψꜛ╙ Υ

יּ╙ꜛ ψꜛ╙ χיּ τẉϖβ ⁭σ

ֲốΥḜ ήϦϥϢΞʺ ᵺ ϒχ σ◦כϬ“

Ξθϛτ σ☼├Ϭ„γϥϜχρβϥʻ 

ˢ ḧ χᶨ χ◦כˣ 

 ⁯ẉό ῝Ặ ψʺ ḧχ Υ“Ξꜛ

╙χ χיּ╙ꜛʺ♁ χ◦כ τḩβϥᶨ Ϭ◦כ

βϥθϛʺ ᾠʺ∞ χ ζχ χ σ☼├Ϭ„

γϥϜχρβϥʻ 

 

◌  ꜛ╙ › ├ᵓṳ  

ˢ ẉό Ⱨ ˣ 

╣  ῡ τʺ χṐḩρΰοʺꜛ╙ ›

├ᵓṳˢӟᴞˮᵓṳ˯ρΜΞʻx Ϭ Ψʻ 

2 ᵓṳψʺⱳτἿΫϥⱧ ϬνΤήςϥʻ 

ԁ ꜛ╙ › ├ –χӛϬ⌠ βϥάρʻ 

 ꜛ╙ ├τνΜο σḩἰ“ Ṑḩ ῀χ

Ϭβϥάρʻ 

╣ ‹τἿΫϥϜχχϕΤʺꜛ╙ ├τḩβϥ

ⱧοΜντ‮ ṳΰʺẉόꜛ╙ ├χם☼Ϭ βϥ

άρʻ 

ˢᵓṳχ ˣ 

◌  ᵓṳψʺᵓ ẉόӦԌϬϜμο βϥʻ 

2 ᵓ ψʺῡ ϬϜμο οϥʻ 

3 ӦԌψ ῡ̋ ӟᵰχ⁯ χΞκΤϣ ῡ̋

χ τϢϤʺ ᶕ Υ◙ βϥּיϬϜ

μο οϥʻ 

4 ᵓṳτʺḅⱧϬ Ψʻ 

5 ḅⱧψ ḩ̋ἰ“ Ṑḩχ ԌχΞκΤϣ ῡ̋

Υ βϥʻ 

6 ḅⱧψʺɔ ṳχ Ⱨ τνΜοʺɔ ẉόӦԌϬ Ϊ

ϥʻ 

7 ᶆτ‮ ϛϥϜχχϕΤʺᵓṳχ ẉόְ֫τḩ

ΰ σⱧʺψ‮ π ϛϥʻ 

ˢ σ χ ˣ 

᾿  τ ϛϥϜχχϕΤʺ ψʺꜛ╙

├Ϭ βϥτνΦʺ σ χ Ϭ ϥϜχρβ

ϥʻ 

 

 ˢ ˣ  

ԁ  άχ ψʺ῝ χ ΤϣṞ▄ΰο ὮϬ Πσ

Μ Ӥ τΣΜο π ϛϥ Τϣ☼“βϥʻ 

 ˢ ˣ̞ 27 66‹  

ˢ☼“ṍ ˣ 

ԁ  άχ ψʺ ◌Ὦԁ ϢϤ☼“βϥʻ
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θιΰʺⱳχᶆ‹τἿΫϥṛ ψʺ ᵺᶆ‹τ ϛϥ

Τϣ☼“βϥʻ 

ԁʾ ˢ ˣ 

ˢꜛ╙ ├ṁ χԁ ᵠ τ ΞὊᵃ ˣ 

 άχ χ☼“χ∑ᾝτ fi χṛ τϢ

ϥᵠ χꜛ╙ ├ṁ ԁṛχ‮ τϢϤ

ΤϦοΜϥꜛ╙ › ├ᵓṳψʺ fi χṛ τϢ

ϥᵠ ῇχꜛ╙ ├ṁ ԁṛχ‮ τϢϤ

ΤϦϥꜛ╙ › ├ᵓṳρσϤʺ ԁ ϬϜμο β

ϥϜχρβϥʻ 

 ˢ ˣ̞ 28 11‹ 

ˢ☼“ṍ ˣ 

1 άχ ψʺ ◌Ὦԁ Τϣ☼“βϥ θ̒ι

ΰʺⱳṛχ‮ ψʺ῝ χ Τϣ☼“βϥʻ 

2 ˢ ˣ 
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６ 自殺総合対策大綱 

（平成29年7月25日閣議決定） 

1 ꜛ╙ › ├χṁ  

˻ Ϝꜛ╙τ Μ₅ϘϦϥάρχσΜּזᵓχםᾝϬ ◙β  ˼

18 10Ὦτꜛ╙ ├ṁ ˢӟᴞˮṁ ˯ρΜ

Ξʻx Υ☼“ήϦοӟ‭ʺˮ ᾤ χ ˯ρ ꜡ήϦΥκπ

Κμθꜛ╙ψῲΨˮ ᵓχזּ ρ˯ ꜡ήϦϥϢΞτσϤʺ

⁯ϬấΫοꜛ╙ ├Υ › τ ήϦθὫᴮʺꜛ╙ּי

χ ⱳ ӱψᾚ ἱΰτΚϥσςʺ τם ᴮϬ ΫοΦ

θʻΰΤΰʺζϦπϜꜛ╙ּי χ ὓψ 2 Ϭ Π

ϥ π ϙ ΥμοΜϥσςʺ Ⱨ ψΜϘι Μο

ΣϤʺὨΰοᶚḢπΦϥ ệτψσΜʻ 

ꜛ╙ψʺζχ ΨΥ Μ₅ϘϦθ χ♂πΚϥʻꜛ╙χ

ὂτψʺ ὲ χ ιΪπσΨʺa ʺ ᶨ₉ẖʺ

ӾⱪϞᵒῐ ϦʺΜαϛϞᾩ σςχ ˑσּזᵓ ԍΥ

ΚϥάρΥ ϣϦοΜϥʻάχθϛʺꜛ╙ ├ψʺּזᵓτ

ΣΪϥˮ Φϥάρχ ᵲ ԍs ꜛ╙χзІϼ ԍˣ˯ Ϭᾚ

ϣΰʺˮ Φϥάρχ ԍˢꜛ╙τ βϥ ῐ ԍˣ˯

Ϭ ϞβάρϬ αοʺּזᵓ χꜛ╙зІϼϬ ᴞήδ

ϥ ΰπʺˮ χйЦи˯̋ˮכ◦ ӽ ὀχйЦи˯̋ˮ זּ

ᵓ χйЦи˯̋ζϦηϦτΣΜοế τ Τ̋νζϦϣϬ

› τ βϥϜχρβϥʻ 

ꜛ╙ ├χ Υל Φϥάρχ◦כτΚϥάρϬᵠϛ

οᶎ ΰʺˮΜχκ◦Πϥꜛ╙ ├ ρ˯ΜΞ Ϭ τ

κ ΰοʺˮ Ϝꜛ╙τ Μ₅ϘϦϥάρχσΜּזᵓχם

ᾝ˯Ϭ ◙βʻ 

 

2 ꜛ╙χᾝ ρꜛ╙ › ├τΣΪϥṁ ꜡ 

˻ꜛ╙ψʺζχ ΨΥ Μ₅ϘϦθ χ♂πΚϥ˼ 

ꜛ╙ψʺ Υꜛϣ Ϭ ν ḧ σ“ӮρΰοιΪπσ

Ψʺ Υ Ϭ θίϥϬ σΜ ệτ Μ₅ϘϦϥФкЈ

Іρΰο Πϥ ΥΚϥʻꜛ╙τ♩ϥ ρΰοψʺ

ˑσ ϙΥᾖԍπ τ ΜṼϛϣϦʺꜛ╙ӟᵰχ

♥Υ―ΠϣϦσΜ τḪμθϤʺּזᵓρχνσΥϤχ

ᾚ Ϟ ΦοΜοϜ τ θσΜρΜΞ ᶤ ﬞḇΤϣʺ

Ϙθʺ ΠϣϦθ ᶤχ Φήτ βϥᵃ σ ḇΤϣʺ

ḾṐ σ τϘπ Μ₅ϘϦοΰϘΞᵃ ρᾋϥάρ

ΥπΦϥΤϣπΚϥʻ 

ꜛ╙“ τ♩μθ χ χ χὲῴ Ϭᾋϥρʺ

ψʺ ˑσ ϙτϢϤ τ ΜṼϛϣϦθὫᴮʺ

Ξν τΚμθϤʺΞν ʺϯиЀ˔иӢ χ

ḆϬכ ΰοΜθϤρʺάϦϣχֲốτϢϤ σ

Ϭ“ΞάρΥπΦσΜ ρσμοΜϥάρΥ ϣΤ

τσμοΜϥʻ 

άχϢΞτʺᾤ χꜛ σӪ◘Ϟ χὫᴮπψσΨʺ

ˮꜛ╙ψʺζχ ΨΥ Μ₅ϘϦθ χ♂˯ρΜΞάρΥ

πΦϥʻ 

 

˻ ḧꜛ╙ּי ψᾚ ἱΰτΚϥΥʺ Ⱨ ψΜϘι

ΜοΜϥ˼ 

19 6 Ὦʺ ψʺṁ τṁξΦʺ Υ

βϓΦꜛ╙ ├χ◙ ρΰοꜛ╙ › ├ –ˢӟᴞˮ

– ρ˯ΜΞʻx Ϭ├ ΰ ζ̋χᴞπꜛ╙ ├Ϭ › τ

ΰοΦθʻ 

–τṁξΨ χ︡ χϙσϣγʺ ῝Ặ ʺḩ

ἰ ʺ ḧ τϢϥ ˑσ︡ χὫᴮʺ 10

χẍ ӟ‭ ḧ 3 ρ‰♁ϘμοΜθ ḧꜛ╙ּי ψ

22 ӟ‭ 7 ΰοᾚ ΰʺ 27 τψ

10 χẍ ӟ χ ρσμθʻꜛ יּ╙ χ Ϭᾋϥ

ρʺάχḧʺ ʺ τ ‰ Υ Φσᶤ›Ϭ ϛϥ

ệψ ϩμοΜσΜΥʺζχ ῢ 10 θϤχꜛ╙

τϢϥ♂ ˢӟᴞˮꜛ╙♂ ˯ρΜΞʻx ψ τם ᴞ

ΰοΦοΣϤʺϘθʺ‰ ♂╙ꜛχיּ χ ᴞϜᾒ π

Κϥʻ 

ΰΤΰʺζϦπϜ Ⱨ ψΜϘι ΜοΜϥρᾠϩί

ϥϬΠσΜ בֿ̒ πψ 2̋0⅞ ψꜛ╙♂ Υ 10

ӟ‭ΣΣϚφᴅωΜπΚϥάρτᴥΠοʺ20 ⅞ Ϟ 30

⅞ τΣΪϥ♂ԍχ ԁӡΥꜛ╙πΚϤʺꜛ╙♂ Ϝ

χ τ ϓοС˔ϼⱲΤϣχᾚ Υ Μʻήϣτʺᵈ

Υ⁯χꜛ╙♂ ψ︠ 7Τ⁯χ πΩϜ‰Ψʺ ḧ

יּ╙ꜛ ϜӢ ρΰο 2 Ϭ ΠοΜϥʻΤΪΥΠχσ

Μ Ψχ Υ ˑʺꜛ╙τ Μ₅ϘϦοΜϥχπΚϥʻ 

 

˻ ӽйЦиχם σ︡ Ϭ͙͖ͥ͘ЂϱϼиϬ αο

βϥ˼ 
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ᵈΥ⁯χꜛ╙ ├Υ ◙βχψˮ Ϝꜛ╙τ Μ₅ϘϦ

ϥάρχσΜּזᵓχםᾝ˯πΚϤʺṁ τϜʺζχ

ψˮ⁯ Υὲῴπ ΦΥΜϬⱱμο ϣβάρχπΦϥּז

ᵓχםᾝτṄ βϥάρ˯ρΞθϩϦοΜϥʻνϘϤʺꜛ

╙ ├ϬּזᵓξΨϤʺ ӽξΨϤρΰο βϥάρρή

ϦοΜϥʻ 

Ϙθ ☼̋“Τϣ 10 χ τ θϥ 28 τṁ

Υᵠ ήϦʺ ᾉẉό◕ ψʺ –ẉό ӽχם

Ϭ᷈ӛΰοʺ ӽꜛ╙ ├ὓᵊϬ├ βϥϜχρήϦθʻ

Κϩδοʺ⁯ψʺ ῝Ặ τϢϥ ӽꜛ╙ ├ὓᵊχ

├ Ϭ◦כβϥθϛʺꜛ╙ › ├ ЈрЌ˔τΣΜοʺ

ᾉẉό◕ Ϭꜛ╙χ ӽ έρτ ἷᴟΰʺζ

ϦηϦχ ἷτΣΜοם☼βϓΦꜛ╙ ├ⱧỘϬϘρϛ

θ ├ОАϾ˔ЅϬ ằβϥάρτᴥΠοʺ ᾉẉό

◕ Υם☼ΰθ ├ОАϾ˔Ѕχᶆꜛ╙ ├ⱧỘχ

ᴮ Ϭ ΰʺ ὫᴮϬ ϘΠοζϦηϦχ ├ОАϾ

˔Ѕχᵠ Ϭ ϥάρπʺϢϤ χ‰Μ ├ОАϾ˔Ѕ

Ϭ ῝Ặ τḥᾕβϥάρρσμθʻ 

ꜛ╙ › ├ρψʺάχϢΞτΰο⁯ρ ῝Ặ

ΥẸ ΰσΥϣʺ ⁯ σ͙͖ͥ͘ЂϱϼиϬ αοʺꜛ

╙ ├Ϭ τ ᴟήδσΥϣ ΰοΜΨ︡ πΚϥʻ 

 

3 ꜛ╙ › ├χṁ  

 

1ʽ Φϥάρχ ᶧ σ◦כρΰο βϥ 

 

ᵓזּ˻ χꜛ╙зІϼϬ ᴞήδϥ˼ 

ᵦ ὲṐḩΥˮꜛ╙ψʺζχ ΨΥ ΩάρχπΦϥ

ᵓזּ σ ˯πΚϥρ ᾠΰοΜϥϢΞτʺꜛ╙ψּזᵓ

χ π ΪϥάρχπΦϥ♂πΚϥρΜΞχΥʺ ᵦχ

Ặ ꜡ρσμοΜϥʻ 

 Ὂↄʾ ᶨ ʺὲῴ ʺᴪ ꜛ╙χ ὂʾᾖ

ԍρσϥ ˑσ ԍχΞκʺﬞỘʺ ▀ʺ № ʺ Ⱳ

ḧ χּזᵓ ԍτνΜοψʺ ʺḈ“χᾋ ΰϞ

ʾ◦כ χ ρΜΞּזᵓ σ︡ τϢϤᵔὨΥᴦ

πΚϥʻϘθʺὲῴ Ϟᴪ ԁᾋᾤ χ ρ

◘ϩϦϥ ԍπΚμοϜʺ ᴪϒχ ϞΞν χⱵ

τνΜοּזᵓ σ◦כχ︣Ϭ₯ΰ ϓϥάρτϢϤᵔ

ὨπΦϥ ›ϜΚϥʻ 

ꜛ╙ψζχ ΨΥ Μ₅ϘϦθ χ♂πΚϤʺζχ Ψ

Υ ΩάρΥπΦϥּזᵓ σ πΚϥρχṁ ꜡χ

ᴞʺꜛ╙ ├Ϭʺ Φϥάρχ ᶧ σ◦כρΰοʺּזᵓ

χꜛ╙зІϼϬ ᴞήδϥρρϜτʺԁ ϋρϤχ

ᶨϬ︢ϥρΜΞ◒ π ᵫβϥϜχρβϥʻ 

 

˻ Φϥάρχ ᵲ ԍϬᾚϣΰʺ ԍϬ Ϟβ˼ 

ᾤ τΣΜοϜּזᵓτΣΜοϜʺˮ Φϥάρχ

ԍˢꜛ╙τ βϥ ῐ ԍˣ˯ϢϤˮ Φϥάρχ ᵲ

ԍˢꜛ╙χзІϼ ԍˣ˯Υ ᵕμθρΦτꜛ╙зІϼΥ

‰Ψσϥʻ Ϭ δωʺˮ Φϥάρχ ᵲ ԍ˯ρσϥ

ﬞỘϞ № ʺ ᶨἂ Ϭ αϢΞτ ΠοΜοϜʺ

οχ Ϟּזᵓχꜛ╙зІϼΥ τ‰ϘϥϩΪπψσΜʻ

ˮ Φϥάρχ ԍ˯ρσϥꜛᾪ‖ ḇϞ πΦϥ

ḧḩἰʺḾṐᵕ ρ ᶓΰοʺ ᵲ ԍΥ ᵕϦ

ωꜛ╙зІϼψ‰ΨσϤʺ ԍΥ ᵕϦωꜛ╙зІϼ

ψ‰ϘϣσΜʻ 

ζχθϛʺꜛ╙ ├ψˮ Φϥάρχ ᵲ ԍ˯Ϭᾚϣ

β︡ τᴥΠοʺˮ Φϥάρχ ԍ˯Ϭ Ϟβ︡

Ϭ“Μʺ χ︡ Ϭ αοꜛ╙зІϼϬ ᴞήδϥ ΰ

πʺ Φϥάρχ ᶧ σ◦כρΰο βϥ ΥΚϥ  ̒

 

2ʽḩ ☼├ρχ Ṑ σ ὀϬếᴟΰο › τ︡Ϥ Ϛ 

 

˻ ˑσ χ Φϥ◦כρχ ὀϬếᴟβϥ˼ 

ꜛ╙ψʺὲῴ ʺὊↄʾ ᶨ ʺ ḧḩἰχ χ

ϕΤʺ ӽʾ χ∕Ϥ χ ᴟσς ˑσ ԍρζχ

χ ᶊἱΰʺᴪ χ ệʺ♂ ḢσςΥ ╛τḩἰΰοΣ

Ϥʺꜛ╙τ Μ₅ϘϦϢΞρΰοΜϥ Υӗ ΰο Φϣ

ϦϥϢΞτΰοꜛ╙Ϭ Ωθϛτψʺ ὲ σ♪ ι

ΪπσΨʺּזᵓʾὊↄ σ♪ ϬḯϚ ᶧ σ︡ Υ

πΚϥʻϘθʺάχϢΞσ ᶧ σ︡ Ϭם☼βϥθϛτ

ψʺ ˑσ χ☼├ʺ ˑϞ Υ τ ὀβϥ

ΥΚϥʻ 

Πωʺꜛ╙χḾᾑ χ‰Μ Ϟꜛ╙ χיּ ʺⱵ

τ θϥ ὲʾӺ ṐḩτΣΜοψʺ χ ϙχᾖԍρ

σϥּזᵓ ԍτ βϥ︡ ϜẐϛϣϦϥάρΤϣʺ
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τ ᴂΰθ ῢϬ ᵒπΦϥϢΞτβϥ ΥΚϥʻ

ϘθʺὊↄʾ ᶨ χ ῢ Ϝʺꜛ╙χḾᾑϬיּ

ꜘβЂϱрϞζχ ᴂ Υכ◦ʺ ΪϣϦϥᵰ χ

ὲʾӺ Ṑḩσςꜛ╙ χṁ ꜡Ϭ ΰοΜϥάρΥ

ẐϛϣϦϥʻ 

άΞΰθ ὀχ︡ ψᾝ χם σᶨ Ϭ αο

ˑτῲΥϤννΚϤʺϘθʺꜛ╙χ ԍρσϤ ϥ ᶨ

₉ẖʺⱪ ẃ ʺ ᵲʺϋΦάϜϤʺ ЫϱЛз

Гϰ ʺḩ χ τΣΜοϜ χ ὀχ︡ Υ ᵫή

ϦοΜϥʻ₈ῇʺ ὀχ῟ᴮϬ τ‰ϛϥθϛʺζΞΰθ

ˑσ χ Φϥ◦כτΚθϥ ˑΥζϦηϦꜛ╙

├χԁ Ϭ μοΜϥρΜΞӪ꜡ϬẶ βϥάρΥ

πΚϥʻ 

 

˻ˮᵈΥⱧʾḮέρ˯ ӽẶ ᾝτΰΪθ︡םᵓχזּ Ϟ

ᶨ₉ẖּיꜛ כ◦ σςρχ ὀ˼ 

χỉḧτΚϥ ʺ › σᴿ Ϭ Πꜛϣ τ

“ΨάρΥ₉ σ σςϬ ӽτΣΜο ṍτ ᾋΰʺ

ᶎםτ◦כΰοΜΨθϛʺ ӽ ρ῝ σḩἰṐḩχ

Ẹ τϢϥ ᶧ σ◦כ ξΨϤϬ ϛϥˮᵈΥⱧʾ

Ḯέρ˯ ӽẶ ᾝτΰΪθ︡םᵓχזּ Ϭ◐ϛρΰθ

ᶆ ☼├ρχ ὀϬ ϥʻ 

ˮᵈΥⱧʾḮέρ˯ ӽẶ ├☼ᾝτΰΪθםᵓχזּ

ψʺ◕ πχ ᶧ σ◦כ χ Ϭ ϥάρʺ

Ϝ╥ᴥβϥ ӽξΨϤρΰο ᵫβϥάρʺ Υ

⁭ᴟβϥ χ ṍ ᾋϞ › ᴿ τ ᴂβϥθϛχḩ

ἰṐḩχКАЕм˔ϼξΨϤΥ πΚϥάρσςʺꜛ

╙ ├ρẶ βϥ Υ ΨΚϤʺ ☼├Ϭԁ τ“

ΞάρΥ πΚϥʻ 

ᴥΠοʺάΞΰθ◦כχ∕Ϥ ψ ᶨ₉ẖּיꜛ כ◦

τΣΜοϜẶ βϥ Υ Ψʺꜛ╙χ ὂρϜσ

ϥ ᶨ₉ẖτ ΰοΰμΤϤρ ᴂΰοΜΨθϛτψʺ

ꜛ╙ ├χ ῢπ Ӄΰθ ᶨ₉ẖּיϬꜛ ◦

χכ ῢτνσΩάρϞʺꜛ χכ◦ ῢπ Ӄΰ

θꜛ╙χḾᾑ χ‰Μ τ ΰοʺꜛ╙ ├χ ῢ

ρẸ ΰοʺ σ◦כϬ“Ξσςχ︡ ϬԏΦ Φ

ϛϥσςʺ ᶨ₉ẖּיꜛ כ◦ Ϝḯϛοԁ τ︡

Ϥ ϙʺ῟ᴮ Τν῟ τ☼├Ϭ ᵫΰοΜΨάρΥ

πΚϥʻ 

 

˻ ὲӺ ♅☼├ρχ ὀ˼ 

 ꜛ╙χḾᾑ χ‰Μ Ϭ ṍτ ᾋΰʺᶎםτ ᴬӺ

τνσΩ︡ τ δοʺꜛ╙χḾᾑ Ϭ‰ϛθ ὂτΚ

ϥὊↄʾ ᶨχ ʺ ♅χ ʺᴪ χ σς ˑσ

τ ᶧ τ ᴂβϥθϛʺ ᴬӺ ʺ ὲʺ ♅

χᶆ☼├χ Ϭ‰ϛοʺ ϜΥ σ ὲӺ

♅Ђ˔РІϬ ΪϣϦϥϢΞτβϥʻ 

 ϘθʺάϦϣᶆ☼├χ Ϭ‰ϛϥθϛʺ ὲ

♅● χ ϬʺӺ ṐḩϬ◐ϛθρΰθ ӽτ β

ϥσςχּזᵓ σ▫ ϙϬ ΠοΜΨʻ 

 

3ʽ ᴂχ ᵬτᴂαοйЦиέρχ ├Ϭ῟ᴮ τ ή

δϥ 

 

˻ ◦ʾכ ӽ ὀʾ ᵓזּ χйЦиέρχ ├Ϭ

ήδϥ˼ 

ꜛ╙ ├τἰϥᾤ χ☼├ψʺӟᴞχ 3νχйЦиτ

Ϊο―ΠʺάϦϣϬ Ṑ τ ήδϥάρπʺ › τ

βϥϜχρβϥʻ 

1ˣᾤˑ χ ᵔὨτ︡Ϥ Ϛ Ϭ“Ξˮכ◦

 ˯χйЦиכ◦

2ˣ Ϭ › τ Πϥ τ ΰο ᶧ σ◦כϬ“

ΞθϛχḩἰṐḩ τϢϥם ὀσςχˮ ӽ ὀ

χйЦи˯ 

3ˣ ʺ –ʺὓᵊ χ ϙχ Ϟ τḩϩϥ

ˮּזᵓ χйЦи˯ 

 

˻Ⱨ ᴂʾ ꜛ╙ χḾṐ ᴂʾ Ⱨῇ ᴂ χ ᵬέρτ

῟ᴮ σ☼├Ϭ„αϥ˼ 

Ϙθʺ ╙ꜛχ‮ ├τἰϥ 3νχйЦиχᾤ χ☼├

ψʺ 

1ˣⱧ ᴂʿ χὲῴχ ⱱ τνΜοχ︡ ʺ

ꜛ╙Ϟ Ḇכ τνΜοχ ΰΜ ꜡χ ẉἴ

ꜛ╙χḾᾑ Υ Μ ᵬπ ᴂϬ“Ξάρʺ 

2ˣꜛ╙ χḾṐ ᴂʿᾝτṞάϤννΚϥꜛ╙
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χḾᾑτᵒ ΰʺꜛ╙Ϭ ήδσΜάρʺ 

3ˣⱧῇ ᴂʿ `τΰοꜛ╙Ϟꜛ╙ Υ αοΰϘ

μθ ›τᴪ Ϟ χ τ ΠϥֲốϬΩ

ᾢρΰʺ θσꜛ╙Ϭ ήδσΜάρ χ̋ ᵬέρ

τ῟ᴮ σ☼├Ϭ„αϥ ΥΚϥʻ 

 

˻ꜛ╙χⱧ ᴂχ τ ᵬπχ︡ Ϭ βϥ˼ 

ӽχ ṐḩϞ Πθ χᵔὨ├Ϭ ϣσΜΥϠ

Πτ◦כϬ ϥάρΥπΦγꜛ╙τ Μ₅ϘϦϥ Υ

σΨσΜάρΤϣʺᶘ τΣΜοʺ Ϟ ϣΰχḾṐτ

ΰθρΦʺ τςΞϞμο ΪϬẐϛϦωϢΜΤχἇ

Τνם σ Ϭᶘϐρ ⱲτʺνϣΜρΦϞἂΰΜ

ρΦτψ ΪϬẐϛοϜϢΜρΜΞάρϬᶘϐễӾˢͨͤ

ͨχ ΰ τḩβϥễӾˣϬ βϥʻ χ Ϟ

Ϭ τνΪϥάρΥπΦϦωʺζϦΥˮ Φϥάρχ

ԍs ꜛ╙τ βϥ ῐ ԍˣ˯ ρσϤ ᶘ̋ π β

ϥ Ϟʺζχῇχּזᵓ ρΰο βϥ τϜ β

ϥ ʺжϱТІϺиϬ τνΪϥάρτϜνσΥϥρ―Π

ϣϦϥʻ 

Ϙθʺͨͤͨχ ΰ τḩβϥễӾρ δοʺᾩ Ϭ

Ωθϛχạ ξΨϤ Ϭ ΰοΜΨʻ 

 

4ʽם ρἴ Ϭ ρΰο βϥ 

 

˻ꜛ╙ψˮ τπϜṞάϤ ϥḾṐ˯ρΜΞ ꜡Ϭ βϥ  ˼

28 10Ὦτῡ Υם☼ΰθӪ꜡ ₰τϢϥ

ρʺ⁯ χΣϢζ 20 τ 1 ΥˮΩự 1 ӟ τꜛ╙Ϭ

―ΠθάρΥΚϥ˯ρᵕ ΰοΜϥσςʺ₈Ϟꜛ╙χ

ψԁ χ Ϟ ӽχ πψσΨʺ⁯ ϜΥ Ⱨּיρσ

Ϥ ϥ σ ρσμοΜϥʻ 

ꜛ╙τ Μ₅ϘϦϥρΜΞḾṐψˮ τπϜṞάϤ ϥ

ḾṐ˯πΚϥΥʺḾṐτḪμθ χ Ϟ ὂΥ ᵔήϦ

τΨΜᾝםΥΚϤʺζΞΰθ Ϟ ὂϒχ ᵔϬ ϛϥ

άρϜḯϛοʺḾṐτḪμθ ›τψ Ττכ ϬẐϛϥ

άρΥ πΚϥρΜΞάρΥʺּזᵓ χẶ ꜡ρσ

ϥϢΞτʺԏΦ Φ ớ τ ẉἴ Ϭ“Ξʻ 

 

 

˻ꜛ╙Ϟ Ḇτכ βϥ ᾋϬσΨβ︡ Ϭ βϥ  ˼

ᵈΥ⁯πψ ḆϞכ ᴬӺ τ βϥ ᾋΥếΜ

άρΤϣʺ ᴬϬ βϥάρτ σ ΌϬḇαϥ

ψ σΨσΜʻ τʺꜛ╙ּיΥ Μ ‰ ψʺ χ

Ϭ ΠϞβΜ ʺ βϥάρϒχ σ ΌΤϣ

Ϭ ⁭ᴟΰΥκρᾠϩϦοΜϥʻ 

ʺ♂τθΜρ―ΠοΜϥ Ϝʺ χ πψˮ Φθ

Μ˯ρΜΞṓⱱκρχḧπὣΰΨ Ϧ ΜοΣϤʺ ʺ

ᾖԍ χ σςꜛ╙χḾᾑϬꜘβЂϱрϬ ΰ

οΜϥάρΥ Μʻ 

οχ⁯ Υʺ ựτΜϥΤϜΰϦσΜꜛ╙Ϭ―ΠοΜ

ϥ χЂϱрτ ΨṓξΦʺ ᴬӺ χ ᴪτνσΧʺ

ζχ◙ Ϭ ΪσΥϣᾋ︢μοΜΪϥϢΞʺῲ ᶨ ʺễ

Ӿᶨ τ︡Ϥ ϭπΜΨʻ 

 

˻ЫІЮДϰϯχꜛ︠ σ︡ ϒχṍ ˼ 

ϘθʺЫІЮДϰϯτϢϥꜛ╙ πψʺⱧםḩἰτ

δοꜛ╙χḾᾑϬꜘβЂϱрϞζχ ᴂ ꜛ╙

τ σ Ϭ ằβϥάρτϢϤ Φσ῟ᴮΥ ϣϦ

ϥԁ πʺꜛ╙︣ χ ⇔σ ʺ ṍ σ ψ

χꜛ╙Ϭ βϥḾᾑ ϜΚϥʻ 

άχθϛʺ Ṑḩτ σꜛ╙ ϬᾦόΤΪϥθϛʺ

ꜛ╙ τḩβϥϹϱЖжϱр Ϭ βϥʻ⁯ χ ϥ

ᾂ Ϟ χꜛ Ϝ᷈ӛΰννʺ σꜛ╙ Υ“ϩϦ

ϥϢΞЫІЮДϰϯτϢϥꜛ︠ σ︡ Υ ήϦϥά

ρϬṍ βϥʻ 

 

5ʽ⁯ʺ ῝Ặ ʺḩἰ ʺ ḧ ʺḼỘẉό⁯

χ ᶤϬ ᶎᴟΰʺζχ ὀʾẸ Ϭ βϥ 

ᵈΥ⁯χꜛ╙ ├ΥΩ ᾢζχ῟ᴮϬ ṉΰοˮ Ϝꜛ

╙τ Μ₅ϘϦϥάρχσΜּזᵓ˯Ϭםᾝβϥθϛτψʺ

⁯ʺ ῝Ặ ʺḩἰ ʺ ḧ ʺḼỘʺ⁯ Υ

ὀʾẸ ΰο⁯ϬấΫοꜛ╙ ├Ϭ › τ βϥά

ρΥ πΚϥʻζχθϛʺζϦηϦχ︠ ΥᴮθβϓΦ

ᶤϬ ᶎᴟʺẶ ᴟΰθ πʺ ῀χ ὀʾẸ χ▫

ϙϬ  βϥάρΥ πΚϥʻ 

ꜛ╙ › ├τΣΪϥ⁯ʺ ῝Ặ ʺḩἰ ʺ

ḧ ʺḼỘẉό⁯ χᴮθβϓΦ ᶤψӟᴞχϢΞτ―
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ΠϣϦϥʻ 

 

˻⁯˼ 

ꜛ╙ ├Ϭ › τ├ ΰʺם☼βϥ Ϭ βϥ⁯ψʺ

ᶆ︠ Υꜛ╙ ├Ϭ βϥθϛτ σṁ χ Ϟ

ḩʺכ◦ βϥ Ϟ☼├τΣΪϥꜛ╙ ├χ ʺ⁯ꜛ

ϣΥ ⁯Ϭ τם☼βϥάρΥ῟ᴮ ʾ῟ σ☼├Ϟ

ⱧỘχם☼ Ϭ“ΞʻϘθʺᶆ︠ Υừ τ ὀʾẸ β

ϥθϛχ▫ ϙχ  Ϟ֫ Ϭ“Ξʻ 

 ⁯ψʺꜛ╙ › ├ ЈрЌ˔τΣΜοʺ οχ

ᾉẉό◕ Υ ӽꜛ╙ ├ὓᵊτṁξΦζϦηϦχ

ӽχ τᴂαθꜛ╙ ├Ϭ βϥθϛχ◦כϬ“

Ξσςΰοʺ⁯ρ ῝Ặ ΥẸ ΰσΥϣʺ ⁯ σ

͙͖ͥ͘ЂϱϼиϬ αοʺꜛ╙ ├Ϭ τ ᴟήδσΥ

ϣ βϥ Ϭ βϥʻ 

 

˻ ῝Ặ ˼ 

ӽχ ệτᴂαθ☼├Ϭ├ ΰʺם☼βϥ Ϭ β

ϥ ῝Ặ ψʺ –ẉό ӽχם Ϭ᷈ӛΰοʺ

ӽꜛ╙ ├ὓᵊϬ├ βϥʻ⁯ ԁ ϋρϤχ ựσ“

︠ ρΰοʺ⁯ρ ὀΰννʺ ӽτΣΪϥᶆ︠ χừ

σ ὀʾẸ τ ϛσΥϣꜛ╙ ├Ϭ βϥʻ 

 ᾉϞ ◙ ◕τ βϥ ӽꜛ╙ ├

ЈрЌ˔ψʺΜϩωḚ χϵзϯЫК˔Ѕа˔ρΰοʺꜛ

╙ › ├ ЈрЌ˔χ◦כϬ ΪννʺḚ χ◕Ỹ

χ ӽꜛ╙ ├ὓᵊχ├ ʾ Ḛ ʾᾁ ϒχ◦כ

Ϭ“ΞʻϘθʺꜛ╙ ├ρ χ☼├ ρχЀ˔ДϰК˔Е

Ϭ Ξꜛ╙ ├χ ԌϬ ΰθϤ Ϭ

βϥσςΰοʺꜛ╙ ├Ϭ ӽξΨϤρΰο › τ

βϥάρΥṍ ήϦϥʻ 

 

˻ḩἰ ˼ 

ὲʺӺ ʺ ♅ʺễӾʺ ʺ ζχ χꜛ╙ ├

τḩἰβϥ χ Ϟ ᶘʾᶘ ʺ ḩἰ

ψΰσΜΥζχᶨ Υꜛ╙ ├τṄ ΰ ϥỘᵦ

χḩἰ ψʺ⁯ϬấΫοꜛ╙ ├τ︡Ϥ Ϛάρχ

τḦϙʺζϦηϦχᶨ χ τᴂαο ớ

τꜛ╙ ├τ╥ᵊβϥʻ 

˻ ḧ ˼ 

ӽπᶨ βϥ ḧ ψʺ ꜛ╙ ♁Ϭ ρβϥ

ᶨ χϙσϣγʺ ὲʺӺ ʺ ♅ʺễӾʺ ʺ ζ

χ χḩ βϥ πχᶨ ϜϋΜοψꜛ╙ ├τṄ

ΰ ϥρΜΞάρϬ ᵔΰοʺ χ︠ ρχ ὀʾẸ χ

ᴞʺ⁯ʺ ῝Ặ Τϣχ◦כϜ σΥϣʺ ớ τ

ꜛ╙ ├τ╥ᵊβϥʻ 

 

˻ḼỘ˼ 

ḼỘψʺ Ϭᾼיּ ΰὊↄᶨ ϬְϚּזᵓ ∕ρΰ

οʺζχᾼ βϥ χיּ χὲῴχ ⱱẉό χ

ӗ χᶎ Ϭ ϥάρσςτϢϤꜛ╙ ├τΣΜο

σ ᶤϬᴮθδϥάρʺІЕйІḩ ḆϞỠכ τϢ

ϥꜛ╙ψʺ Ϟζχᴪ τρμοὓϤ ϦσΜἂ πΚ

ϥιΪπσΨʺὫᴮρΰοʺḼỘχᶨ Ϟ ▀ χ ᴞϬ

ϜθϣβάρϬ ꜡ΰʺ ớ τꜛ╙ ├τ╥ᵊβϥʻ 

 

˻⁯ ˼ 

⁯ ψʺꜛ╙χ ệϞ Φϥάρχ ᶧ σ◦כρΰο

χꜛ╙ ├χ τ βϥ ᵔρḩ Ϭ ϛϥρρϜ

τʺꜛ╙τ Μ₅ϘϦϥρΜΞḾṐψˮ τπϜṞάϤ

ϥḾṐ˯πΚμοζχ ›τψ Ττכ ϬẐϛϥάρΥ

πΚϥρΜΞάρϬ ᵔΰʺϘθʺḾṐτḪμθ χ

Ϟ ὂΥ ᵔήϦτΨΜᾝםϜ ϘΠʺζΞΰθ

Ϟ ὂϒχ ᵔϬ ϛϥϢΞ ϛννʺꜛϣχ χ Ϟ

Ϥχ χ χ τṓξΦʺ τ βϥάρΥπΦ

ϥϢΞτβϥʻ 

ꜛ╙Υּזᵓ χ πΚϤᵈΥⱧπΚϥάρϬ ꜡ΰʺ

ˮ Ϝꜛ╙τ Μ₅ϘϦϥάρχσΜּזᵓχםᾝ˯χθϛʺ

︠ τꜛ╙ ├τ︡Ϥ Ϛʻ 

 

4 ꜛ╙ › ├τΣΪϥ χ ☼├ 

 

ˮ 2 ꜛ╙ › ├χṁ ―Π ˯Ϭ ϘΠʺ ʺ

τ τ︡Ϥ ϘσΪϦωσϣσΜ☼├ρΰοʺṁ

χᵠ χ ☿ʺ8 νχṁ ☼├ẉόᵈΥ⁯χꜛ╙Ϭ

ϥᾝ Ϭ ϘΠο σϥ︡ ΥẐϛϣϦϥ☼├ τלμ

οʺӟᴞχ☼├Ϭ βϥʻ 
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σΣʺ₈ῇχ ₰ᾆẕχ ᴮ τϢϤ θτ ρσϥ

☼├τνΜοψʺ ⱳם☼βϥάρρβϥʻ 

Ϙθʺӟᴞχ χ ☼├ψΚΨϘπϜ⁯Υ ʺ

τ︡Ϥ ϘσΪϦωσϣσΜ☼├πΚμοʺ ῝Ặ

τΣΜοϜάϦϣτ τ︡Ϥ Ϛ ΥΚϥρ

ΜΞάρπψσΜʻ ῝Ặ τΣΜοψʺ ӽτΣΪ

ϥꜛ╙χם ʺ ӽχם τᴂαο σ ☼├Ϭ

τ βϓΦπΚϥʻ 

 

1ʽ ӽйЦиχם σ︡ ϒχ◦כϬếᴟβϥ 

 28 4 Ὦʺṁ χᵠ τϢϤʺ ᾉẉό◕

ψʺ –ẉό ӽχם Ϭ᷈ӛΰοʺ ӽꜛ╙ ├

ὓᵊϬ├ βϥϜχρήϦθʻΚϩδοʺ⁯ψʺ ῝Ặ

Υ ᵺ ӽχ ệτᴂαθ☼├Ϭ├ ΰʺẉόם☼β

ϥ Ϭᴮθβθϛτ σ ᾠζχ χכ Ϭ“ΞϜ

χρήϦθάρϬ ϘΠοʺ⁯ψ ῝Ặ τ ΰο

ӽꜛ╙ם ФкТϮϱиϞ ӽꜛ╙ ├χ ├ОАϾ˔

Ѕ Ϭ ằβϥσςΰοʺ ӽйЦиχם σ︡ ϒχ

 Ϭếᴟβϥʻכ◦

 

ˢ1ˣ ӽꜛ╙ם ФкТϮϱиχ⌠  

 ⁯ψʺꜛ╙ › ├ ЈрЌ˔τΣΜοʺ οχ

ᾉẉό◕ ζϦηϦχꜛ╙χם Ϭ ΰθꜛ╙ם

ФкТϮϱиϬ⌠ ΰʺ ῝Ặ χ ӽꜛ╙ ├ὓ

ᵊχ├ Ϭ◦כβϥʻ˲ ῡ ˳ 

 

ˢ2ˣ ӽꜛ╙ ├χ ├ОАϾ˔Ѕχ⌠  

 ⁯ψʺꜛ╙ › ├ ЈрЌ˔τΣΜοʺ ӽ Ϭ

― ΰθΦϛ⇔ϞΤσ ├Ϭ Ϥ₅ϭι ӽꜛ╙ ├χ

├ОАϾ˔ЅϬ⌠ ΰʺ ῝Ặ χ ӽꜛ╙ ├ὓ

ᵊχ├ Ϭ◦כβϥʻ˲ ῡ ˳ 

 

ˢ3ˣ ӽꜛ╙ ├ὓᵊχ├ χ◦כ 

 ⁯ψʺ ӽꜛ╙ם ФкТϮϱиϞ ӽꜛ╙ ├χ ├

ОАϾ˔Ѕχ ằʺ ӽꜛ╙ ├ὓᵊ├ ϹϱЖжϱрχ

├ τϢϤʺ ӽꜛ╙ ├ὓᵊχ├ ʾ Ϭ◦כβϥʻ

˲ῡ ˳ 

 

ˢ4ˣ ӽꜛ╙ ├ὓᵊ├ ϹϱЖжϱрχ├  

 ⁯ψʺ ӽꜛ╙ ├ὓᵊχדᶪσ├ τⱢβϥϢΞʺ

ӽꜛ╙ ├ὓᵊ├ ϹϱЖжϱрϬ├ βϥʻ˲ ῡ

˳ 

 

ˢ5ˣ ӽꜛ╙ ├ ЈрЌ˔ϒχ◦כ 

 ⁯ψʺ ᾉϞ ◙ ◕τ βϥ ӽꜛ╙ ├

ЈрЌ˔ΥʺḚ χ◕ χꜛ╙ ├ὓᵊχ├ ʾ

Ḛ ʾᾁ ϒχ◦כϬ“ΞάρΥπΦϥϢΞʺꜛ╙

› ├ ЈрЌ˔τϢϥᾆ Ϭ αο ӽꜛ╙ ├

ЈрЌ˔Ϭ◦כβϥʻ˲ ῡ ˳ 

 

ˢ6ˣꜛ╙ ├χ Ԍχ ʾ χ χ  

 ⁯ψʺ ῝Ặ Υꜛ╙ ├ρ χ☼├ ρχЀ˔Д

ϰК˔Е Ϭ Ξꜛ╙ ├χ ԌϬ ΰθϤ

Ϭ βϥσςΰοʺꜛ╙ ├Ϭ ӽξΨϤρΰο

› τ βϥάρϬ βʻ˲ ῡ ˳ 

 

2ʽ⁯ ԁ ϋρϤχṓξΦρᾋ︢ϤϬ β 

28 4 Ὦʺṁ χᵠ τϢϤʺζχṁ τ

ΣΜοʺꜛ╙ ├Υˮ Φϥάρχ ᶧ σ◦כ˯ρΰο

ήϦϥϓΦάρΥ☼ם ṜήϦϥρρϜτʺάΞΰθꜛ╙

├χ ☿τνΜο⁯ χ ᵔρḩ Ϭ ϛϥθϛʺ⁯

χ χṛ Ϝᵠ ήϦθʻϘθʺ⁯ẉό ῝Ặ ρ

ΰοϜʺꜛ╙ ├τḩβϥ⁯ χ ᵔϬ ϛϥϢΞ σ

Ϭ„γϥάρΥ πΚϥάρΤϣʺꜛ╙ ḧẉ

όꜛ╙ ├ếᴟὮḧτνΜο θτṛ ήϦθʻ 

ꜛ╙τ Μ₅ϘϦϥρΜΞḾṐψˮ τπϜṞάϤ ϥ

ḾṐ˯πΚϥΥʺḾṐτḪμθ χ Ϟ ὂΥ ᵔήϦ

τΨΜᾝםΥΚϤʺζΞΰθ Ϟ ὂϒχ ᵔϬ ϛϥ

άρϜḯϛοʺꜛ╙χ ψԁ χ Ϟ ӽιΪχ π

ψσΨʺ⁯ ϜΥ ⱧּיρσϤ ϥ σ πΚϥά

ρτνΜο⁯ χ ᵔχ Ϭ ϥ ΥΚϥʻ 

Ϙθʺꜛ╙τ βϥ῏μθ ꜡Ϟ ᾋϬ ΰʺ Ϟ

ϣΰχḾṐτḪμθ ›τψ Ττכ ϬẐϛϥάρΥ

πΚϥρΜΞάρχ ᵔϬ βϥάρϬ αοʺꜛ

χ ϤτΜϥΤϜΰϦσΜꜛ╙Ϭ―ΠοΜϥ χ ∕

τṓξΦʺ◘ΜτṄϤ Μʺ ϬΤΪʺ Ϭ Φʺ τ
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ᴂαο ᴪτνσΧʺᾋ︢μοΜΨρΜΞꜛ╙ ├τΣ

Ϊϥ⁯ ԁ ϋρϤχ ᶤ τνΜοχӪ꜡ΥẶ ήϦ

ϥϢΞʺễӾᶨ ʺῲ ᶨ Ϭ αθἴ ⱧỘϬ ᵫβ

ϥʻ 

 

ˢ1ˣꜛ╙ ḧρꜛ╙ ├ếᴟὮḧχם☼ 

ṁ 7 τṛ βϥꜛ╙ ḧˢ9 Ὦ 10 Τϣ

16 Ϙπˣẉόꜛ╙ ├ếᴟὮḧˢ3 ὮˣτΣΜοʺ⁯ʺ

῝Ặ ʺḩἰ ʺ ḧ Υ ὀΰοˮΜχκ

◦Πϥꜛ╙ ├˯ρΜΞ Ϭ τ κ ΰοἴ ᶨ

Ϭ βϥʻΚϩδοʺἴ ᶨ τϢμοכ ϬẐϛϥτ

♩μθ ϙϬ Πθ Υ σ◦כΥ ΪϣϦϥϢΞʺ◦

Ϭ├כ τם☼βϥʻϘθʺꜛ╙ ḧϞꜛ╙ ├

ếᴟὮḧτνΜο ⁯̋ χ 3 τ 2 ӟ Υ Μθάρ

ΥΚϥϢΞτβϥάρϬ ◙βʻ˲ῡ ḩ̋ἰ ˳ 

 

ˢ2ˣⱪ χꜛ╙ ├τⱢβϥễӾχם☼ 

ᶘ τΣΜοʺ ᾓᶨ ʺ ӽχ‰ יּ ρχ ḧῖ

Ϭᶨ βϥσςΰοʺⱪ Υ χ ήϬםḇπ

ΦϥễӾτ ϥάρσΨʺּזᵓτΣΜο βϥᴦ χ

Κϥ ˑσ₉ ʾІЕйІϒχ Ϭ τ Ϊϥθϛ

χễӾs ͨͤͨχ ΰ τḩβϥễӾˣ̋ χὲῴχ ⱱτ

ἰϥễӾϬ βϥρρϜτʺⱪ χ Φϥάρχ

ԍϬ ϞβάρϬ αοꜛ╙ ├τⱢβϥễӾχם

☼τΰΪθḕẽξΨϤϬ ϛϥʻ˲ ᴬᶘ ˳ 

18⅞ӟᴞχꜛ╙ψʺ ṍẈỘ Ϊτẍ βϥἱΰΥΚϥ

άρΤϣʺ ṍẈỘ Τϣ ṍẈỘṍḧ ʺ ṍẈỘ Ϊ

χⱲṍτΤΪοʺ ᶘ ʺ ᶘ ʺ‰ ᶘ  τΣΪϥ

ṍ ᾋʾᾋ︢Ϥ χ︡ Ϭ βϥʻ˲ ᴬᶘ ˳ 

ήϣτʺЮДϰϯзГжЄ˔ễӾρρϜτʺ Яжи

ễӾẉόӸ ʾ ᵲ ├Ϭ βϥʻ˲ ᶕ ʺ ʺ

ᴬᶘ ˳ 

 

ˢ3ˣꜛ╙Ϟꜛ╙ḩ Ⱨ τḩβϥ ΰΜ ꜡χ ẉ 

ꜛ╙Ϟꜛ╙ḩ Ⱨ τḩβϥḧӸμθּזᵓ Τϣχ

Ẁρ⁯ ԁ ϋρϤχḾṐ ἎⱲχ ᴂ ˢכ ṆẐ

Ṫ ˣϬ‰ϛϥθϛʺϱрЌ˔КАЕˢІЫ˔ЕТ϶рʺ

ὀ ϬḯϚʻx Ϭ ớ τᶨ ΰο ΰΜ ꜡χ

ẉϬ βϥʻ˲ ῡ ˳ 

Ϙθʺꜛ╙ χᶤ› Υ‰ΜάρΥ◙ ήϦοΜϥ

ЫϱЛзГϰτνΜοʺ ᵔϞ ᾋ Υζχ ὂτΚ

ϥּזᵓ ԍχԁνπΚϥρ Ποʺ ᵔ χ︡ Ϭ

βϥʻ˲ ʺῡ ˳ 

ꜛ╙ψʺζχ ΨΥ Μ₅ϘϦθ χ♂πΚϥΥʺζχ

ԁ πʺ τψʺ ṓσςτϢϤ τꜛ╙π Ψσϥ

ΥΜϥάρϜʺ δο βϥʻ˲ ῡ ˳ 

 

ˢ4ˣΞν τνΜοχ ẉἴ χ  

жϱТІГ˔Ѕ χ Ξν ϞΞν χ Ḇכ

τ βϥ ΰΜ ꜡χ ẉʾἴ Ϭ“ΞάρτϢϤʺ ṍ

Ẉ ʾ ṍ ʾ ṍ Ϭ βϥʻ˲ ῡ ˳ 

 

3ʽꜛ╙ › ├χ τⱢβϥ ₰ᾆẕ Ϭ βϥ 

Ϟӹיּ╙ꜛ χФжϱНЄ˔τ ΰννʺꜛ╙ ›

├χ τⱢβϥ ₰ᾆẕ Ϭ ᶑ τם☼βϥρρϜ

τʺζχὫᴮϬꜛ╙ ├χם σ♪ ΤϣϜᾁ ΰʺᾁ

τϢϥ ᴮ Ϭ ϞΤτ ӽꜛ╙ ├χם τḥᾕβ

ϥʻ 

 

ˢ1ˣꜛ ╙χם Ϟꜛ╙ ├χם☼ ệ τḩβϥ ₰ᾆẕ

ẉόᾁ  

ᵓזּ ԍϬḯϚꜛ╙χᾖԍʾ ὂʺꜛ╙τ♩ϥὊᵃϬ

ᶑ τ Ӄΰʺ ὲʺӺ ʺ ♅ʺễӾʺ χ ӽ

τΣΪϥᾤ ᴂϞ ᵠ Ϭ ήδϥθϛχם

₰Ϟʺꜛ╙ ╙ꜛϬḯϚיּ χיּ ӽτΣΪϥὋ

τḩβϥכ◦ ₰ Ϭם☼βϥʻ˲ ῡ ˳ 

ꜛ╙ › ├ ЈрЌ˔τΣΜοψʺꜛ╙ ├ χ

͙͖ͥ͘Ђϱϼиχᶆ ᵬχ ├ᵃ τ σ ₰ẉό

ΦΤΪϬ αοʺꜛ╙ ├Ϭם βϥρρϜτʺ σ

Д˔ЌϞᴬᶘ ϵРДрІχ χθϛʺᾆẕχϽжрЖ

ДЃϱрτṁξΦˮᶗ ꜛ╙ᾆẕ ФкϽжЭ˯Ϭ

βϥʻ˲ ῡ ˳ 

Ϙθʺ ῝Ặ ʺḩἰ ʺ ḧ Υם☼βϥ

ꜛ╙χם ᵔ χθϛχ ₰χὫᴮ Ϭ☼├τΜΤδϥ

ϢΞʺ χ ʺ ằ Ϭ ϛϥʻ˲ ῡ ˳ 
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ˢ2ˣ ₰ᾆẕẉόᾁ τϢϥ ᴮχᶨ  

⁯ʺ ῝Ặ τΣΪϥꜛ╙ ├χḼᵊʺ ӛτⱢ

βϥθϛʺꜛ╙ › ├ ЈрЌ˔τΣΪϥꜛ╙χם ʺ

ꜛ╙τḩβϥ ᵰχ ₰ᾆẕ ꜛ╙ ├τḩβϥ χ

ʾ ʾ χὫᴮϬ ϞΤτᶨ βϥʻ˲ῡ  ˳

 

ˢ3ˣ σ︡ τḩβϥ χ ʺ ẉό ằ 

῝Ặ Υꜛ╙χם ʺ ӽχם τᴂαθ ├Ϭ

Ḽᵊʺ ӛʺם☼πΦϥϢΞʺꜛ╙ › ├ ЈрЌ˔

τΣΪϥʺꜛ╙ם ФкТϮϱиϞ ӽꜛ╙ ├χ ├О

АϾ˔Ѕσς σ χ ằˢ ῝Ặ χṛ ʺ

χ Ⱨ χ ằϬḯϚʻx Ϭ βϥʻ˲ ῡ

˳ 

 

ˢ4ˣ◓ςϜʾֿיּבχꜛ╙ τνΜοχ ₰ 

ⱪ χꜛ╙χ Ϟἱΰʺ ὂϞὊӳσςϬ ΰ

σΥϣʺⱪ χꜛ╙Ϭ Ω ├τνΜο ₰ᾆẕϬ“

Ξʻ˲ ᴬᶘ ˳ 

Ϙθʺⱪ χꜛ╙τνΜοʺ ΰΜ ₰Ϭ“Ξτ

θϤʺⱧםχ ᴣ τ‰ σ Ϭ βϥ ›Ϟʺ

ӹ Υᶘ  ψễӾӦԌᵓΥ︠ ρσϥ ₰Ϭ ϘσΜ

› ʺ τᴂαο םτϢϥיּ╣ ӃϬ ϛϥʻ˲

ᴬᶘ ˳ 

בֿ χꜛ╙ ├Υᴿ ρσμοΜϥάρϬ ϘΠʺֿב

χꜛ╙Ϟיּ Φξϣήτḩβϥ◦כԁ ἷχ ₰Ϭ◦כ

βϥʻ˲ ῡ ˳ 

 

ˢ5ˣ♂ԍẕ ρχ τΣΪϥꜛ╙χם ᵔ  

ᵓזּ ԍϬḯϚꜛ╙χᾖԍʾ ὂʺꜛ ╙τ♩ϥὊᵃ ʺ

ꜛ╙χם χ ᶑ σ Ӄτ θμοψʺˮ ♂ԍẕ

ὓᵊ˯s 26 6Ὦ 13 ᶕṳὨ ˣτṁξΨʺ♂ԍ

ẕ τϢϤ ϣϦθ χᶨ ϬḯϚ♂ԍẕ

☼├ρχ Ϭếᴟβϥʻ˲ ᶕ ʺῡ ˳ 

ӽꜛ╙ ├ ЈрЌ˔τΣΪϥʺˮ ♂ԍẕ

ὓᵊ˯τṁξΦ ᾉτ ήϦϥ♂ԍẕ Ẹṳ

ᵓẉό ὲ ρχ ӽχ ệτᴂαθ ὀʺ ὓ 33

χṛ τṁξΨ♂ χ ₰ʾ ʺ ӽχꜛ╙χם

Ӄϒχᶨ Ϭ βϥʻ˲ ᶕ ʺῡ ˳ 

◓ςϜχꜛ╙ χם Ӄτᶨ πΦϥϢΞʺ ӽ

τΣΜοβπτ︡Ϥ ϙννΚϥ◓ςϜχ ♂ ˢꜛ╙

ϬḯϚʻxτ βϥЎаϱиЖДІйРв˔Ϭʺ ⁯ τ

βϥʻ˲ ῡ ˳ 

 

ˢ6ˣΞν χ Ḇχכ ᵔ ʺⱵ χᵫ ẉό

ӽχὋ ϾϯЄІГЭχᵫ τνσΥϥᶘ∑ ᾆẕ 

ꜛ╙ ├Ϭ βϥ π σΞν χ Ḇχכ

ᵔ ϞⱵ χᵫ Ϭ ϛϥρρϜτʺΞν χḆ

Υיּ ӽτΣΜοὋ τϾϯΥ ΪϣϦϥϢΞσЄІ

ГЭχᵫ τνσΥϥᶘ∑ ᾆẕϬ ΰʺζχὫᴮτν

Μο ẉϬ ϥʻ˲ ῡ ˳ 

 

ˢ7ˣṌ Ɫ χ ᶨ χ  

ὕ╔Ϟ Υ βϥꜛ╙ ὓẉόζχḩ Ɫ Ϭ◐

ϛḩἰṐḩΥ βϥⱢ τνΜο ӽꜛ╙ ├χ

τΜΤδϥϢΞτβϥθϛ Ϭ ΰʺ ằϬ βϥʻ

˲ὕ╔ ʺ ʺῡ ˳ 

⁯ʺ ῝Ặ τΣΪϥ ẤτṁξΨꜛ╙ ├χḼ

ᵊʺ ӛτⱢβϥθϛʺꜛ╙ › ├ ЈрЌ˔τΣΪ

ϥꜛ╙χם ʺꜛ╙τḩβϥ ᵰχ ₰ᾆẕ ρρϜτʺ

ᴅ ρΰοḂ Д˔Ќᶨ ᵓṳχᴞτ

θτ ΤϦϥ͚͗ͥ͢ ӦԌᵓˢᴠ ˣ ρ ὀΰʺ

ꜛ╙ ├τⱢβϥṌ χ ὓЬϼкД˔ЌʺṐ χ

‰Μ“ Ṝ Ϭӗ τ ʾ ʾ βϥϷрЂϱ

Е☼ ϬἹ ΰʺ Ὣᴮχ ├ ộʾ ꜛⱵ ϒχ

ằϬ βϥρρϜτʺ ӽτΣΪϥꜛ╙χם ʺ ӽχ

ם τᴂαθ︡ Υ ϛϣϦϥϢΞʺꜛⱵ Ϟ ӽ ḧ

Υ βϥḩ Д˔Ќχ ρζχ Ὣᴮχ ằϞ

ζχ ᶨ χ◦כʺ ӽτΣΪϥ σ︡ χ ⁯ϒχ

ẉσςϬ βϥʻ˲ ʺῡ ˳ 

 

4ʽꜛ╙ ├τἰϥ ∙χᶎ ʺ ẉόⱢלχΰ Ϭ ϥ 

ꜛ╙ ├χ ᴪρΰο τꜛ╙ ├τἰϥ ∙

χᶎ ʺ ʺⱢלχΰ Ϭ ϥάρψϜκϧϭʺ ˑσ

τΣΜο Φϥάρχ ᶧ σ◦כτḩϩμοΜϥ

ᴪϞ◦יּכ Ϭꜛ╙ ├τἰϥ ∙ρΰοᶎ ʺ

βϥάρΥ ρσμοΜϥάρϬ ϘΠοʺ ῲΜ
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πꜛ╙ ├ễӾϞᾆ Ϭם☼βϥʻϘθʺꜛ╙Ϟꜛ╙ḩ

Ⱨ τḩβϥ ΰΜ ꜡Ϭ ẉΰθϤʺꜛ╙χḾᾑϬꜘ

βЂϱрτṓξΦʺ ϬΤΪʺ Ϭ Φʺ τᴂαο

ᴪτνσΧ ᾋ̋︢ϥʺˮ Ͽ˔ЕϺ˔О˔ χ˯ ᶤϬ Ξ

∙ Ϭ βϥʻꜛ╙ ḧϞꜛ╙ ├ếᴟὮḧ χṐ

ᵓϬ ΠʺῲΨ Ϭ ϛϥάρτϢϤʺ⁯ χ 3 τ

1 ӟ ΥϿ˔ЕϺ˔О˔τνΜο ΜθάρΥΚϥϢΞ

τβϥάρϬ ◙βʻϘθʺάϦϣ ӽχ Ɫᾛχ ὀ

Ϭ ΰʺ ᶧ σ◦כχ▫ ϙϬ  βϥ ᶤϬ Ξ

∙Ϭ βϥʻ 

 

ˢ1ˣ ᶘϞ ᶘ  ρ ὀΰθꜛ╙ ├ễӾχ  

 Φϥάρχ ᶧ σ◦כρΰοꜛ╙ ├Ϭ βϥ

τ θμοψʺꜛ╙ ├Ϟꜛ╙χзІϼ ԍϒχ ᴂτἰ

ϥ ∙χᶎ ʺ ẉόⱢלχΰ Υ πΚϥάρΤϣʺ

Ӻ ʺ ὲ ♅ʺ τḩβϥ ᴪσςϬ βϥ

ᶘʺ ᶘ ʺḩἰ ρ ὀΰοꜛ╙ ├ễӾϬ

βϥʻ˲ ᴬᶘ ʺῡ ˳ 

 

ˢ2ˣꜛ╙ ├χ ὀ Ϭ Ξ ∙χ  

ӽτΣΪϥḩἰṐḩʺḩἰ ʺ ḧ ʺ ᴪʺ

ζχ χϿ˔ЕϺ˔О˔ χ ὀϬ βϥθϛʺḩἰּי

ḧχ ὀ Ϭ Ξ ∙χ ẉό Ϭ βϥʻ˲ ῡ

˳ 

 ꜛ╙зІϼϬ ΠοΜϥ τṄϤ ΜσΥϣʺ ӽτΣ

ΪϥḩἰṐḩϞ ᴪ ρ ὀΰοᴿ ᵔὨσςϬ ΰ

ο χꜛ╙зІϼΥיּ ᴞβϥϘπ ἷχ◦כϬ

Ξ ∙χ Ϭ βϥʻ˲ ῡ ˳ 

 

ˢ3 ΤxΤϤνΪχӺ◖ χꜛ╙зІϼ ᴣẉό ᴂṪ

τḩβϥⱢלχΰ  

Ξν χ ψיḆḆּכ Υ ϥάρϜ Ψʺ

ΤΤϤνΪχӺ◖ Ϭ βϥάρϜ ΜάρΤϣʺ

ᾆ χӺ◖Ϭ βϥᵃ Ϟ ᵶễӾ χṐᵓϬ αʺ

ΤΤϤνΪχӺ◖ χΞν χ Ḇχכ ᵔρ ᴂ

ẉόḆּיχּזᵓ σ ὂ ԍϬ― ΰοꜛ╙зІϼϬ

ᶎτ ᴣπΦϥṪ χΰ ẉόʺ ӽτΣΪϥꜛ╙ ├Ϟ

ˑσ χ ṐḩϞ◦כ├τḩβϥ ꜡χ ẉϬ

ϥʻ˲ ῡ ˳ 

 

ˢ4ˣễ Ԍτ βϥ ẉἴ  

ⱪ ρ ˑ ΰοΜϥᶘẘ ʺ ῐễ χễ

ԌϞʺᶘ τḩϩϥ ᶘ χễ Ԍτ ΰʺͨͤͨχ

ΰ ϬễΠϥιΪπψσΨʺ◓ςϜΥ ΰθͨͤͨτν

Μοʺ Ӥχ ΥṓξΨḇ ϬΜΤτ‰ϛʺϘθʺςχ

ϢΞτ Ϊ♁ϛϥΤσςτνΜο ẉἴ Ϭם☼βϥθ

ϛʺᾆ τⱢβϥễ∙χ⌠ ʾ σςτϢϤ︡ χ◦כ

Ϭ“Ξʻꜛ╙ּיχӹⱪ τ βϥϾϯϜḯϛễӾ Ϭ

βϥễ ԌχⱢלΰ χθϛχᾆ Ϭם☼βϥʻϘθʺ

ꜛ╙ χᶤ› Υ‰ΜάρΥ◙ ήϦοΜϥ Ыϱ

ЛзГϰτνΜοʺ ᵔϞ ᾋ Υζχ ὂτΚϥּזᵓ

ԍχԁνπΚϥρ Ποʺễ Ԍχ ᵔϬ βϥʻ

˲ ᴬᶘ ˳ 

 

ˢ5ˣ ӽ ὲІЌАТϞ▀Ộ ὲІЌАТχⱢלχΰ  

⁯ψʺ ῝Ặ Υ ὲ ♅ЈрЌ˔ʺ ὲ

τΣΪϥ χὲῴ τḩβϥ Ṑ Ϭΰ ήδϥθ

ϛʺ ὲ◖ χ ӽ ὲІЌАТτ βϥ χὲῴξΨϤ

Ϟ ᵺ ӽχꜛ╙ ├τνΜοχⱢלΰ χθϛχᾆ

Ϭ ӽꜛ╙ ├ ЈрЌ˔ρẸ ΰοם☼βϥάρϬ

˲βϥʻכ◦ ῡ ˳ 

Ϙθʺ ӽτΣΪϥЮрЌиХиІ ├Ϭ βϥθϛʺ

▀Ộ ὲІЌАТχⱢלΰ χθϛχᾆ Ϭ βϥʻם

˲ῡ ˳ 

 

ˢ6ˣᵒῐ◦כ Ԍ τ βϥᾆ  

ᵒῐ◦כ Ԍʺᵒῐ ᵓזּʺ●♅ ♅● χᵒῐⱧỘ

Ⱨּיχᾆ χṐᵓϬ αʺ χὲῴξΨϤϞꜛ╙ ├

τḩβϥ ꜡χ ẉϬ ϥʻ˲ ῡ ˳ 

 

ˢ7ˣ ӦԌʾⱪ ӦԌ ϒχᾆ  

︠ χᾋ︢Ϥᶨ Ϭ◦כβϥθϛʺ ӦԌʾⱪ

ӦԌ τ βϥ χὲῴξΨϤϞꜛ╙ ├τḩβϥ☼├

τνΜοχᾆ Ϭם☼βϥʻ˲ ῡ ˳ 

 

 



資料編 

 

87 

第
１
章 

第
２
章 

第
３
章 

第
４
章 

第
５
章 

資
料
編 

ˢ8ˣּזᵓ ԍτḩ βϥ ԌχⱢלχΰ  

ᶨЈрЌ˔ʺ ῝Ặ χ № ῢʺ

Ῥᵓʾ Ῥᵓṳ χὊְ ῢʺМк˔м˔ϼχ

ῢ χ Ԍʺ ♅Ⱨ χϾ˔Ім˔ϸ˔ʺ ᶨ₉

ẖּיꜛ Ԍτכ◦ⱧỘτΣΪϥכ◦ ΰʺ ӽχꜛ╙

├ϞЮрЌиХиІτνΜοχ ΰΜ ꜡χ ẉϬ

βϥʻ˲ Ỳ ʺ יּ ʺῡ ʺὊↄ▀Ộ ʺḩ

ἰ ˳ 

 

ˢ9ˣӹ τ ᴂβϥ῝ Ṑḩχ ԌχⱢלχΰ  

ὕ╔Ḃʺ Ԍ χ῝ Ṑḩπꜛ╙τḩ ΰθỘ τ

Ⱨβϥּיτ ΰοʺ σӹ ϒχ ᴂ τḩβϥ

꜡χ ẉϬ βϥʻ˲ ὕ╔ ʺ ˳ 

 

ˢ10ˣ ˑσ πχϿ˔ЕϺ˔О˔χ  

ῐ●ʺ◄ ● ʺ № χ τḩβ

ϥ ᴪʺ −ʺӺ Ϭ αο χὲῴ

τḩβϥ τ βϥṐᵓΥ Μ −◖ʺ ṍ Τνԁ

Ⱳḧ᾽ẁτ βϥṐᵓΥ ΜάρΤϣ᾽ẁχὲῴ

χ ᴟτṓξΨᴦ χΚϥ ◖ Ộ χ ל ʺϿ˔

ЕϺ˔О˔ρΰοχ ᶤΥṍ ήϦϥ ỘτνΜοʺ ӽ

χꜛ╙ ├ϞЮрЌиХиІτḩβϥ ꜡χ ẉτⱢβ

ϥ ằ ʺḩἰ τ σ◦כϬ“Ξάρ Ϭ αʺ

Ͽ˔ЕϺ˔О˔ χ︡ Ϭ βϥʻ˲ῡ ḩ̋ἰ

˳ 

⁯ ԁ ϋρϤΥʺ Ϥχ χӰ τṓξΜθ ›τψ

ựσϿ˔ЕϺ˔О˔ρΰο τ“ βϥάρΥπΦ

ϥϢΞʺ σṁ ꜡χ ẉϬ ϥʻ˲ ῡ ˳ 

 

ˢ11ˣꜛ╙ ├ Ⱨּיϒχ χϾϯχ  

῝Ặ χỘ Ϟ ḧ χᶨ τ Ⱨβϥ Ϝ

ḯϚꜛ╙ ├ ⱧּיτνΜοʺ Υꜛ╙Ṍיּ τ♩μθ

›Ϝḯϛοꜛ╙ ├ Ⱨּיχ χὲῴϬӲⱱβϥθϛ

χ▫ ϙξΨϤϬ βϥρρϜτʺ χὲῴτḩβϥ

ᾋϬΜΤΰθ◦כ χ ẉϬ ϥʻ˲ ῡ ˳ 

 

ˢ12ˣᴪ Ϟ Ϭḯϛθ◦יּכϒχ◦כ 

 ϙϬ ΠϥּיιΪπσΨʺ ϙϬ ΠϥּיϬ◦כβϥ

ᴪ Ϟ Ϭḯϛθ◦יּכΥᾩ δγτβϚϢΞʺάϦ

ϣχᴪ τ βϥ◦כϬ βϥʻ˲ ῡ ˳ 

 

ˢ13ˣᾆ Ɫ∙χᵫ   

⁯ʺ ῝Ặ Υᵫ℗βϥꜛ╙ ├τḩβϥ ˑσ

∙χ ʺⱢלχΰ χθϛχᾆ Ϭ◦כβϥθϛʺᾆ

Ɫ∙χᵫ Ϭ βϥρρϜτʺꜛ╙ › ├ Јр

Ќ˔τΣΪϥ῝ ṐḩϞ ḧ χᾆ ⱧỘϬ βϥʻ

˲ῡ ˳ 

 

5ʽ χὲῴϬ◦כβϥḕẽχ ρ χὲῴξΨϤϬ

βϥ 

ꜛ╙χᾖԍρσϤ ϥ ˑσІЕйІτνΜοʺІЕй

І ԍχὖᾚʺІЕйІϒχ σ ᴂσς χὲῴχ

ⱱʾ τᴥΠοʺᵃ ϞМжІЮрЕχ ├σς

ḕẽχᵠ χθϛχʺ ʺ ӽʺᶘ τΣΪϥ

Ϭ ϛϥʻ 

 

ˢ1ˣ τΣΪϥЮрЌиХиІ ├χ  

ᵃ ♂ ΥσΨʺ▫Ⱨρ ᶨϬ ήδʺὲῴπ ΰם

ο Φ ΪϥάρχπΦϥּזᵓχםᾝχθϛʺˮ ᵃ ♂

χ ♁χθϛχ ├τḩβϥ – τ˯ṁξΦʺ ₰ᾆẕ ʺ

ἴ ʺ χ ʺ ḧ χᶨ τ βϥ◦כ

χᵃ ♂ χ ♁χθϛχ ├Ϭ βϥʻ˲ ῡ  ˳

Ϙθʺ τΣΪϥЮрЌиХиІ ├χ Ϭם β

ϥθϛ ԏ̋Φ Φʺˮ χיּ χὲῴχ ⱱ χθϛχ

◙ ˯χ ẉἴ Ϭ ϥρρϜτʺ ӗ ־ χᵠ

τϢϤ 27 12 Ὦτ ήϦθІЕйІЎϴАϼ

χם☼χ Ϭ αοʺⱧỘ τΣΪϥЮрЌиХиІ

├χ σϥ ẉϬ ϥʻ δοʺІЕйІЎϴАϼ

χ ☿Ϭ ϘΠʺ Ⱳḧ σςχ ᴻχЎϴАϼχ

♪ ιΪπψσΨʺ χ ḧḩἰϞ◦כḩἰρΜμθל

ᴻχЎϴАϼχ♪ Ϝ ϘΠοʺ ḕẽχᵠ Ϭ

μοΜΨϓΦπΚϤʺІЕйІЎϴАϼὫᴮϬᶨ ΰθ

Ϭ ϘΠθ ḕẽᵠ τἰϥ︡ χ Ⱨ χ

ʾẶ ʺ ḕẽᵠ χם☼ τ βϥ χ

Ϭכ◦ αοʺⱧỘ τΣΪϥЮрЌиХиІ ├Ϭ

βϥʻ˲ ῡ ˳ 
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ᴥΠοʺ Ψ χЮрЌиХиІʾЪ˔ЌиЂϱЕτΣ

Μοʺ › σ ằϞ ʾЮ˔и Ϭם☼βϥρ

ρϜτʺᶆ ᾉτΚϥ▀Ộ ὲ ЈрЌ˔τΣכ◦‹

Μο Ⱨ̋Ộּיϒχἴ ЈЬЗ˔ Ⱨ̋Ộ χ Ⱨ ʾּי

▀Ộ ὲІЌАТϒχᾆ ʺⱧỘ ϒχᾤ τϢϥֿב

ϞḚיּ ḗ τיּ βϥЮрЌиХиІ χ

τḩβϥᾆ σςϬם☼βϥʻ˲ ῡ ˳ 

ṛ ⱧỘ τ ΰοψʺӗ ־ Ḛ Υ γΰϜ

πσΜάρΤϣʺ▀Ộ ὲ ЈрЌ˔χכ◦‹ ӽ

ῢτΣΜοʺᾤ τϢϤЮрЌиХиІ Ϭḇα

οΜϥ τיּ βϥ ᴂσςϬם☼βϥρρϜτʺ

ṛ ⱧỘ τΣΪϥІЕйІЎϴАϼχם☼ τ β

ϥ Ϭ αοʺ ṛ ⱧỘ τΣΪϥЮрЌиХ

иІ ├Ϭếᴟβϥʻ˲ ῡ ˳ 

ήϣτʺˮ Φ ᵠᶗם“ὓᵊ˯s 29 3Ὦ 28

Φ ᵠᶗםᾝᵓṳὨ ˣϞˮὲῴʾӺ ˯s 26

7Ὦ 22 ᶕṳὨ τxṁξΦ ▀̋ỘӺʾ▀Ộ ὲṐ χế

ᴟʺ Ⱳḧ χ ʺ ṛ χִי“χếᴟʺὲῴὊְχ

ẉ ϬζϦηϦם☼βϥρρϜτʺζϦϣϬ ή

δοԁ τ βϥʻ˲ ῡ ʺὊↄ▀Ộ ˳ 

ϘθʺԏΦ ΦʺЪ˔ЌиЂϱЕϞḼỘΰΪЈЬЗ˔Ϭ

αοʺῲΨ⁯ ẉό ►ϒχ ʾῲ Ϟ ►χἇ

σ︡ χ Ϭ ϥρρϜτʺ θτʺ Ḛ ϞЮрЌ

иХиІ ├χ ᴪ Ϭ τʺḼỘτ ΰοОм˔М

жІЮрЕ ├χ︡ Ϭ◙ πΦϥ ∙Ϭ βϥθϛ

χᾆ Ϭם☼βϥρρϜτʺЮрЌиХиІ ├τἰϥ◙

χ∑τ О̋м˔МжІЮрЕ ├χ◙ Ϝ“Ξʻ˲ῡ

˳ 

ήϣτʺ οχⱧỘ τΣΜοЈϼЄвϯиМжІЮр

Еẉό ʾ ▀ τḩβϥМжІЮрЕΥΚμοψσϣ

σΜρΜΞ χ ᶎᴟẉόζχ ʾἴ ʺ ῢχ

χ Υ„αϣϦϥϢΞʺϘθʺάϦϣχМжІЮ

рЕⱧӛΥ αθⱧỘ τ ΰοψʺ σⱧῇχ ᴂẉ

ό™ ♁χθϛχ︡ Υ“ϩϦϥϢΞ ᾉ ộ

ᾼ ḕẽʾỡ ˢעˣτϢϥ◙ χ Ϭ ϥʻ˲ ῡ

˳ 

 

 

ˢ2ˣ ӽτΣΪϥ χὲῴξΨϤ χ  

ὲ ♅ЈрЌ˔ʺ ὲ τΣΪϥ χὲῴ

Ϟζχ ὂτΚϥּזᵓ τḩβϥ ᴂṐ Ϭ

ΰ ήδϥρρϜτʺ χὲῴξΨϤτΣΪϥ ӽ ὲρ

▀Ộ ὲẉόḩ βϥ Ṑḩ ρχ ὀϬ βϥʻ

˲ῡ ˳ 

Ϙθʺ῝ Ḭ χּזᵓễӾ☼ χᶨ Ϭ βϥάρτם

ϢϤʺ ˑσ Υῖ βϥ ӽχạ ξΨϤϬ ϛϥʻ

˲ ᴬᶘ ˳ 

ήϣτʺ χὲῴχ ⱱʾ τ ΰθ῝ה σ

ςʺ ӽ Υ ΜʺἾΞάρχπΦϥ χ Ϭ ϛ

ϥʻ˲ ⁯ ῖ ˳ 

τΣΪϥ‰ יּ ♅ ├Ϭ βϥρρϜτʺ‰

χיּ ΦΥΜ ṉχθϛχ☼ Ϭ“Ξσςʺᵙ πӗ

σ ▀ḕẽʾ ᶨḕẽξΨϤϬ βϥʻ˲ ▀ ˳ 

 

ˢ3ˣᶘ τΣΪϥ χὲῴξΨϤ χ  

ὲעϞϸϳрЈзрϽи˔ЭσςϬϢϤᵫΤϦθ

ρΰοʺ ῐễ χ“Ξὲῴ Ϭ βϥρρϜτʺ

Іϼ˔иϸϳрЈж˔ϞІϼ˔иЊ˔Єаим˔ϸ˔

χ ʺẉό ỠᴟτΰΪθ︡ Ϭ ϛϥσςᶘ τΣΪ

ϥ χ Ϭם ϥʻϘθʺάϦϣχễ ԌχⱢלΰ

χθϛχᾆ Ϭ“Ξʻήϣτʺ ᶘ τΣΜοψʺᶘ

χ χ ʾ τḩβϥᴿכ◦ ϞИ˔Їϒχ ᵔϬ

ϛʺ χ ϙϬ Πϥᶘ Ϭ σ◦כτνσΩθϛχ

ễ ԌΰΪχ︡ χ Ϭ ϥ˲ ᴬᶘ ˳ 

Ϙθʺᶘ ρ ӽΥ ὀΰοʺⱪ ΥͨͤͨϬ ΰ

θρΦτζϦϬ Ϊ♁ϛϥάρχπΦϥ ựσ Ϭ

ӽτ Ϟβθϛχ︡ Ϭ βϥʻ˲ ᴬᶘ ῡ̋

˳ 

ήϣτʺⱧỘ ρΰοχᶘ χ ӗ ־ ├Ϭ

βϥʻ˲ ᴬᶘ ˳ 

 

ˢ4ˣ ṛ ←ᵲτΣΪϥ χיּ← χϾϯʺ ᶨ™ὺ χ

 

ṛ ←ᵲχ ψיּ← ˑσІЕйІ ԍϬ Πϥά

ρρσϥθϛʺᾩ ♁Ϟ χϾϯτᴥΠοʺ ᶨ™ὺ

χ ọḩ ☼├Ϭʺ ← ῇΤϣ ọχᶆ ᵬτᴂαο
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ṍτϩθϤ„γϥάρΥ πΚϥʻϘθʺ◦יּכχ

χϾϯϜ πΚϥʻζχθϛʺ ←τΣΪϥ

χיּ← χὲῴ Ϟꜛ╙χᾖԍχ Ӄẉό ᴂ├χᾁ

ϬԏΦ☼םʺ Φ ϛϥρρϜτʺζάπ ϣϦθ ᾋ

Ϭ₈ῇχ ← ├ϒ ֳβϥʻ˲ ᶕ ʺ ọ ῡ̋

˳ 

←ẉό Ằ ԁᾖ Ⱨᾮχ יּ←

τνΜοʺ ọχІГ˔Ѕχ τ Ξ ᶨḕẽχ ᴟ

Ϟ τ Ξ₯ ʾ ᾋ τϢϥ ˑσІЕйІ ԍϬὖ

ᾚβϥθϛʺ⁯ʺ ῝Ặ ʺ ḧ Υ ὀΰοʺ

χᾋ︢Ϥᶨיּ← χᾩ ♁Ϟ χϾϯʺ ᾂ χ

ϕΤʺ ᶨ™ὺ χ ọḩ ☼├ϬԏΦ Φם☼βϥʻ˲

ʺ ᴬᶘ ʺ ọ ʺῡ ˳ 

Ϙθʺ χϾϯτνΜοψʺ χיּ← χϾϯ◦כⱧỘ

χ ʾᵠם Ϟ ₰ᾆẕχᶈ Ϭ ϥρρϜτʺᶆ χ

ᶨ χ ӗϞ ϙτ βϥ Ϟם σ◦כρ

σ χϾϯρχ ὀếᴟ Ϭ αʺ◦יּכϜḯϛθ יּ←

ϒχΦϛ⇔Τσ χϾϯϬם☼βϥʻ˲ ọ ῡ̋  ˳

ṛ ←ᵲχ ←зІϼΥ‰Ϙϥ ʺ ← ӽτΣΜο

σ←ᵲ ὲӺ ᶨ Υ“ΠϥϢΞʺ 28 Ἕ

πχᴿ Ϭ ϘΠθ←ᵲ ᾏ Ӻ Ў˔Эˢ͙͖ͥͩˣ

χ ρ ∙Ӿ χếᴟʺ←ᵲẤ ᴬ Ԛχ

Ϭ ẍτ ϛϥʻϘθʺ←ᵲᾝ πᶨ βϥ͙͖ͥͩ Ԍ

χ←ᵲ◦יּכΥ╧ⱧІЕйІϬ ΪϥΣζϦΥΚϥθ

ϛʺ╧ⱧІЕйІ ├Ϭḯϛθ◦כχ ├τνΜοʺ

῝Ặ ρ͙͖ͥͩϬ  βϥḩἰṐḩρχⱧ χ︡Ὠ

ϛ χ Ϭ„αϥʻ˲ ῡ ˳ 

 

6ʽ σ ὲӺ ♅Ђ˔РІϬ ΪϣϦϥϢΞτβϥ 

ꜛ╙χḾᾑ χ‰Μ χ ṍ ᾋτ ϛʺ τᴂαο

ᶎםτ ᴬӺ τνσΩ︡ τ δοʺάϦϣχ ˑΥ

σ ᴬӺ Ϭ ΪϣϦϥϢΞ ᴬӺ Ϭ

ʺβϥʻϘθם γΰϜ ᴬӺ τνσΩιΪπψ ᴂ

ΥḁὫΰσΜⱧ Ϝ σΨσΜρ―ΠϣϦʺ ᴬӺ τ

νσΥμθῇϜʺζχ Υ Πϥ ϙʺβσϩκꜛ╙χḾ

ᾑ Ϭ‰ϛθ ὂτΚϥὊↄʾ ᶨχ ʺ ♅χ ʺ

ᴪ χ σς ˑσ τ ΰο ᶧ τ ᴂβϥ

ΥΚϥʻζχθϛʺ ᴬӺ ʺ ὲʺ ♅ χᶆ☼├

χ Ϭ‰ϛοʺ ϜΥ σ ὲӺ ♅Ђ˔Р

ІϬ ΪϣϦϥϢΞτβϥʻ 

 

ˢ1ˣ ᴬӺ ʺ ὲʺ ♅ χᶆ☼├χ χΰ  

 ᶆ ᾉΥ ϛϥ ὲʺӺ ʺ ♅τḩβϥὓᵊ τ

ΣΪϥ ὲ ♅ ├Ϭ ϘΠννʺ ӽχ ᴬӺ

ṐḩϬḯϛθ ὲʾӺ ʾ ♅ʾễӾʾ ʾ χḩ

ἰṐḩʾḩἰ χКАЕм˔ϼχ  Ϭ βϥʻ

τʺ ᴬӺ ʺ ὲʺ ♅χ Ϭ‰ϛϥʻ˲ ῡ

˳ 

Ϙθʺ ӽτΣΜοΤΤϤνΪχӺ◖ ΥΞν ρ

ΰθ Ϭ ӺτνσΫϥθϛχӺ ὀ Ϟ ˑσ

χ ṐḩτνσΫϥ Ṑḩ ὀ χ Ϭ

βϥʻ˲ ῡ ˳ 

 

ˢ2ˣ ὲӺ ♅Ђ˔РІϬ Ξ ∙χ σς

ᴬӺ χ  ם

χ ᴬӺ Ⱨּיτ ΰʺ Ḇτכ βϥ

σ τḩβϥᾆ Ϭם☼ΰʺ ᴬӺϬЂЪ˔Е

πΦϥ χ Ϭ ϥρρϜτʺΞν χᵠ τ῟

ᴮχ‰Μ “ σςχⱵ Ϭ ẉΰʺζχם☼τ

ϢϥΞν Ḇּיχᾚ Ϭ ϥθϛʺ︠τ Ӻ τΣΜο

τΞν ḆּיχⱵ τὀϩϥּיτ ΰᾆ Ϭם☼

βϥʻ˲ ῡ ˳ 

άϦϣ χЂЪ˔ЕϬ Ϊο ᴬӺΥ“Ξ

“ σςχ χ σϥ ẉʺỡοϭᴟϬ ϥθϛʺ

“ ᾆ ⱧỘχ ʺʾếᴟם ∙Ӿ Ϟ ὀ

χ  ʺ πχ︡ӌΜϬḯϛθ ᴬӺ χ

χם ├Ϭᾁ βϥʻ˲ ῡ ˳ 

Ϙθʺ σ χ ẉϞᵃ ├Ϭ βϥ

ρρϜτ ḕ̋ẽ τνΜοχ ꜡χ ẉϬ ϥʻ˲ῡ

˳ 

 

ˢ3ˣ ὲӺ ♅Ђ˔РІχ Ϭ‰ϛϥθϛχ

χ  

 ᶆ ᾉΥ ϛϥ ὲʺӺ ʺ ♅τḩβϥὓᵊ τ

ΣΪϥ ὲ ♅ ├Ϭ ϘΠννʺ ӽχ ᴬӺ

ṐḩϬḯϛθ ὲʾӺ ʾ ♅ʾễӾʾ ʾ χḩ
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ἰṐḩʾḩἰ χКАЕм˔ϼχ  Ϭ βϥʻ

τʺ ᴬӺ ʺ ὲʺ ♅χ Ϭ‰ϛϥʻήϣτʺ

άϦϣχ☼├χ Ϭ‰ϛϥθϛʺ ὲ ♅● χ

ϬʺӺ ṐḩϬ◐ϛρΰθ ӽτ βϥσςχ︡

Ϭ ϛϥʻ˲ ῡ ˳˲ ԁ ™Ἷ˳ 

 

ˢ4 ΤxΤϤνΪχӺ◖ χꜛ╙зІϼ ᴣẉό ᴂṪ

τḩβϥⱢלχΰ  

 Ξν χ ψיḆḆּכ Υ ϥάρϜ Ψʺ

ΤΤϤνΪχӺ◖ Ϭ βϥάρϜ ΜάρΤϣʺ

ᾆ χӺ◖Ϭ βϥᵃ Ϟ ᵶễӾ χṐᵓϬ αʺ

ΤΤϤνΪχӺ◖ χΞν χ Ḇχכ ᵔρ ᴂ

ẉόḆּיχּזᵓ σ ὂ ԍϬ― ΰοꜛ╙зІϼϬ

ᶎτ ᴣπΦϥṪ χΰ ẉόʺ ӽτΣΪϥꜛ╙ ├Ϟ

ˑσ χ ṐḩϞ◦כ├τḩβϥ ꜡χ ẉϬ

ϥʻ˲ ῡ ˳˲ ™Ἷ˳ 

 

ˢ5 ◓xςϜτ βϥ ὲӺ ♅Ђ˔РІχ ằ

χ  

ρψӰσϥ ЯДиτνΜοχᾁ Ϭ ϛʺ◓ς

Ϝχ χ τ ᴂπΦϥӺ◖ χ Ϭ βϥσς

◓ςϜχ χ χ Ϭ βϥʻ˲ ῡ ˳ 

ⱪ ʾ ⱪτ ΰοừẍ ԚϜḯϛθӺ τ ᴂᴦ σ

Ӻ ṐḩϬᶈ ΰ Ϙ̋θζχθϛχ ԌϬᶎ βϥʻ˲ῡ

˳ 

ⱪ Ϟ◕ χ◓ςϜχ τḩϩϥṐḩ χ

Ṑ ếᴟϬ ϥρρϜτʺ ὲ ♅ЈрЌ˔Ϟ◕

χ ᵲ ♅ ộσς ӾτḩϩϥḩἰṐḩρχ ὀχế

ᴟϬ ϥʻ˲ ῡ ˳ 

ήϣτʺ ӾτḩϩϥḩἰṐḩρᶘ ẉόӺ Ṑḩ ρ

χ ὀϬ ΰοʺςχϢΞσᴪ ḕẽτΚμοϜʺ οχ

◓ςϜΥ σ ὲӺ ♅Ђ˔РІϬ ΪϣϦϥ

ḕẽϬ βϥʻ˲ ῡ ˳ 

 

ˢ6ˣΞν χІϼз˔ИрϽχם☼ 

ὲ ʺ◕ χ ὲЈрЌ˔ τϢϥ ◙ Ϟ

ὲ ʺὲῴễӾʾὲῴ χṐᵓϬᶨ βϥάρτϢϤʺ

ӽτΣΪϥʺΞν χὼ ΥΚϥ χ ӃϬ βϥʻ

˲ῡ ˳ 

τ‰ ʺτνΜοψיּ αάϜϤϞΞν τσϥά

ρϬ βϥάρΥʺᵒῐ χḢ ΤϣϜ πΚϤʺ

ӽχ π ΦΥΜʾ ᶤϬⱱμο ᶨπΦϥ ӽξΨϤ

Ϭ βϥάρΥ πΚϥʻάχθϛʺ◕ Υ︠ ρ

σμο‰ χᵒῐיּ Ϟּזᵓ╥ᴥχ χθϛχ

σ Μχ χ σςʺ ӽχם τᴂαθ῟ᴮ ʾ῟

σᵒῐ χ︡ Ϭ βϥʻ˲ ῡ ˳ 

Ϙθʺ ▀ῇḧϜσΜⱲṍχ▀ τνΜοψʺ▀ῇΞν

χ Ϭ ϥḢ Τϣʺ▀ ὲῴ ₰π χὲῴ

Ϟ ᶨḕẽ χ ӃϬ“Μʺ▀ῇχ ṍ ᵬτΣΪϥ◦כ

Ϭếᴟβϥʻ˲ ῡ ˳ 

ῇ 4ΤὮϘπχ ⱪχΜϥ οχᴪ Ϭ βϥʺˮ

ⱪᴪ ᾭ ⱧỘs άϭτκψ κϝϭⱧỘˣ˯τΣΜοʺ

◓Ӿο◦כτḩβϥ σ ằ Ϭ“ΞρρϜτʺ▀

ῇΞνχ Ϝḯϛθ◦כΥ σᴪ Ϭ Ӄΰθ

›τψʺ σ◦כτὫόνΪϥʻ˲ ῡ ˳ 

 

ˢ7ˣΞν ӟᵰχ Ḇכ τϢϥМϱзІϼּי ├χ  

Ξν ӟᵰχꜛ╙χḾᾑԍ◓πΚϥ ›ﬞ ʺϯиЀ

˔иὲῴ ᵲʺ Ӣ ʺϻарУи Ӣ τνΜ

οʺϯиЀ˔иὲῴ ᵲ ├ṁ χḩ τṁξΨ

︡ ỲϞᴪסּʺ ρχḩ Ϝ ϘΠοʺ ₰ᾆẕ

Ϭ βϥρρϜτʺὋ τⱵ ʾכ Ϭ“Ξθϛχ

χ ʺ ӽχӺ ṐḩϬḯϛθ ὲʾӺ ʾ ♅ʾễ

Ӿʾ ʾ χḩἰṐḩʾḩἰ χКАЕм˔ϼχ

  ʺꜛ ᶨ τ βϥ◦כ Ϭ“Ξʻ˲ ῡ ˳ 

Ϙθʺ◘ ṍʾ ṍτΣΜο Ϭ Πϥּיʺ

ꜛ “ӮϬἣϤ βּיϞᵃẠχΜαϛϞ ẃ Ὂᾓσς

τϢϤ ⁭σ ΦξϣήϬ ΠϥּיτνΜοψʺρϤϩΪ

χיּבֿ Ộ ꜛ χ₉ ήϞ ᶨ₉ẖσςχ ᶨ ệ

χḕẽ σ ԍϜ τ ΰννʺ ӽχẎẍӺ Ṑḩʺ

ὲ ♅ЈрЌ˔ʺ ὲ ễ̋ӾṐḩ Ϭḯϛθ ὲʾ

Ӻ ʾ ♅ʾễӾʾ ʾ χḩἰṐḩʾḩἰ χ

КАЕм˔ϼχ  τϢϤ σӺ ṐḩϞ ṐḩϬ

πΦϥϢΞ◦כβϥ ʺ χיּכ◦ ṍ ᾋʺ ṍᵒ

χθϛχ︡ Ϭ βϥʻ˲ ῡ ˳ 
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ˢ8ˣΥϭḆּיʺ יḆḆּכ τ βϥ◦כ 

ΥϭḆּיτνΜοʺ τᴂα ʺ σϾ

ϯτνσΩάρΥπΦϥϢΞʺΥϭ ЈрЌ˔Ϭכ◦

ρΰθ χ  ρ Ϭ“Ξʻ˲ ῡ ˳ 

σ יḆτἂΰϚḆּכ Τϣχ Ϭ τ

ΪϥάρΥπΦϥḘῐ◖ Ϭ βϥσςʺ ϾϯΥ

πΦϥ☼ם χ Ϭ ϥʻ˲ ῡ ˳ 

 

7ʽּזᵓ χꜛ╙зІϼϬ ᴞήδϥ 

ꜛ╙ ├ψʺּזᵓτΣΪϥˮ Φϥάρχ ᵲ ԍˢꜛ

╙χзІϼ ԍˣ˯ Ϭᾚϣΰʺˮ Φϥάρχ ԍˢꜛ

╙τ βϥ ῐ ԍˣ˯Ϭ ϞβάρϬ αο ᵓזּ̋ χ

ꜛ╙зІϼϬ ᴞήδϥ ΰπם☼βϥ ΥΚϥʻζχ

θϛʺ ˑσ τΣΜοʺˮ Φϥάρχ ᵲ ԍ Ϭ˯ᾚ

ϣΰʺ δοˮ Φϥάρχ ԍ˯Ϭ Ϟβ︡ Ϭ

βϥʻ 

 

ˢ1ˣ ӽτΣΪϥ χ ʺ├כ◦ρם ῢ

χ ΤϤϞβΜ  

῝Ặ τϢϥꜛ╙ ├ḩ χ ῢ ϬἿ∏

ΰθἴ χОрТйАЕ Υʺἴ χ ρσϥ θκ

χИ˔Їτ ΰο⌠ ʾ ήϦϥϢΞ◦כΰʺ δο

ӽχ ῢΥ τρμο ΰϞβΜϜχτσϥϢ

Ξ χ Ϭ βϥʻ˲ ῡ ˳ 

Ϙθʺ ϙϬ Πϥ ΥΜνπϜςάπϜ πΦʺ

σ◦כϬ τ ΪϣϦϥθϛχϢϤςάϧρΰο 2̋4

Ⱳḧ 365 χ ˢϢϤζΜШАЕжϱрˣϬ

ΰʺ δο ῝Ặ τϢϥ τνΜο ⁯Ặ

Ѝϱбиˢάάϧχὲῴ ԁЍϱбиˣϬ ΰʺ

ԏΦ Φ ᵺ Ϭ τằβϥρρϜτʺꜛ╙

ḧϞꜛ╙ ├ếᴟὮḧ χṐᵓϬ ΠʺῲΨ Ϭ ϛ

ϥάρτϢϤ ⁯̋ χ 3 τ 2 ӟ Υ ᵺ τ

νΜο ΜθάρΥΚϥϢΞτβϥάρϬ ◙βʻ˲ ῡ

˳ 

ήϣτʺ◦כϬ ρΰοΜϥ Υḛ τ σ◦כ├

τἰϥ Ϭ ϥάρΥπΦϥϢΞτβϥθϛʺϱрЌ˔

КАЕs ІЫ˔ЕТ϶р ὀ̋ ϬḯϚʻx Ϭᶨ ΰθ

ᾁ┤χ▫ ϙσςʺ Φϥάρχ ᶧ σ◦כτḩβϥ

χ ʺ ằϬếᴟΰ ζ̋χ Ϭ βϥʻ˲ ῡ

˳ 

ˮᵈΥⱧʾḮέρ˯ ӽẶ ᾝτΰΪθ☼├ρםᵓχזּ

ΰοʺ χỉḧτΚϥ ʺ › σᴿ Ϭ Πꜛϣ

τ“ΨάρΥ₉ σ σςϬ ӽτΣΜο ṍτ ᾋΰʺ

ᶎםτ◦כΰοΜΨθϛʺ ӽ ρ῝ σḩἰṐḩχẸ

τϢϥ ᶧ σ◦כ ξΨϤϬ ϛϥʻ˲ ῡ  ˳

 

ˢ2ˣ № χ ῢχ ρЈ˔ТГϰКАЕ Ɫχ

 ם

ˮ № ᵠ ФкϽжЭ˯τṁξΦʺ № יּ

τ βϥϸϳрЈзрϽ χ Ј˔ТГϰКАЕʺם

χ Ϭם ϥʻ˲ Ỳ ʺ יּ ʺῡ ˳ 

 

ˢ3ˣﬞỘּי τ βϥ ῢχ ם  

ﬞỘּיτ ΰο ṍ™ כ◦ χᶆ ᾼ ├Ϭ

βϥρρϜτʺМк˔м˔ϼ χ ῢτΣΜοΦϛ⇔Τ

σ Ộ Ϭם☼βϥϕΤʺﬞỘτ ΰθ∑τ αϥ

χ ϙ σς ˑσ ᶨ χ τḩβϥ τ ᴂ

ΰʺήϣτ ῝Ặ ρχừ σ ὀϬ ΰοﬞỘּי

ϒχ ᶧ σ◦כϬ βϥʻ˲ ῡ ˳ 

Ϙθʺˮ ӽֿיּבЂЪ˔ЕІГ˔Єдр τ˯ΣΜοʺ ӽ

χḩἰṐḩρϜ ὀΰʺֿב Ộּי χ Ộ ꜛ Ϭᾤ

ʾὋ ʾ ᶧ τ◦כβϥʻ˲ ῡ ˳ 

 

ˢ4ˣὊְּיτ βϥ ⱧỘχם☼  

Ῥᵓʾ Ῥᵓṳ ρ ὀΰʺὊְχḾṐτ ΰθ

ḼỘϬ ρΰθ ⱧỘʺ ḼỘχԁ σὊְ

τ ᴂβϥ ⱧỘϬԏΦ Φ βϥʻ˲ Ὂↄ▀Ộ

˳ 

Ϙθʺ ᾉτ ΰοΜϥ ḼỘ™ Ẹṳכ◦

ᵓτΣΜοʺ∞ χ Ϭ Πϥ ḼỘּיτ ΰʺ

ῢτΣΪϥ ᴂϞỲ Ṑḩρχ Ϭḯϛθ™ ὓ

ᵊχ├ σςכ◦ Ⱨ̋Ộ™ τΰΪθ◦כϬ“Ξʻ˲Ὂↄ▀

Ộ ˳ 

ήϣτʺ Ɫχ∑τὊְּיӟᵰχ χᾤיּ╣ Ϭᾖ

ẐϛσΜάρϬỲ Ṑḩτ ΰοԏΦ Φ βϥρ

ρϜτʺὊְּיχᾤ τϢϣσΜ ⱢϬϢϤԁ
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βϥθϛˮὊְּי τḩβϥϹϱЖжϱр˯χ ʾ

ẉτ ϛϥʻ˲ Ỳ ʺὊↄ▀Ộ ˳ 

 

ˢ5ˣ ᵔὨχθϛχ ằχ  ם

◄ ЈрЌ˔ˢכ◦ ГжІˣχ ᵔὨχθ

ϛχ ằχ ⁯ẉόם ϒχ Ϭ ϥʻ˲ ˳ 

 

ˢ6ˣḾᾑσ ʺ χṛ  

ꜛ╙χ τΣΪϥӗ ᶎ χ Ϟ◦כ

χἿꜘʺ ׄτΣΪϥШ˔ЭЖϯʾШ˔Э└χ χ

Ϭ ϥʻ˲ ῡ ʺ⁯ ῖ ˳ 

ϘθʺḾᾑσ χ ṛ Ϭ ︢βϥϢΞ χ

Ϭ ϥρρϜτʺ Τϣ“μοΜϥꜛ╙βϥΣζϦχ

Κϥ“ “τḩβϥיּ יּ ᾋᶨ ϬὋ ΰο

˲βϥʻ☼ם ὕ╔ ʺῡ ˳ 

 

ˢ7ˣͩ͘͞Ϭᶨ ΰθꜛ╙ ├χếᴟ 

Ϭכ◦ ρΰοΜϥ Υḛ τ σ◦כ├τἰϥ

Ϭ ϥάρΥπΦϥϢΞτβϥθϛʺϱрЌ˔КАЕ

ˢІЫ˔ЕТ϶р ὀ̋ ϬḯϚʻxϬᶨ ΰθᾁ┤χ

▫ ϙσς ├כ̋◦ χ ʺ ằϬếᴟβϥʻ˲ ῡ

˳˲ ™Ἷ˳ 

ꜛ╙Ϟꜛ╙ḩ Ⱨ τḩβϥḧӸμθּזᵓ Τϣχ

Ẁρ⁯ ԁ ϋρϤχḾṐ ἎⱲχθϛʺϱрЌ˔КА

Еs ІЫ˔ЕТ϶р ὀ̋ ϬḯϚʻx Ϭ ớ τᶨ

ΰο ΰΜ ꜡χ ẉϬ βϥʻ˲ ῡ ˳˲ ™Ἷ  ˳

ꜛʺψיּבֿ τψ Ϟ◦כτνσΥϤτΨΜἱΰΥ

Κϥԁ πʺϱрЌ˔КАЕϞͨͣͨ πꜛ╙ϬϕχϛΤ

ΰθϤʺꜛ╙χ︣ Ϭᾁ┤ΰθϤβϥἱΰϜΚϥρᾠϩ

ϦοΜϥʻζχθϛʺꜛ ϒχ Ϟᵹ πχ ΥΪᶨ

ιΪπψσΨʺͩ͘͞ˢ Ṫ ˣϜᶨ ΰθֿיּבϒ

χϯϳЕз˔Ў├Ϭếᴟβϥʻ˲ ῡ ˳ 

 

ˢ8ˣϱрЌ˔КАЕ χꜛ╙ḩ ├χ  

ϱрЌ˔КАЕ χꜛ╙ḩ τνΜοЂϱЕḚ

יּ ϒχ⌡ Ӣ Ϭ“Ξʻ˲ ὕ╔ ˳ 

Ϙθʺ τḾᵲχẉϐΣζϦχΚϥꜛ╙χ︣יּ╣ Ϭ

ᵒβϥσςχ ϒχ ᴂρΰοʺ ϒχТϰи

ЌзрϽχ ẉ χ ├Ϭ βϥʻ˲ ʺ ᴬᶘ ʺ

Ὂↄ▀Ộ ˳ 

Υӗ τӗ ΰοϱрЌ˔КАЕϬ πΦϥ

ḕẽχ τḩβϥ τṁξΨ︡ Ϭ ΰʺ τ

ṁξΨṁ ὓᵊ τϢϤʺ ϒχТϰиЌзрϽχ

ẉϬ ϥρρϜτʺϱрЌ˔КАЕχ σ τḩβϥ

ễӾẉόἴ ᶨ χ Ϭ“Ξʻ˲ ᶕ ʺ ᴬᶘ ʺ

Ὂↄ▀Ộ ˳ 

 

ˢ9ˣϱрЌ˔КАЕ χꜛ╙ ⁮Ⱨӛϒχ ᴂ  

ϱрЌ˔КАЕ χꜛ╙ ⁮Ⱨӛτ βϥ ʾ σ

ᴂϬὋ ΰοם☼βϥʻ˲ ὕ╔ ˳ 

ϘθʺϱрЌ˔КАЕτΣΪϥꜛ╙ ⁮ЂϱЕϞ ◓Ἷ

ꜘ ϒχ ᾤ Ϭ βϥ Φ₅ϙ χӸ ʾ ᵲ

τνΜοʺТϰиЌзрϽЊТЕχ ẉʺФкНϱЍ

τΣΪϥꜛ︠ ϒχ◦כ Ϭם☼βϥʻ˲ Ὂ̋ↄ

▀Ộ ˳ 

 

ˢ10ˣᵒῐּיϒχ◦כχ  ם

‰ χיϬᵒῐβϥּיּ Ϭὖᾚβϥθϛʺ ӽ ᶧ◦

ЈрЌ˔ζχכ ḩἰṐḩ ρχ ὀẸ χ Ϟ

ᵒῐּיτ βϥ Υדᶪτם☼ήϦϥϢΞʺ Ộ

τ Ⱨβϥ Ԍχᶎ ϞⱢלχΰ σςτḩΰʺ σ

τ☼םχכ◦ ϛϥʻ˲ ῡ ˳ 

 

ˢ11ˣϋΦάϜϤϒχ◦כχ  ם

ὲʾӺ ʾ ♅ʾễӾʾ χ χḩἰṐḩρ

ὀχᴞπϋΦάϜϤτ ᴟΰθ ԁⱳ ῢρΰοχ

Ṑ Ϭ βϥˮϋΦάϜϤ ӽ◦כЈрЌ˔˯τΣΜοʺ

ʾᴪ τ βϥ ṍΤϣχ ʾ◦כ Ϭ“ΜʺϋΦ

άϜϤ ├Ϭ βϥʻάχϕΤʺ ὲ ♅ЈрЌ˔

Ϟ ὲ ʺⱪ τΣΜοʺӺ◖Ϟ ὲ◖ʺ ὲ

ᵓזּʺ●♅ ♅● τϢϥ ʾ◦כϬʺ Ϟᴪ τ

ΰο“Ξʻ˲ ῡ ˳ 

 

 

ˢ12ˣⱪ ẃ Ϟ √ʾ χ ᵲּיϒχ◦כχ  ם

ⱪ ẃ ψʺ◓ςϜχ χ ρ ᶊχἹ τ σ
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ֲốϬ Πʺꜛ╙χзІϼ ԍρϜσϤ ϥʻⱪ ẃ χ

Τϣẃ Ϭ Ϊθ◓ςϜχꜛ Ϙπԁכ◦ χ

├χ σϥếᴟϬ ϥθϛʺ◕ ẉόⱪ χ

כ◦ ϬếᴟβϥρρϜτʺּזᵓ ῐχ Ϭם ϥʻ

˲ῡ ˳ 

Ϙθʺⱪ ẃ Ϭ Ϊθρ◘ϩϦϥ◓ςϜϬᾋνΪθⱲ

σςτʺθϛϣϩγτⱪ τ ⁮ʾ ΥπΦϥϢ

Ξʺⱪ ⁯Ặ Ѝϱбиˮ189s ΜκψϞΨˣ˯ τ

νΜοʺ 11Ὦχˮ ⱪ ẃ ♁ Ὦḧ Ϭ˯ τʺ

ớ σῲ ʾἴ Ϭם☼βϥʻ˲ ῡ ˳ 

Ϙθʺּזᵓ ῐχᴞπӾμθ◓ςϜψʺ☼ σςϬ

ΰꜛ βϥτ θμοʺ ῐּיσςΤϣ◦כϬ ΪϣϦ

σΜ ›Υ ΨʺζχὫᴮʺ ˑσ₉ Ϭ ΠϥάρΥ

Μ ζ̒χθϛ ◓̋ςϜχꜛ Ϭ῟ᴮכ◦ τ ϛϥθϛτʺ

Πω ᶘϞ σςχЌϱЬрϽπ◦כΥ Ϧϥά

ρχσΜϢΞʺ ΰθῇϜԏΦ Φ◓ςϜϬ Ϊ♁ϛʺ

◦ΠρσϥϢΞσ◦כχ Ϭם ϥʻ˲ ῡ ˳ 

√ʾ χ ᵲּיχ ὖᾚχθϛʺ ᵲ

Υיּ ρβϥ χ ϞḩἰṐḩτϢϥ◦כχ ὀ

ϬếϛϥρρϜτʺϸϳрЈзрϽ χ Ϟם ᵲּיχ

τ ΰθⱧ ︡ Ϭ βϥʻ˲ ᶕ ὕ̋╔ ʺ

ῡ ˳ 

Ϙθʺꜛ╙ ├ρχ ὀϬếᴟβϥθϛʺꜛ╙ ├τἰ

ϥ ⱧỘϬ“Ξ ḧ◦כ τϢϥ◦כχ ὀϬ

ếϛϥρρϜτ ạ̋ ξΨϤχ Ϭם βϥʻ˲ῡ

˳ 

ήϣτʺ √ʾ ᵲּי ʺ₉ Ϭ Πθ χ

Ϭכ◦ βϥθϛʺ χḩἰṐḩρ ḧ◦כ

Υ ὀΰθϯϳЕз˔ЎϞạ ξΨϤσςχ◦כ

χ︡ Ϭ ϛϥʻ˲ ῡ ˳ 

√ʾ χ ᵲּיτΣΜοʺ͙ͥͩͨ Ḇכ

χ Υ‰Μ ὂρΰοʺ͙ͥͩͨ ├τΣΪϥӺ ρ

ὲρχ ὀχ ήΥ◙ ήϦοΜϥʻάχθϛ

√ʾ χ ᵲּכ◦יϬ τ“ΞḢ Τϣʺᴬᶘ ₢

ẤτṁξΨ ├χם☼τ σ ₰ᾆẕϬ“Ξʻ˲ ῡ

˳ 

ˢ13ˣ ᶨ₉ẖּיϒχ◦כχ   ם

› σᴿ Ϭ Πϥ ᶨ₉ẖּיχ τꜛ╙зІϼϬ

ΠοΜϥ Υ σΨσΜם Ϭ ϘΠοʺ ᶨ₉ẖּיꜛ

כ◦ τṁξΨꜛ ⱧỘτΣΜοכ◦ ᶧ σ◦

╙ꜛʺϬ“ΞρρϜτכ ├τἰϥḩἰṐḩ ρϜừ τ

ὀΰʺ῟ᴮ Τν῟ σ◦כϬ“ΞʻϘθʺ ӽχᾝ

πζΞΰθ ὀΥ ϚϢΞʺ ὀχἇ σם χ

Ϟꜛ╙ ├χ ῢϬ Ϧθ ᶨ₉ẖּיϬ σ☼

├τνσΫϥθϛχ ├Ϭᾁ βϥσςʺ ├ σ ὀχ

ϙϬ βϥʻ˲ ῡ ˳ 

ήϣτʺḩἰṐḩχ ԌϬ τʺϾ˔Іᾁ ϬḯϚ

› χᾆ Ϭ“Μʺ ᶨ₉ẖּיꜛ כ◦ τΣΪϥḩἰ

Ṑḩχ ὀ τ ΰθẶ χ Ϭᶨ βϥσς

ΰοʺꜛ╙ ├ρ ᶨ₉ẖּיꜛ כ◦ χ Ϭ‰ϛ

ϥθϛχ▫ ϙϬ  βϥʻ˲ ῡ ˳ 

 

ˢ14ˣϋρϤ ᴪ τ βϥ ῢχ ם  

 ◓Ӿορ ὓχӲⱱϬԁ π Μʺ ˑσ₉ Ϭ Πο

Μϥ Υ ΜϋρϤ ᴪ Ϭ◦כβϥθϛʺ ῝Ặ

χϋρϤ ᴪ χ ῢτʺ ◓ʾ ◓ꜛ Ԍτᴥכ◦

Πʺ Ộ◦כ Ԍχ Ϭ ϛʺ◓Ӿοʾ ᶨτḩβϥ

Τϣ Ộτḩβϥ ϘπʺмрІЕАФπ τᴂ

αϥρρϜτʺ τᴂαοʺ χ◦כṐḩτνσΫϥά

ρτϢϤʺ › ʾ ᶧ σ◦כϬ βϥʻ˲ῡ  ˳

 

ˢ15ˣ ▀ ϒχ◦כχ  ם

ṍΤϣ ▀ῇχ Ӿτ◦כΥ σ ʺ ὲ

Ϭ Ϊγτ ▀τ♩μθ▀ ρΜμθ ϒχ◦

χếᴟϬכ ϥθϛʺḩἰṐḩχ ὀϬ ΰʺ

Ϟ ό₅ϙ ▀τ βϥ◦כϬ ϛϥʻ˲ ῡ ˳ 

Ϙθʺ ▀ῇḧϜσΜⱲṍχ▀ τνΜοψʺ▀ῇΞν

χ Ϭ ϥḢ Τϣʺ▀ ὲῴ ₰π χὲῴ

Ϟ ᶨḕẽ χ ӃϬ“Μʺ▀ῇχ ṍ ᵬτΣΪϥ◦כ

Ϭếᴟβϥʻ˲ ῡ ˳˲ ™Ἷ˳ 

ῇ 4ΤὮϘπχ ⱪχΜϥ οχᴪ Ϭ βϥʺˮ

ⱪᴪ ᾭ ⱧỘs άϭτκψ κϝϭⱧỘˣ˯τΣΜοʺ

◓Ӿο◦כτḩβϥ σ ằ Ϭ“ΞρρϜτʺ▀

ῇΞνχ Ϝḯϛθ◦כΥ σᴪ Ϭ Ӄΰθ

›τψʺ σ◦כτὫόνΪϥʻ˲ ῡ ˳˲ ™Ἷ  ˳

▀ῇτ χ ψӾⱪ ӗ Ϭ Πϥּי τ ΰ
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οψʺ Ԛ ῇχ τ ΰο χϾϯϞӾⱪχЂЪ

˔Е Ϭ“Μʺ▀ῇϜӗ ΰο◓ӾοΥπΦϥ◦כ Ϭ

ᶎ βϥρρϜτʺ▀ῇϾϯⱧỘχ χ ϙτνΜ

ο ₈̋ῇχⱧỘχם☼ ệ Ϭ ϘΠᾁ βϥʻ˲ῡ

˳ 

 

ˢ16ˣ ЫϱЛзГϰϒχ◦כχ  ם

ộʾ ộ ψζχ◦ộϞ χ ᾂ τ

ΣΜο τᴂαϥʻ ᾂ πʺ ◙ΰϞ ԁ

ᵲτḩβϥόΥϣδ χ ᾂ ᵲχṮΜχΚϥⱧӛϬ

ΰθ ›ψʺ ᾂ ⱧὯρΰο ₰Ϭ“ΜʺⱧӛτ

ᴂαθ σ Ϭ„αϥʻ˲ ˳ 

ЫϱЛзГϰψʺּזᵓϞ ӽχ ᵔϞ ᾋ χּז

ᵓ ԍτϢμοꜛ╙ Ϭ ΠϥάρϜΚϥάρΤϣʺ

ЫϱЛзГϰτ βϥễ Ԍχ ᵔϬ βϥρρ

Ϝτ ᶘ̋ τΣΪϥ σễӾ χם☼ Ϭ βʻ˲

ᴬᶘ ˳ 

 ◙ΰʾ ꜛ Ϭ ρΰθϜχϜḯϛʺּזᵓ σν

σΥϤΥṆ σ ˑχ ρΰοʺ24 Ⱳḧ 365

χ ῢˢϢϤζΜШАЕжϱрˣϬ βϥρρ

Ϝτʺ τᴂαο Ϟ ΰοἇ☼םϬכ◦“

σᵔὨτνσΫϥṄϤ Μ◦כϬ“Ξʻ˲ ῡ ˳ 

 ◙ΰϞ ꜛ τνΜοχ ᵔϬ ὂρΰοОм

˔МжІЮрЕΥ“ϩϦ ϥάρϬ ᾉ ộτ

βϥОм˔МжІЮрЕ ├ ЫИвϯиτϢϤ

Ϭ ϥϕΤʺ῝ σ⅜ ―τνΜοχⱧỘ︠ΰΪОр

ТйАЕτˮ ЫϱЛзГϰχ σς χ Ϭ ΰ

σΜ˯☿ϬṜ∏ΰ βϥʻϘθʺ τΣΪϥЈϼЄв

ϯиМжІЮрЕψʺ ︣χ ◙ΰ ψ ꜛ τΤΤϩ

ϣγʺᵺ βϥάρΥΚϤ ϥάρτνΜοʺԏΦ Φʺ

Ϭ“Ξʻ˲ ῡ ˳ 

 

ˢ17ˣ χ σ︣ χᶎ ʺϯϳЕз˔Ўχếᴟ 

⁯Ϟ ῝Ặ ʺ ḧ τϢϥ ⱧỘτΣΜοʺ

ᵲχ τϢϤ Ϟ τϢϥ Υ₉ σ ›

πΚμοϜʺᴦ σᾢϤ ΥπΦϥϢΞʺ͖͛ͭʺЮ˔

иʺͨ ͣͨ χ σӪ◘ χ︣ χᶎ Ϭ ϥʻ˲ῡ

˳ 

῝Ặ τϢϥ︡ Ϭ◦כβϥ ʺ◓ςϜτ βϥ

ͨͣͨϬᶨ ΰθ χםᾝϬ ϥʻ˲ ᴬᶘ ˳

˲™Ἷ˳ 

√ʾ ᵲּי ʺ₉ Ϭ Πθ χ◦כϬ

βϥθϛʺ χḩἰṐḩρ ḧ◦כ Υ

ὀΰθϯϳЕз˔ЎϞạ ξΨϤσςχ◦כχ︡ Ϭ

ϛϥʻ˲ ῡ ˳˲ ™Ἷ˳ 

ꜛʺψיּבֿ  τψ Ϟ◦כτνσΥϤτΨΜἱΰΥ

Κϥԁ πʺϱрЌ˔КАЕϞͨͣͨ πꜛ╙ϬϕχϛΤ

ΰθϤʺꜛ╙χ︣ Ϭᾁ┤ΰθϤβϥἱΰϜΚϥρᾠϩ

ϦοΜϥʻζχθϛʺꜛ ϒχ Ϟᵹ πχ ΥΪᶨ

ιΪπψσΨʺͩ͘͞ˢ Ṫ ˣϜᶨ ΰθֿיּבϒ

χϯϳЕз˔Ў├Ϭếᴟβϥʻ˲ ῡ ˳˲ ™Ἷ˳ 

 

ˢ18ˣḩἰṐḩ χ ὀτ σ Ặ χ▫ ϙχ  

 ӽτΣΪϥ σ◦Π︣τϢϥ Φϥάρχ ᶧ

σ◦כϬדᶪτ“ΠϥϢΞτβϥθϛʺ יּ χӪ◘

Ϭ ΰννʺ Ṑ σ ὀχθϛ σ τἰϥיּ

ϬẶ βϥάρΥπΦϥϢΞʺḩἰṐḩχ ὀτ σ

Ặ χ▫ ϙτἰϥ︡ Ⱨ Ϭ ΰʺ ῝Ặ

τ βϥʻ˲ ῡ ˳ 

 

ˢ19ˣꜛ╙ ├τⱢβϥạ ξΨϤχ  

 ΦξϣήϬ Πθ Ϟꜛᾪ‖ ḇΥ Μֿיּבʺ Ἄּי

ρ ʾ♂ ΰθ‰ Ϟיּ ΰο ᶤϬ ﬞΰθ ‰

ʺᾩ χзІϼϬ ΠϥΣζϦχΚϥ Υʺᾩ β

ϥ τʺ ӽρνσΥϤʺ◦כρνσΥϥάρΥπΦϥϢ

Ξ ᾩ̋ Ϭ Ωθϛχạ ξΨϤ Ϭ βϥʻ˲ῡ

ʺḩἰ ˳ 

Υיּ Πϥ Ϭἇ τᵔὨΰοˮ Φϥάρχ

ᵲ ԍs ꜛ╙χзІϼ ԍˣ˯Ϭᾚϣβᾤ σ◦כρʺ

‖χꜛᾪיּ ḇϬ‰ϛοˮ Φϥάρχ ԍˢꜛ

╙χ ῐ ԍˣ˯ Ϭ Ϟβạ ᶨ Ϭ αθ◦כρϬ

ήδθ ᶧ σ Φϥ◦כϬ βϥʻ˲ ῡ ˳ 

 

 

ˢ20ˣ Ṑḩτ βϥ ᵦ ὲṐḩχ︣ԏΦ χ  

Ṑḩτ σꜛ╙ ϬᾦόΤΪϥθϛʺ ᵦ ὲ
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Ṑḩχꜛ╙ χ︣ԏΦχΞκˮЫІЮДϰϯχθϛχ︣

ԏΦ˯Ϟ⁯ χ ṐḩΥꜛ︠ τ├ ΰθꜛ╙ τḩ

βϥϹϱЖжϱр Ϭ ᶆּזτ ΰʺζϦϣχᶨ Ϭ

ᾦόΤΪϥʻ˲ ῡ ˳ 

ЫІЮДϰϯτΣΪϥꜛ︠ σ︡ τⱢβϥϢΞʺꜛ╙

χֲốϞ ᵰ⁯χ︡ τḩβϥ ₰ᾆẕϬ“Ξʻ

˲ῡ ˳ 

 

8ʽꜛ╙ ™χיּ χꜛ╙Ḽ Ϭ Ω 

Ẏẍ☼ τ ήϦθꜛ╙ ϒχיּ › Ͼ˔ІЫ

КЅЮрЕχ῟ᴮᾁ ʺӺ Ṑḩρ ῝Ặ χ ὀτ

Ϣϥꜛ╙ χ︡כ◦יּ ᾁ σςʺᶆ π ᵫήϦθ

ˑσ♯“ ︡ χ ᴮχ Ϭ ϘΠοʺꜛ╙ יּ

χ™ χꜛ╙Ḽ Ϭ Ωθϛχ ├ϬếᴟβϥʻϘθʺꜛ

╙ Ϭᾋ︢ϥᴪיּ χ ựσ◦יּכϒχ◦כϬ ם

βϥʻ 

 

ˢ1ˣ ӽχꜛ╙ יּ χẤכ◦ Ṑ Ϭ ΞӺ Ṑḩχ

 

ꜛ╙ χ™Ḽיּ Ϭ ΩθϛτψʺẎẍӺ τ

ήϦθꜛ╙ τיּ ԚῇϜḯϛοὋ τ τᵒ

βϥϕΤʺ ᴂ₉ χⱧ ᾁ Ϟ ӽχӺ Ⱨּיϒ

χᾆ Ϭ αοʺ ӽχꜛ╙ χכ◦יּ ᴂ Ϭ‰ϛ

ϥẤ ρσϥӺ ṐḩΥ πΚϤʺάϦϣχ︡ τ β

ϥ◦כϬếᴟβϥρρϜτʺЯДи ︡ χᴅ ᵫϬ ϥʻ

˲ῡ ˳ 

 

ˢ2ˣẎẍӺ ☼ τΣΪϥ ᴬӺτϢϥ χ  ם

ᴬẎẍӺ χ Ϭם ϥρρϜτʺẎ ẎẍЈ

рЌ˔ τ ὲ ♅● χ ὲӺ Ⱨּי Ϭ

βϥσςΰοʺⱵ Ϭ Ϊθꜛ╙ χיּ ᴬӺ

Ͼϯχ Ϭ ᴣΰʺ τᴂαο ᴬӺτϢϥ

Ϟ ὲӺ ⱧּיτϢϥϾϯΥ ΪϣϦϥẎẍӺ

χ Ϭ ϥʻ˲ ῡ ˳ 

Ϙθʺꜛ╙ τיּ βϥ ᶎσ◦כϬ“Ξθϛʺꜛ╙

χⱵיּ ρϾϯτḩβϥϹϱЖжϱрτνΜοʺẎẍ

Ӻ ḩἰּי ϒχᾆ Ϭ αο ẉϬ ϥʻ˲ ῡ

˳ 

 

ˢ3 Ӻx ρ ӽχ ὀ τϢϥ ᶧ σ χếכ◦יּ

ᴟ 

 ᶆ ᾉΥ ϛϥ ὲʺӺ ʺ ♅τḩβϥὓᵊ τ

ΣΪϥ ὲ ♅ ├Ϭ ϘΠννʺ ӽχ ᴬӺ

ṐḩϬḯϛθ ὲʾӺ ʾ ♅ʾễӾʾ ʾ χḩ

ἰṐḩʾḩἰ χКАЕм˔ϼχ  Ϭ βϥʻӺ

Ṑḩρ ῝Ặ Υꜛ╙ Ϭכ◦ϒχיּ ὀΰο“

ΞάρτϢϤʺ Ϧ χσΜὋ Τν ᶧ σꜛ╙

Ϭכ◦יּ βϥʻήϣτʺάχ ὀϬ βϥθϛʺ

ὲ ♅● χ ϬʺӺ ṐḩϬ◐ϛρΰθ ӽτ

βϥσςχ︡ Ϭ ϛϥʻ˲ ῡ ˳˲ ԁ ™Ἷ  ˳

Ϙθʺ ӽτΣΜοΤΤϤνΪχӺ◖ ΥΞν ρ

ΰθ Ϭ ӺτνσΫϥθϛχӺ ὀ Ϟ ˑσ

χ ṐḩτνσΫϥ Ṑḩ ὀ χ Ϭ

βϥʻ˲ ῡ ˳˲ ™Ἷ˳ 

 

ˢ4ˣạ ξΨϤρχ τϢϥ◦כ 

 ΦξϣήϬ Πθ Ϟꜛᾪ‖ ḇΥ Μֿיּבʺ Ἄּי

ρ ʾ♂ ΰθ‰ Ϟיּ ΰο ᶤϬ ﬞΰθ ‰

ʺᾩ χзІϼϬ ΠϥΣζϦχΚϥ Υʺᾩ β

ϥ τʺ ӽρνσΥϤʺ◦כρνσΥϥάρΥπΦϥϢ

Ξ ᾩ̋ Ϭ Ωθϛχạ ξΨϤ Ϭ βϥʻ˲ῡ

ʺḩἰ ˳˲ ™Ἷ˳ 

Υיּ Πϥ Ϭἇ τᵔὨΰοˮ Φϥάρχ

ᵲ ԍs ꜛ╙χзІϼ ԍˣ˯Ϭᾚϣβᾤ σ◦כρʺ

‖χꜛᾪיּ ḇϬ‰ϛοˮ Φϥάρχ ԍˢꜛ

╙χ ῐ ԍˣ˯ Ϭ Ϟβạ ᶨ Ϭ αθ◦כρϬ

ήδθ ᶧ σ Φϥ◦כϬ βϥʻ˲ ῡ ˳

˲™Ἷ˳ 

 

ˢ5ˣᴪ χ ựσ◦יּכτ βϥ◦כ 

ꜛ╙χᾖԍρσϥּזᵓ ԍτḩβϥᶆ Ṑḩρ

χКАЕм˔ϼϬ  βϥάρτϢϤ ὲ ♅Јр

Ќ˔Ϟ ὲ χ ὲ◖ τϢϥꜛ╙ τיּ βϥ

Ϭ ʺβϥρρϜτם ӽχ ᴬӺ ṐḩϬḯϛθ

ὲʾӺ ʾ ♅ʾễӾʾ ʾ χḩἰṐḩʾḩἰ

χКАЕм˔ϼϬ  βϥσςὋ σϾϯΥπΦ



資料編 

96 

第
１
章 

第
２
章 

第
３
章 

第
４
章 

第
５
章 
資
料
編 

ϥ χ Ϭԁ ϛϥάρσςτϢϤʺ Ԛῇχᴪ

Ϟ χ ựσ◦יּכτϢϥᾋ︢Ϥχ◦כϬ βϥʻם

˲ῡ ˳ 

 Ϙθʺ ᵰ⁯χם ᾆẕτΣΜοʺᴪ χ◦כϬ Ϊ

θꜛ╙ יּ χꜛ╙ḩ “ Ϟ Ξνḇχᵠ ʺꜛ╙

χᴪיּ ꜛ χ ΞνϞꜛ╙ Υᵠ ΰθρχ

⁮ΥΚϥάρϬ ϘΠʺꜛ╙ χיּ σ◦יּכρΰ

οχᴪ Ϟ ʺꜛ╙ χάρπיּ ϭπΜϥᴪ Ϟ

χ◦ΠτσϤθΜρ―ΠϥּיϬ ρΰθᾆ Ϭ

ᵫ℗βϥʻ˲ ῡ ˳ 

 

ˢ6ˣᶘ ʺ πχⱧῇ ᴂχ  

ᶘ ʺ πꜛ╙ ΥΚμθ ›τʺζχ ῇχ Ϥ

χ ˑτ βϥ ϾϯΥ ᶎτ“ϩϦϥϢΞꜛ╙

ῇχ τΣΪϥ ᴂЫИвϯиϞᶘ χễ ԌΰΪ

χⱢ χ ẉ τϢϤʺ σⱧῇ ᴂϬ βʻ˲ ᴬᶘ

ʺῡ ˳ 

 

9ʽӹήϦθ ϒχ◦כϬ  βϥם

ṁ πψʺζχ ṛ τΣΜοʺꜛ╙ ├χ ›

τϢϤʺꜛ╙χ ♁Ϭ ϥάρρρϜτʺꜛ╙ּיχ

χ◦כχ Ϭם ϥάρΥἿΫϣϦοΜϥʻꜛ╙τϢ

ϤӹήϦθ τ βϥ σ◦כϬ“ΞρρϜτʺ ⁯

ςάπϜʺḩ ☼├Ϭḯϛθ σ◦כ Ϭ ϥάρΥ

πΦϥϢΞ ằϬ βϥσςʺ◦כϬ βϥʻϘם

θʺӹ χꜛ Ͻи˔Ф χ ӽτΣΪϥᶨ Ϭ◦כβϥ  ̒

 

ˢ1ˣӹ χꜛ Ͻи˔Ф χְ֫◦כ 

ӽτΣΪϥӹ χꜛ Ͻи˔Ф χְ֫ʺ Ṑḩχ

ӹ ϒχ Ϭ◦כβϥρρϜτʺ ὲ ♅ЈрЌ

˔Ϟ ὲ χ ὲ◖ τϢϥӹ ϒχ Ϭ ם

βϥʻ˲ ῡ ˳ 

 

ˢ2ˣᶘ ʺ πχⱧῇ ᴂχ  

ᶘ ʺ πꜛ╙ΥΚμθ ›τʺζχ ῇχ Ϥχ

ˑτ βϥ ϾϯΥ ᶎτ“ϩϦϥϢΞꜛ╙ῇχ

τΣΪϥ ᴂЫИвϯиϞᶘ χễ ԌΰΪχⱢ

χ ẉ τϢϤʺ σⱧῇ ᴂϬ βʻ˲ ᴬᶘ ῡ̋

˳ 

 

ˢ3 ӹx χ › σ◦כИ˔Їτ βϥ ằχ

 

ӹ Υ ⁯ςάπϜʺḩ ☼├Ϭḯϛθ σ◦כ

Ϭ ϥάρΥπΦϥϢΞʺꜛ╙ › ├ ЈрЌ˔Ϭ

τ︡Ϥ ϚʻϘθʺӹ Υ › σ◦כИ˔ЇϬⱱ

νᴦ ΥΚϥάρϬ ϘΠʺ τᴂαο ν Ϭ

τ ϥάρΥπΦϥϢΞʺԁ σ ϒχֲốρ

Ӫ ʺ ︣ τḩβϥ ʺꜛ Ͻи˔Ф χᶨ ʺ

ḧ ẉό ῝Ặ χ ῢζχ σ

ϬἿ∏ΰθОрТйАЕχ⌠ ρʺӹ ρ βϥṐᵓχ

ΜḩἰṐḩ πχ Ϭ βϥσςʺꜛ╙ּיϞӹ χ

ФжϱНЄ˔τ ΰννʺӹ Υ ρβϥ◦כ├

τἰϥ ằϬ βϥʻ˲ ῡ ˳ 

ΜϩϠϥ ὯϬϛΩϥἋע ᵲχ Ẑ ʺӹ

Υ ΰ ϥ τνΜοʺ Ϝḯϛᾁ βϥʻ

˲ῡ ˳ 

 

ˢ4ˣӹ τ ᴂβϥ῝ Ṑḩχ ԌχⱢלχΰ  

ὕ╔Ḃʺ Ԍ χ῝ Ṑḩπꜛ╙τḩ ΰθỘ τ

Ⱨβϥּיτ ΰοʺ σӹ ϒχ ᴂ τḩβϥ

꜡χ ẉϬ βϥʻ˲ ὕ╔ ʺ ˳˲ ™Ἷ˳ 

 

ˢ5ˣӹⱪ ϒχ◦כ 

ӽτΣΪϥӹⱪ χꜛ Ͻи˔Ф χְ֫ʺ Ṑḩ

χӹⱪ Ϟζχ ῐּיϒχ Ϭ◦כβϥρρϜτʺⱪ

ρ ₇Τϣ βϥṐᵓχ Μᶘ χễ ԌϬ τʺ

ⱪ ʺ ὲ ♅ЈрЌ˔Ϟ ὲ χ ὲ◖ τ

Ϣϥӹⱪ τḩβϥ Ϭ ˲βϥʻם ᴬᶘ ῡ̋

˳ 

ӹⱪ τ βϥϾϯϜḯϛễӾ Ϭ βϥễ Ԍ

χⱢלΰ χθϛχᾆ Ϭם☼βϥʻ˲ ᴬᶘ ˳˲ ™

Ἷ˳ 

 

10ʽ ḧ ρχ ὀϬếᴟβϥ 

⁯ẉό ӽχꜛ╙ ├τΣΜοʺ ḧ ψ τ

σ ᶤϬ μοΜϥʻΰΤΰʺ Ψχ ḧ Υʺ ֫



資料編 

 

97 

第
１
章 

第
２
章 

第
３
章 

第
４
章 

第
５
章 

資
料
編 

ְϞ ∙Ӿ ʺⱢỲᶎ χ πᴿ Ϭ ΠοΜϥʻζΞ

ΰθᾝ Ϭ ϘΠʺ 28 4Ὦ ṁ̋ χᵠ τϢϤʺ

⁯ẉό ῝Ặ ψʺ ḧ χᶨ Ϭ◦כβϥθϛʺ

ᾠʺ∞ χ ζχ χ σ☼├Ϭ„γϥϜχρβ

ϥρήϦθʻ 

 

ˢ1ˣ ḧ χ ∙Ӿ τ βϥ◦כ 

ḧ τΣΪϥ χ Μ︣Ϟ Ṑḩ ὀϬ βЀ

˔ДϰК˔Ќ˔χ Ϭ◦כβϥʻ˲ ῡ ˳ 

ᶨ έρχϿ˔ЕϺ˔О˔ χθϛχᾆ Ɫ∙

χᵫ Ϟᾆ Ɫ∙χᵫ ᾆʺכ◦ „χ◦כσςτϢϤʺ

ḧ τΣΪϥ ∙ Ϭ◦כβϥʻ˲ ῡ ˳ 

 

ˢ2ˣ ӽτΣΪϥ ὀ χᶎ  

ӽτΣΜοʺꜛ╙ ├Ϭ“μοΜϥ῝ Ṑḩʺ ḧ

χם σ ὀ χᶎ Ϭ βρρϜτʺ ὀ

ΥדᶪτṐ βϥϢΞ Ⱨ τḩβϥ ằ χ◦

˲Ϭ“Ξʻכ ῡ ˳ 

ЕжУиχᵔיּ ρρϜτꜛ╙ χ ῙχⱧ ╔

ϞḩἰṐḩχ ὀếᴟ τϜṄ βϥθϛʺЕжУиτ

ΞзІϼχ‰Μ ‰ˢיּ ʺיּ יּ ᵲὊᾓּי ˣ

χ יּ ᵲχ ♁χθϛχᾋ︢ϤКАЕм˔ϼχ 

Ϭ◦כβϥʻ˲ יּ ˳ 

 

ˢ3ˣ ḧ χ ⱧỘτ βϥ◦כ 

ḧ τϢϥꜛ╙ ├Ϭ ρΰθ ⱧỘτ β

ϥ◦כϬԏΦ Φם☼βϥʻ˲ ῡ ˳ 

Ϙθʺ Ԍχ ∙Ӿ τ σ ằϬ“Ξσς

χ◦כϬԏΦ Φם☼βϥʻ˲ ῡ ˳ 

 

ˢ4ˣ ḧ χ ἄ ʾ♯“ ︡ Ϟꜛ╙ ӽτΣΪ

ϥ︡ τ βϥ◦כ 

⁯ẉό ӽτΣΪϥ︡ Ϭ βϥθϛʺ ḧ χם

☼βϥ ἄ ʾ♯“ σꜛ╙ ├Ϟ ₰ Ϭ◦כβϥʻ˲ῡ

˳ 

Ϙθʺ ḧ Υ ἄ ʾ♯“ σꜛ╙ ├τ︡Ϥ ϙ

ϞβΨσϥϢΞʺ σ ằ χ◦כϬ“Ξʻ˲ῡ

˳ 

ꜛ╙ ӽτΣΪϥ ḧ Ϭ◦כβϥʻ˲ ῡ

˳ 

 

11ʽ◓ςϜʾֿיּבχꜛ╙ ├Ϭ τ βϥ 

 ᵈΥ⁯χꜛ╙♂ ψʺự ʺ ρΰοψ ᴞἱΰτ

ΚϥϜχχʺ20⅞ ψ 10 ӟ‭ΣΣϚφᴅωΜπ

ΚϤʺ20⅞ Ϟ 30⅞ ψ χ τ ϓοС˔ϼⱲΤϣ

χᾚ Υ ΜʻϘθʺֿב χ♂ԍτ ϛϥꜛ╙χᶤ›

ψ‰Ψʺֿב χꜛ╙ ├Υᴿ ρσμοΜϥʻήϣτʺ

28 4Ὦ ṁ̋ χᵠ τϢϤ ᶘ̋ τΣΪϥͨͤͨχ

ΰ τḩβϥễӾχ Υ Ϥ₅ϘϦθάρΤϣʺ τֿב

╙ꜛχיּ ├Ϭ τ βϥʻ 

Ϭכ◦  ρβϥֿיּבΥ ϦσΜϢΞʺζχ ӤϬῲΨ

ρϥάρψ πΚϥΥ ж̋ϱТІГ˔Ѕs ᶘ χᶆ ᵬˣ

Ϟ ˢᶘ ϞּזᵓρχνσΥϤχ ˣέρτ ΤϦ

οΜϥ ệψӰσμοΣϤʺꜛ╙τ Μ₅ϘϦοΜϥⱧ

ϜӰσμοΜϥάρΤϣʺζϦηϦχ χ ΤϦοΜϥ

ệτלμθ☼├Ϭם☼βϥάρΥ πΚϥʻ 

 

ˢ1ˣΜαϛϬἂτΰθ◓ςϜχꜛ╙χ  

Μαϛ ♁ ├ ʺˮ Μαϛχ ♁ τḩβϥṁ

σ ˯s 25 10Ὦ 11 ᴬᶘ Ὠ ˣ τ

ϛϥ︡ Ϭ βϥρρϜτʺΜαϛψὨΰοẨήϦσ

ΜάρπΚϤʺˮςχ◓ςϜτϜ ς̋χᶘ πϜṞάϤ ϥ˯

ϜχπΚϥάρϬ ΰʺ οχễӾḩἰּיΥΜαϛ

χ ῙϬΜκ Ψ Ӄΰοʺ τ ᴂβϥάρʺϘθζ

χ∑ʺΜαϛχ ϬԜήγʺᶘ ʾễӾӦԌᵓρᴪ ʾ

ӽΥ ὀΰο ΰοΜΨϓΦάρϬ◙ βϥʻ˲

ᴬᶘ ˳ 

◓ςϜΥΜνπϜ ӗϞ ϙϬ κ ΪϣϦϥϢΞσ

24Ⱳḧχ ⁯ ԁЍϱбиs 24Ⱳḧ◓ằͨͤͨЍϱбиˣ

τϢϥΜαϛσςχ τḩβϥ τνΜο

῝Ặ Ϭ◦כβϥρρϜτʺᶘ ʺ ӽʺᴪ Υ

ὀΰοʺΜαϛϬ ṍτ ᾋΰʺ τ ᴂπΦϥ ӽΩ

ϥϙχ Ϭ βϥʻϘθʺ ῝Ặ τϢϥ︡

Ϭ◦כβϥ ʺ◓ςϜτ βϥͨͣͨϬᶨ ΰθ

χםᾝϬ ϥʻ˲ ᴬᶘ ˳ 

Ϙθʺ ӽχ ᾂ ῐӦԌ Υ︣♠χϞϤρϤϬ αο
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◓ςϜχ ϙτṄϤ Ξˮ◓ςϜχ ᾂͨͤͨЬИйЌ˔˯

σςχ◓ςϜχ ᾂϬ︢ϥ︡ ϬԏΦ Φם☼βϥʻ˲

˳ 

ΜαϛΥ τ Πϥֲốχ Φήϒχ ᵔϬ βθϛʺ

ΜαϛϬ ΪθὊᾓχΚϥ ϞΜαϛϬἂτꜛ╙π Ψ

σμθ◓Ϭⱱνӹ χ ᾓ Ϭʺᶘ τΣΜοʺ◓ς

ϜϞễӾḩἰּיΥ ΨṐᵓϬ ΪϥϢΞ ϛϥʻ˲ ᴬ

ᶘ ˳ 

 

ˢ2ˣᶘ ʾ ϒχ◦כχ  ם

18⅞ӟᴞχꜛ╙ψʺ ṍẈỘ Ϊτẍ βϥἱΰΥΚϥ

άρΤϣʺ ṍẈỘ Τϣ ṍẈỘṍḧ ʺ ṍẈỘ Ϊ

χⱲṍτΤΪοʺ ᶘ ʺ ᶘ ʺ‰ ᶘ  τΣΪϥ

ṍ ᾋʾ ᾋ︢Ϥ χ︡ Ϭ βϥʻ˲ ᴬᶘ ˳˲™Ἷ˳ 

ὲעϞϸϳрЈзрϽи˔ЭσςϬϢϤᵫΤϦθ

ρΰοʺ ῐễ χ“Ξὲῴ Ϭ βϥρρϜτʺ

Іϼ˔иϸϳрЈж˔ϞІϼ˔иЊ˔Єаим˔ϸ˔

χ ʺẉό ỠᴟτΰΪθ︡ Ϭ ϛϥσςᶘ τΣΪ

ϥ χ Ϭם ϥʻϘθʺάϦϣχễ ԌχⱢלΰ

χθϛχᾆ Ϭ“Ξʻήϣτʺ ᶘ τΣΜοψʺᶘ

χ χ ʾ τḩβϥᴿכ◦ ϞИ˔Їϒχ ᵔϬ

ϛʺ χ ϙϬ Πϥᶘ Ϭ σ◦כτνσΩθϛχ

ễ ԌΰΪχ︡ χ Ϭ ϥ˲ ᴬᶘ ˳˲ ™Ἷ˳ 

Μαϛ ♁ ├ ʺˮ Μαϛχ ♁ τḩβϥṁ

σ ˯ τ ϛϥ︡ Ϭ βϥρρϜτʺΜαϛψ

ὨΰοẨήϦσΜάρπΚϤʺˮςχ◓ςϜτϜ ς̋χᶘ 

πϜṞάϤ ϥ˯ϜχπΚϥάρϬ ΰʺ οχễ

ӾḩἰּיΥΜαϛχ ῙϬΜκ Ψ Ӄΰοʺ τ ᴂ

βϥάρʺϘθζχ∑ʺΜαϛχ ϬԜήγʺᶘ ʾễ

ӾӦԌᵓρᴪ ʾ ӽΥ ὀΰο ΰοΜΨϓΦάρϬ

◙ βϥʻ˲ ᴬᶘ ˳˲ ™Ἷ˳ 

◓ςϜΥΜνπϜ ӗϞ ϙϬ κ ΪϣϦϥϢΞσ

24Ⱳḧχ ⁯ ԁЍϱбиs 24Ⱳḧ◓ằͨͤͨЍϱбиˣ

τϢϥΜαϛσςχ τḩβϥ τνΜο

῝Ặ Ϭ◦כβϥρρϜτʺᶘ ʺ ӽʺᴪ Υ

ὀΰοʺΜαϛϬ ṍτ ᾋΰʺ τ ᴂπΦϥ ӽΩ

ϥϙχ Ϭ βϥʻϘθʺ ῝Ặ τϢϥ︡

Ϭ◦כβϥ ʺ◓ςϜτ βϥͨͣͨϬᶨ ΰθ

χםᾝϬ ϥʻ˲ ᴬᶘ ˳˲ ™Ἷ˳ 

Ϙθʺ ӽχ ᾂ ῐӦԌ Υ︣♠χϞϤρϤϬ αο

◓ςϜχ ϙτṄϤ Ξˮ◓ςϜχ ᾂͨͤͨЬИйЌ˔˯

σςχ◓ςϜχ ᾂϬ︢ϥ︡ ϬԏΦ Φם☼βϥʻ˲

˳˲ ™Ἷ˳ 

 χ◓ςϜϒχ◦כτνΜοʺ ṍΤϣχ◦כτν

σΥϥ῟ᴮ σ︡ Ϭʺ ḧ ϬḯϛθḩἰṐḩ ρ

ὀΰσΥϣ βϥρρϜτʺᶘ  ᵰτΣΪϥ

χ Ϭם ϥʻ˲ ᴬᶘ ˳ 

‰  ᶘּיẉό Ὠ ỘּיτνΜοʺ

ᶘʺ Ộῇχ ệ τḩβϥם χ ӃẉόẶ τ ϛʺ

Мк˔м˔ϼʺ ӽֿיּבЂЪ˔ЕІГ˔Єдрʺᶘ  χ

ḩἰṐḩΥ ὀẸ ΰʺ̔͂ ᴮ σ◦כϬ“Ξʻ˲ ᴬᶘ ʺ

ῡ ˳ 

 

ˢ3ˣͨͤͨχ ΰ τḩβϥễӾχ  

 ᶘ τΣΜοʺ ᾓᶨ ʺ ӽχ‰ יּ ρχ ḧῖ

Ϭᶨ βϥσςΰοʺⱪ Υ χ ήϬםḇπ

ΦϥễӾτ ϥάρσΨʺּזᵓτΣΜο βϥᴦ χ

Κϥ ˑσ₉ ʾІЕйІϒχ Ϭ τ Ϊϥθϛ

χễӾs ͨͤͨχ ΰ τḩβϥễӾˣ̋ χὲῴχ ⱱτ

ἰϥễӾϬ βϥρρϜτʺⱪ χ Φϥάρχ

ԍϬ ϞβάρϬ αοꜛ╙ ├τⱢβϥễӾχם

☼τΰΪθḕẽξΨϤϬ ϛϥʻ˲ ᴬᶘ ˳˲ ™Ἷ˳ 

ⱪ ρ ˑ ΰοΜϥᶘẘ ʺ ῐễ χễ

ԌϞʺᶘ τḩϩϥ ᶘ χễ Ԍτ ΰʺͨͤͨχ

ΰ ϬễΠϥιΪπψσΨʺ◓ςϜΥ ΰθͨͤͨτν

Μοʺ Ӥχ ΥṓξΨḇ ϬΜΤτ‰ϛʺϘθʺςχ

ϢΞτ Ϊ♁ϛσςτνΜο ẉἴ Ϭם☼βϥθϛʺᾆ

τⱢβϥễ∙χ⌠ ʾ σςτϢϤ︡ χ◦כϬ“Ξʻ

χӹⱪיּ╙ꜛ τ βϥϾϯϜḯϛễӾ Ϭ βϥ

ễ ԌχⱢלΰ χθϛχᾆ Ϭם☼βϥʻϘθʺꜛ╙

χᶤ› Υ‰ΜάρΥ◙ ήϦοΜϥ ЫϱЛз

ГϰτνΜοʺ ᵔϞ ᾋ Υζχ ὂτΚϥּזᵓ

ԍχԁνπΚϥρ Πο ễ̋ Ԍχ ᵔϬ βϥʻ˲

ᴬᶘ ˳˲ ™Ἷ˳ 

 

ˢ4ˣ◓ςϜϒχ◦כχ  ם
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₉χ ệτΚϥ◓ςϜΥ Πϥ ˑσ Υꜛ╙χ

зІϼ ԍρσϤΤφσΜθϛʺ◓ςϜχ ₉ ├χ

τḩβϥ τṁξΦם☼ήϦϥ☼├ρꜛ╙ ├ρχ

ὀϬ ϛϥʻ˲ ᶕ ʺῡ ˳ 

ᶨ₉ẖּיꜛ כ◦ τṁξΨʺ ᶨ₉ẖ χ◓ςϜ

Ϭ ρΰθạ ξΨϤϬḯϚᶘ β☼םⱧỘϬכ◦

ϥρρϜτʺ ρχ ʾ♂ τϢϤ ϞὊↄ π

ӗ σ ệτ ΤϦϥϋρϤ ᴪ χ◓ςϜϬ τʺ

ϙ Ϭ“Μννʺṁ σ ᶨ Ḉχ Ϟᶘ כ◦

Ϭ“Ξạ ξΨϤϬ βϥʻ˲ ῡ ˳ 

ⱪ ẃ ψʺ◓ςϜχ χ ρ ᶊχἹ τ σ

ֲốϬ Πϥʻⱪ ẃ χ Τϣẃ Ϭ Ϊθ◓ς

Ϝχꜛ Ϙπԁכ◦ χ ├χ σϥếᴟϬ ϥθϛʺ◕

ẉόⱪ χ כ◦ ϬếᴟβϥρρϜτʺ

ᵓזּ ῐχ Ϭם ϥʻ˲ ῡ ˳˲ ™Ἷ˳ 

Ϙθʺּזᵓ ῐχᴞπӾμθ◓ςϜψʺ☼ σςϬ

ΰꜛ βϥτ θμοʺ ῐּיσςΤϣ◦כϬ ΪϣϦ

σΜ ›Υ ΨʺζχὫᴮʺ ˑσ₉ Ϭ ΠϥάρΥ

Μ ζ̒χθϛ ◓̋ςϜχꜛ Ϭ῟ᴮכ◦ τ ϛϥθϛτʺ

Πω ᶘϞ σςχЌϱЬрϽπ◦כΥ Ϧϥά

ρχσΜϢΞʺ ΰθῇϜԏΦ Φ◓ςϜϬ Ϊ♁ϛʺ

◦ΠρσϥϢΞσ◦כχ Ϭם ϥʻ˲ῡ ˳˲™Ἷ  ˳

 

ˢ5ˣֿיּבϒχ◦כχ  ם

ˮ ӽֿיּבЂЪ˔ЕІГ˔Єдр˯τΣΜοʺ ӽχḩ

ἰṐḩρϜ ὀΰʺֿב Ộּי χ Ộ ꜛ Ϭᾤ ʾ

Ὃ ʾ ᶧ τ◦כβϥʻ˲ ῡ ˳˲ ™Ἷ˳ 

ὲʾӺ ʾ ♅ʾễӾʾ χ χḩἰṐḩρ

ὀχᴞπϋΦάϜϤτ ᴟΰθ ԁⱳ ῢρΰοχ

Ṑ Ϭ βϥˮϋΦάϜϤ ӽ◦כЈрЌ˔˯τΣΜοʺ

ʾᴪ τ βϥ ṍΤϣχ ʾ◦כ Ϭ“ΜʺϋΦ

άϜϤ ├Ϭ βϥʻάχϕΤʺ ὲ ♅ЈрЌ˔

Ϟ ὲ ʺⱪ τΣΜοʺӺ◖Ϟ ὲ◖ʺ ὲ

ᵓזּʺ●♅ ♅● τϢϥ ʾ◦כϬʺ Ϟᴪ τ

ΰο“Ξʻ˲ ῡ ˳˲ ™Ἷ˳ 

√ʾ χ ᵲּיχ ὖᾚχθϛʺ ᵲ

Υיּ ρβϥ χ ϞḩἰṐḩτϢϥ◦כχ ὀ

ϬếϛϥρρϜτʺϸϳрЈзрϽ χ Ϟם ᵲּיχ

τ ΰθⱧ ︡ Ϭ βϥʻ˲ ᶕ ὕ̋╔ ʺ

ῡ ˳˲ ™Ἷ˳ 

Ϙθʺꜛ╙ ├ρχ ὀϬếᴟβϥθϛʺꜛ╙ ├τἰ

ϥ ⱧỘϬ“Ξ ḧ◦כ τϢϥ◦כχ ὀϬ

ếϛϥρρϜτ ạ̋ ξΨϤχ Ϭם βϥʻ˲ῡ

˳˲ ™Ἷ˳ 

ήϣτʺ √ʾ ᵲּי ʺ₉ Ϭ Πθ χ

Ϭכ◦ βϥθϛʺ χḩἰṐḩρ ḧ◦כ

Υ ὀϬếᴟΰθϯϳЕз˔ЎϞạ ξΨϤσς

χ◦כχ︡ Ϭ ϛϥʻ˲ ῡ ˳˲ ™Ἷ˳ 

◘ ṍʾ ṍτΣΜο Ϭ Πϥּיʺꜛ “

ӮϬἣϤ βּיϞ ẃ ὊᾓσςτϢϤ ⁭σ Φξϣ

ήϬ ΠϥּיτνΜοʺ ӽχẎẍӺ Ṑḩʺ ὲ

♅ЈрЌ˔ʺ ὲ ʺễӾṐḩ Ϭḯϛθ ὲʾӺ ʾ

♅ʾễӾʾ χḩἰṐḩʾḩἰ χКАЕм˔ϼχ

  τϢϤ σӺ ṐḩϞ ṐḩϬ πΦϥϢΞ

βϥכ◦ ʺ Ḇχכ ṍ ᾋʺ ṍᵒ χθϛχ︡

Ϭ βϥʻ˲ ῡ ˳˲ ™Ἷ˳ 

 

ˢ6ˣֿיּבχ τᴂαθ◦כχ  ם

ꜛʺψיּבֿ τψ Ϟ◦כτνσΥϤτΨΜἱΰΥ

Κϥԁ πʺϱрЌ˔КАЕϞͨͣͨ πꜛ╙ϬϕχϛΤ

ΰθϤʺꜛ╙χ︣ Ϭᾁ┤ΰθϤβϥἱΰϜΚϥρᾠϩ

ϦοΜϥʻζχθϛʺꜛ ϒχ Ϟᵹ πχ ΥΪᶨ

ιΪπψσΨʺͩ͘͞Ϝᶨ ΰθֿיּבϒχϯϳЕз˔Ў├

Ϭếᴟβϥʻ˲ ῡ ˳˲ ™Ἷ˳ 

Ϭכ◦ ρΰοΜϥ Υḛ τ σ◦כ├τἰϥ

Ϭ ϥάρΥπΦϥϢΞτβϥθϛʺϱрЌ˔КАЕ

ˢІЫ˔ЕТ϶р ὀ̋ ϬḯϚʻxϬᶨ ΰθᾁ┤χ

▫ ϙσς ├כ̋◦ χ ʺ ằϬếᴟβϥʻ˲ ῡ

˳˲ ™Ἷ˳ 

בֿ χꜛ╙ ├Υᴿ ρσμοΜϥάρϬ ϘΠʺֿב

χꜛ╙Ϟיּ Φξϣήτḩβϥ◦כԁ ἷχ ₰Ϭ◦כ

βϥʻ˲ ῡ ˳˲ ™Ἷ˳ 

 

ˢ7ˣ ϒχ◦כ 

Ṑḩχכ◦ʺψיּבֿ ῢπψσΨʺᾤ σνσΥ

Ϥπʺ χ ựσּיτ βϥἱΰΥΚϥρᾠϩϦο
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ΜϥʻϘθʺ ϙϬ κ ΪϣϦʺ Ϭ Ϊθ ựσּי

Υʺ ᴂτἂ ΰοꜛϣϜ ΜṼϛϣϦοΜϥρΜΞⱧӛ

ˢΜϩϠϥˮ Ặ Ϧ˯x Ϝ ΰοΜϥρᾠϩϦοΜϥ ζ̒

χθϛʺ ḧ χᶨ τ Ⱨβϥ Ϟʺ ϙϬ Πϥּי

Ϭ◦כβϥᴪ Ϟ Ϭḯϛθ◦יּכϜḯϚꜛ╙ ├

ⱧּיτνΜοʺ Υꜛ╙Ṍיּ τ♩μθ ›Ϝḯϛο

χὲῴϬӲⱱβϥθϛχ▫ ϙξΨϤϬ βϥρρ

Ϝτʺ χὲῴτḩβϥ ᾋϬΜΤΰθ◦כ χ ẉϬ

ϥʻ˲ ῡ ˳˲ ™Ἷ˳ 

 

12.Ỡ τϢϥꜛ╙ ├Ϭ τ βϥ 

 

ˢ1ˣ Ⱳḧ χ  

Ⱳḧ χ τνΜοψʺˮ Φ ᵠᶗם“ὓᵊ Ϭ˯

ϘΠʺ ṁ Ϭᵠ ΰʺ 40 ⱲḧϬ Πο ᴦ

ρσϥⱲḧᵰ χᾢ Ϭᾖ ρΰοʺὮ 45 ⱲḧʺΤ

νʺ 360ⱲḧρΰʺӸ τψӟᴞχ χ ›Ϭ Μο

Ϭᴿβʻ ρΰοʺ Ⱳ σ χⱧ ΥΚϥ ›

ρΰοʺ ►Υ›Ӫΰο ►Ẹ ϬὫϐ ›τΣΜοϜʺ

ᵕϥάρΥπΦσΜⱲḧᵰ ⱲḧϬ 720Ⱳḧs ˹Ὦ

ỡ 60ⱲḧˣρβϥʻΤνʺ 720Ⱳḧӟ τΣΜοʺ

ԁⱲ τⱧ Υ ᴥβϥ ›τνΜοʺΩ ᾢʺ ᵕϥ

άρχπΦσΜ ᾢϬ Ϊϥʻ˲ ῡ ˳ 

ᴥΠοʺ ►Υ ᾢ ϘπχẸ ὫϬᵕ βϥ Υ

ẐϛϣϦϥ π›ӪΰθάρτḦϙʺήϣτᴦ σᾢϤ

Ⱳḧχט Ϭ Ψβϥθϛʺ θτ ṁ τ◙ Ϭ

ϛϥṛ Ϭ Ϊϥʻ˲ ῡ ˳ 

ϘθʺΜϩϠϥᵃ ♂ʾᵃ ꜛ╙Ϭ ♁βϥθϛʺᵃ

τϢϥὲῴ ᵲχ ♁τΰΪʺ Ⱳḧ Υ“ϩϦο

ΜϥⱧỘ τ βϥḗ ◙ χ σς ṁ ḗ

τϢϥḗ ◙ ϬếᴟβϥρρϜτʺ ṛ ⱧỘ Ϟ

ṛᾼ Ϭḯϛθ οχ χיּ Ⱳḧ Ϭ βϥθ

ϛʺ Ⱳḧ χ ᵠ τΰΪθḕẽ Ϭ βϥʻ

˲ῡ ˳ 

ᴥΠοʺ Ⱳḧχ σ ӃϬ βϥθϛʺḼỘΰ

Ϊχ θσ Ⱳḧχ ӃτḩβϥϹϱЖжϱрχ

Ϭ“Ξʻ˲ ῡ ˳ 

ήϣτʺᵃ ♂ ΥσΨʺ▫Ⱨρ ᶨϬ ήδʺὲῴ

π ΰοם Φ ΪϥάρχπΦϥּזᵓχםᾝχθϛʺ

ˮᵃ ♂ χ ♁χθϛχ ├τḩβϥ –˯τṁξΦʺ

₰ᾆẕ ʺἴ ʺ χ ʺ ḧ χᶨ τ

βϥ◦כ χᵃ ♂ χ ♁χθϛχ ├Ϭ βϥʻ

˲ῡ ˳˲ ™Ἷ˳ 

 

ˢ2ˣ τΣΪϥЮрЌиХиІ ├χ  

ᵃ ♂ ΥσΨʺ▫Ⱨρ ᶨϬ ήδʺὲῴπ ΰם

ο Φ ΪϥάρχπΦϥּזᵓχםᾝχθϛʺˮ ᵃ ♂

χ ♁χθϛχ ├τḩβϥ – τ˯ṁξΦʺ ₰ᾆẕ ʺ

ἴ ʺ χ ʺ ḧ χᶨ τ βϥ◦כ

χᵃ ♂ χ ♁χθϛχ ├Ϭ βϥʻ˲ ῡ ˳

˲™Ἷ˳ 

Ϙθʺ τΣΪϥЮрЌиХиІ ├χ Ϭם β

ϥθϛ ԏ̋Φ Φʺˮ χיּ χὲῴχ ⱱ χθϛχ

◙ ˯χ ẉἴ Ϭ ϥρρϜτʺ ӗ ־ χᵠ

τϢϤ 27 12 Ὦτ ήϦθІЕйІЎϴАϼ

χם☼χ Ϭ αοʺⱧỘ τΣΪϥЮрЌиХиІ

├χ σϥ ẉϬ ϥʻ δοʺІЕйІЎϴАϼ

χ ☿Ϭ ϘΠʺ Ⱳḧ σςχ ᴻχЎϴАϼχ

♪ ιΪπψσΨʺ χ ḧḩἰϞ◦כḩἰρΜμθל

ᴻχЎϴАϼχ♪ Ϝ ϘΠοʺ ḕẽχᵠ Ϭ

μοΜΨϓΦπΚϤʺІЕйІЎϴАϼὫᴮϬᶨ ΰθ

Ϭ ϘΠθ ḕẽᵠ τἰϥ︡ χ Ⱨ χ

ʾẶ ʺ ḕẽᵠ χם☼ τ βϥ χ

Ϭכ◦ αοʺⱧỘ τΣΪϥЮрЌиХиІ ├Ϭ

βϥʻ˲ ῡ ˳˲ ™Ἷ˳ 

ᴥΠοʺ Ψ χЮрЌиХиІʾЪ˔ЌиЂϱЕτΣ

Μοʺ › σ ằϞ ʾЮ˔и Ϭם☼βϥρ

ρϜτʺᶆ ᾉτΚϥ▀Ộ ὲ ЈрЌ˔τΣכ◦‹

Μο Ⱨ̋Ộּיϒχἴ ЈЬЗ˔ Ⱨ̋Ộ χ Ⱨ ʾּי

▀Ộ ὲІЌАТϒχᾆ ʺⱧỘ ϒχᾤ τϢϥֿב

ϞḚיּ ḗ τיּ βϥЮрЌиХиІ χ

τḩβϥᾆ σςϬם☼βϥʻ˲ ῡ ˳˲ ™Ἷ˳ 

ṛ ⱧỘ τ ΰοψʺӗ ־ Ḛ Υ γΰϜ

πσΜάρΤϣʺ▀Ộ ὲ ЈрЌ˔χכ◦‹ ӽ

ῢτΣΜοʺᾤ τϢϤЮрЌиХиІ Ϭḇα

οΜϥ τיּ βϥ ᴂσςϬם☼βϥρρϜτʺ
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ṛ ⱧỘ τΣΪϥІЕйІЎϴАϼχם☼ τ β

ϥ Ϭ αοʺ ṛ ⱧỘ τΣΪϥЮрЌиХ

иІ ├Ϭếᴟβϥʻ˲ ῡ ˳˲ ™Ἷ˳ 

Ϙθʺˮ Φ ᵠᶗם“ὓᵊ˯ϞˮὲῴʾӺ ˯τṁ

ξΦʺ▀ỘӺʾ▀Ộ ὲṐ χếᴟʺ Ⱳḧ χ ʺ

ὲῴὊְχ ẉ ϬζϦηϦם☼βϥρρϜτʺζϦ

ϣϬ ήδοԁ τ βϥʻ˲Ὂↄ▀Ộ ῡ̋

˳˲ ™Ἷ˳ 

 

ˢ3ˣМжІЮрЕ ♁ ├ 

Ом˔МжІЮрЕχ ♁τνΜοψʺˮ Φ ᵠᶗם

“ὓᵊ˯τΣΜοˮ χОм˔МжІЮрЕ ♁Ϭếᴟ

βϥθϛʺ ψ ►ḩἰּיϬῖΠθ π ├χᾁ Ϭ“

Ξ˯ρήϦθάρϬ ϘΠʺ ρיּ꜡ ►ḩἰּיΤϣσϥ

ᾁ ᵓϬᵫ℗ΰʺ χОм˔МжІЮрЕχם Ϟᴿ

Ϭ ӃβϥρρϜτʺ χОм˔МжІЮрЕ ├χế

ᴟτνΜοχᾁ Ϭ“Ξʻ˲ ῡ ˳ 

ϘθʺԏΦ ΦʺЪ˔ЌиЂϱЕϞḼỘΰΪЈЬЗ˔Ϭ

αοʺῲΨ⁯ ẉό ►ϒχ ʾῲ Ϟ ►χἇ

σ︡ χ Ϭ ϥρρϜτʺ θτʺ Ḛ ϞЮрЌ

иХиІ ├χ ᴪ Ϭ τʺḼỘτ ΰοОм˔М

жІЮрЕ ├χ︡ Ϭ◙ πΦϥ ∙Ϭ βϥθϛ

χᾆ Ϭם☼βϥρρϜτʺЮрЌиХиІ ├τἰϥ◙

χ∑τ О̋м˔МжІЮрЕ ├χ◙ Ϝ“Ξʻ˲ῡ

˳˲ ™Ἷ˳ 

ήϣτʺ οχⱧỘ τΣΜοЈϼЄвϯиМжІЮр

Еẉό ʾ ▀ τḩβϥМжІЮрЕΥΚμοψσϣ

σΜρΜΞ χ ᶎᴟẉόζχ ʾἴ ʺ ῢχ

χ Υ„αϣϦϥϢΞʺϘθʺάϦϣχМжІЮ

рЕⱧӛΥ αθⱧỘ τ ΰοψʺ σⱧῇχ ᴂẉ

ό™ ♁χθϛχ︡ Υ“ϩϦϥϢΞ ᾉ ộ

ᾼ ḕẽʾỡ ˢעˣτϢϥ◙ χ Ϭ ϥʻ˲ ῡ

˳ 

 

 

5 ꜛ╙ ├χ  

28 4 Ὦʺṁ χᵠ τϢϤʺ Ϝꜛ╙τ Μ

₅ϘϦϥάρχσΜּזᵓχםᾝϬ ◙ΰο ΰοΜΨ

άρΥ σᴿ πΚϥρήϦθʻΰθΥμοʺΩ τ

◙βϓΦψζΞΰθּזᵓχםᾝπΚϥΥʺ χ ρ

ΰοψʺ ⁯χᾝ∕χ Ϙπᾚ ήδϥάρϬ ◙

ΰʺ 38 Ϙπτʺꜛ╙♂ Ϭ 27 ρ ϓο 30̋

ӟ ᾚ ήδϥάρρβϥʻ ˣ 

σΣʺπΦϥιΪ ṍτ Ϭ πΦϥϢΞ ϛϥϜ

χρΰʺ Υ ήϦθ ›ψʺ –χᾋ ΰṍḧτΤ

Τϩϣγʺζχ∕Ϥ Ϝḯϛο Ϭᾋ βϜχρβ

ϥʻ 

 

ˣ ᵦ ὲṐḩ Mortality Database τϢϦωʺ ⁯

χꜛ╙♂ ψʺТжрІ 15ʽ1ˢ2013ˣ̋ ⁯ 13ʽ4

ˢ2014ˣ̋ ЖϱБ 12 6̔s 2014ˣ̋ ϸЗЍ 11 3̔s 2012ˣ̋

ֽ⁯ 7ʽ5ˢ2013ˣ̋ ϱЌзϯ 7ʽ2ˢ2012ˣπΚϥʻ 

27 χꜛ╙♂ ψ 18 5̔πΚϤ ζ̋ϦϬ 30̋

ӟ ᾚ ήδϥρ 13 0̔ӟᴞρσϥʻd Υ⁯χ ῢψʺ

⁯ ᵓזּ ʾ ῢ ᾆẕ χ ӡ ὓˢ 29

ὓˣτϢϥρʺ 37 τψ 1ᴑ 2300 τσ

ϥρᾋ₅ϘϦοΣϤʺ Ϭ βϥθϛτψꜛ╙ּי

ψ 1 6000 ӟᴞρσϥ ΥΚϥʻ 

 

6  

 

1ʽ⁯τΣΪϥ  

–τṁξΨ☼├Ϭ › Τν῟ᴮ τ βϥθϛʺ

ꜛ╙ › ├ᵓṳϬ τʺ τᴂαοԁ χ  Ԍτ

Ϣϥᵓ›ϬṐ τᵫ℗βϥσςΰοʺῡ χз

˔Ѝ˔ЄАФχᴞτḩἰ“ Ṑḩ ῀χừ σ ὀʾẸ

Ϭ ϥρρϜτʺ☼├ ῀ḧχ σ Ϭ ϥʻ 

 

ήϣτʺ ᵓṳχⱧ ộΥ ΤϦοΜϥῡ τΣ

Μοʺḩἰ Υ“Ξ ├Ϭ◦כʺ βϥρρϜτʺ

ӽꜛ╙ ├ὓᵊ├ ϹϱЖжϱрϬ⌠ ΰʺ ῝Ặ

χ ӽꜛ╙ ├ὓᵊχ├ Ϭ◦כΰʺ⁯ϬấΫο › σ

ꜛ╙ ├Ϭם☼ΰοΜΨʻ ӰⱧӛχ χ Ϭ

βϥρρϜτʺḩἰ ừẍ ᵓṳϬṐ τᵫ℗

ΰʺ τ ᴂβϥʻ 

Ϙθʺ⁯ϬấΫοꜛ╙ ├Υ ήϦϥϢΞʺ⁯ʺ
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῝Ặ ʺḩἰ ʺ ḧ Υ ὀʾẸ βϥθϛχ

▫ ϙϬ Ϊϥʻ 

ήϣτʺ ὲ Ӻ̋ ʺ ♅ ễ̋Ӿʺ ʺ Ặ ╥ᵊʺ

‰ ʺᵓזּ ◓ᴟּזᵓʺ Ӿ ʺ ᵲּיʺ √ ᵲּי

ʺכ◦ ӽẶ ʺᵓזּ ᶨ₉ẖּכ◦יζχ χḩ ☼├

σςḩ βϥ ρϜừ τ ὀΰννʺ☼├Ϭ βϥ  ̒

 Ϙθʺꜛ╙ › ├ ЈрЌ˔ψʺḩἰּיΥ ὀΰο

ꜛ╙ ├χ͙͖ͥ͘Ђϱϼиτ︡Ϥ ϚθϛχẤ ρΰ

οʺ ὲ σ♪ τᴥΠʺּזᵓᶘʺὊↄᶘʺᴂ ὓ

ᶘ χᶘ∑ σ♪ Τϣʺ⁯Υ͙͖ͥ͘ЂϱϼиϬᵕβθ

ϛχϵРДрІτṁξΨ Ϭ“ΜʺΚϩδοכ◦├ ӽй

Циχ︡ Ϭ◦כβϥ♪ Τϣʺ ḧ ϬḯϚṁ ꜛⱵ

йЦиχ︡ χם ʾם χếᴟẉόכ◦ ӽΥם

τᴂαο︡Ϥ Ϛθϛχ ằϞ▫ ϙξΨϤˢ ∙

Ӿ ˣϬ“Ξʻ 

 

2ʽ ӽτΣΪϥὓᵊ σꜛ╙ ├χ  

ꜛ╙ ├ψʺᴪ Ϟᶘ ʺ ʺ ӽσςּזᵓ τ

ΨḩἰΰοΣϤʺ › σꜛ╙ ├Ϭ βϥθϛτψʺ

ӽχ σḩἰּיχ ὀʾẸ Ϭᶎ ΰννʺ ӽχ

τᴂαθם῟ χ‰Μ☼├Ϭ ΰοΜΨάρΥ

πΚϥʻ 

άχθϛʺ⁯ψ ӽꜛ╙ ├ὓᵊ├ ϹϱЖжϱрʺꜛ

ם╙ ФкТϮϱиϞ ├ОАϾ˔ЅϬ⌠ ʾ ằβϥρ

ρϜτʺ ᾉϞ ◙ ◕τΣΜοʺ ӽꜛ╙ ├

ЈрЌ˔χ ρ ЈрЌ˔τϢϤḚ χ◕Ỹ

χ ӽꜛ╙ ├ὓᵊχ├ ʾ Ḛ ʾᾁ Υ“ϩϦϥ

ϢΞ◦כβϥʻϘθʺ ᾉẉό ◙ ◕τΣΜοʺ

ˑσ χḩἰṐḩʾ τϢμο  ήϦϥꜛ╙ ├

Ẹṳᵓ χꜛ╙ ├χᾁ χ χ ρ Ẹṳᵓ

τϢϤ ӽꜛ╙ ├ὓᵊχ├ Υ ήϦϥϢΞʺ ớ

τ ΦΤΪϥρρϜτʺ χ ằ σ◦כϬ“Ξ

άρρβϥʻϘθʺ◕ τΣΜοϜꜛ╙ ├χ

χ ʺꜛ╙ ├ρ χ☼├ ρχЀ˔ДϰК˔Е Ϭ

Ξꜛ╙ ├χ ԌΥ ήϦϥϢΞʺ ớ τ ΦΤ

Ϊϥʻήϣτʺ χ ῝Ặ τϢϥ ὀχ︡ τν

ΜοϜʺ χ ằ σ◦כϬ“Ξάρρβϥ Ϙ̒θʺ

άϦϣ ӽτΣΪϥ︡ τ ḧ χ╥ᵊΥԁ Ϛ

ϢΞʺ ῝Ặ τ ΦΤΪϥʻ 

 

3ʽ☼├χ ᴣẉόḚ  

ꜛ╙ › ├ᵓṳτϢϤʺ –τṁξΨ☼├χם☼

ệʺ χ ệ Ϭ Ӄΰʺζχ῟ᴮ Ϭ ᴣβϥρ

ρϜτʺάϦϬ ϘΠθ☼├χᾋ ΰρᵠ τ ϛϥʻ 

άχθϛʺῡ χᴞτʺ ʾ῝ χ Τϣ

–τṁξΨ☼├χם☼ ệʺ χ ệ Ϭᾁ

ΰʺ☼├χ῟ᴮ Ϭ ᴣβϥθϛχ▫ ϙϬ Ϊʺ῟ᴮ

τꜛ╙ ├Ϭ βϥʻ 

 

4ʽ –χᾋ ΰ 

–τνΜοψʺ Υ βϓΦꜛ╙ ├χ◙ ρ

ΰοχ ᶊτḦϙʺּזᵓὊↄ χ ᴟʺꜛ╙ϬϛΩϥ

χ ᴟʺ –τṁξΨ☼├χ ệϞ

ệ Ϭ ϘΠʺΣΣϚφ 5 Ϭ τᾋ ΰϬ“Ξʻ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●八潮市立保健センター 

（こころの健康相談、ママのこころの相談） 

048-995-3381 
月～金 8:30～17:15 

※年末年始・祝日除く 

●埼玉県こころの電話 

（心の健康や悩みに関する相談） 

048-723-1447 
月～金 9:00～17:00 

※年末年始・祝日除く 

●埼玉いのちの電話 
048-645-4343 
年中無休 24時間対応 

相談窓口 

八潮市いのち支える自殺対策計画 
平成 31 年 3月 

発行：八潮市 

編集：八潮市 健康福祉部 健康増進課 

   〒340-0815 埼玉県八潮市八潮八丁目 10 番地 1 

   TEL：048（995）3381  FAX：048（995）3383 

９月10日～16日は 

自殺予防週間 

３月は 

自殺対策強化月間 


